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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　CONTENTS









第１章　反恋愛運動の革命的恢復への企図とその実現に向けて

第２章　未曾有の運動拡大を目指した革命的宣伝手法に就いて

第３章　恋愛至上主義者殲滅の為の山岳活動演習

第４章　革命的プロパガンダ計画の顚末と階級的憤怒



あとがき









[image: いでおろーぐ!2]







[image: 第１章　反恋愛運動の革命的恢復への企図とその実現に向けて]







　　　　１




　三月。暦こよみの上ではとうに春が来ているというのに、まだまだ寒さは厳しかった。特に朝、登校のこの時間帯は冷え込み、生徒たちは足早に校門をくぐっていく。

　そんな中、手を繫つないで駅から向かってくるツガイは、その寒さをも楽しむ、といった具合にやたらとゆっくり歩いてくる。青春を一歩一歩踏ふみしめ味わっているかのように、楽しそうに笑いあいながら校門へと向かうその二人に──

「リア充爆発しろ!!」

　トラメガで拡声されたその叫び声が、投げつけられた。

　校門近くの尖せん塔とうの上に立って、いつものようにヘルメットと手ぬぐいで顔を隠した彼女は、さらに続けてまくし立てた。

「大切な高校時代──二度とは来ぬこの青春の時期に、恋人と出来る限り長く一緒に過ごし、輝かがやかしい思い出を共有したい──諸君らを突き動かすこういった感情は、全て唾だ棄きすべき幻想に過ぎない！　目を覚ませ！　自己批判せよ!!　同調が作り出すこの『恋愛』なる集団催さい眠みんから抜け出るためには、自らをしかと見つめなおすことが必要なのだ!!　全てを疑え！　常識を受け入れるな!!

　我々、人類は、その根本に誤ご謬びゆうを抱えている──いや、誤謬を植え付けられて、この地球上に産み落とされたのだ！　諸君らが自由意志からの『恋愛』と信じこまされている、この精巧な自己増殖のプログラムは、自分自身の生産性を極限まで貶おとしめることで真実を諸君らに気付けぬようにし、その上で地球上の他のすべての生物を死滅させんと邁まい進しんしている。

　見栄を張るためにブランド物のバッグを買い漁あさり、大して違いもわからぬ高級酒を贈答しあい、やたらと海外へ出たことを誇りに思いＳＮＳに投稿する──これらの無意味な散財により我々が持っていたはずの生産性は全て回収され、気づくことが出来たはずの誤あやまりは見落とされてしまう。そこで出来た格差は憎しみの連れん鎖さを生み、蓄ちく積せきし、爆発する。これが、人類の歴史だった。

　今ここで、それを終わらせよう！　この負の連鎖は、我々の世代で終わらせなくてはならない!!

　折しも今日は三月三日、桃の節せつ句くだ。雛ひな飾かざり──この悍おぞましき悪魔の祭さい壇だんは、我々の社会の歪いびつさを端的に表しているではないか！

　三人官かん女じよと五人囃ばや子し──察しの良い諸君ならばこれでもう瞭りよう然ぜんだろう。そうだ、二人余る！　男女でカップルを作っていったとき、男が二人余るのだ！　これは出生率が男女間で異なることの戯ぎ画がになっているのだ。二段目と三段目に座る彼ら・彼女らの男女関係は、おそらく凄せい絶ぜつを極めることだろう。横行する二ふた股また・三股、とりあえずキープ。思わせぶりな態度で男を翻ほん弄ろうする女性陣。しびれを切らし振るわれる暴力！　……そんな阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図を最上段から見下ろすのは、地位も財産も手にした男お雛びなと女雛──リア充なのだ！

　これが社会だ！　これが世界の真実なのだ！　こんなことに何の意味があるというのだ!?

　この不毛な争いは、我々の世代で終わらせなくてはならない!!

　我々の取り得る手段はただひとつ、『良心的繁はん殖しよく拒否』だ！

　繁殖衝しよう動どうを克服せよ！　二足歩行する我々には、自由に使える腕が二本もあるではないか!!　欲望に振り回されるな！

　母なる大地を守るために──我々は今、自らの手で自らの首をしかと締め、絶滅すべきなのだ！

　リア充爆発しろ!!」

　彼女──領りよう家け薫かおるはそうして熱弁に一区切りを入れた。

　これまでにも何度かこうして、彼女は校門で演説を繰くり広げた。そのたびに、大多数に無視されながらも、しかし必ず何人かは領家の演説に耳を傾け、足を止めたものだった。

　しかし今、彼女の周りには誰もいなかった。校門をくぐっていく生徒たちは領家の姿を一いち瞥べつすると、冷笑と共にそそくさと下げ駄た箱ばこへと向かっていく。

「おい、領家……」

　居たたまれずに、隠れていた俺が声をかけると、領家は「あぁ」と憔しよう悴すいしきった力ない声で返事をし、塔とうの上から降りた。

　民衆を煽せん動どうする力を失った我々に対し、もはや生徒会は興味を示さなかった。むしろ「恋愛を否定したがる哀れな非リア充」を生徒たちに見せることで、何としてでもリア充にならねば、と奮ふるい立たせる、そんな意図で泳がされているのかもしれない。




　我々、反恋愛主義青年同盟部がここまで力を失ってしまったのは、ひとえに二月十四日の敗北──「バレンタイン粉ふん砕さい闘とう争そう」の失敗があったからに他ならない。幸い我々の身元はバレずに逃げおおせたものの、不法占拠していたフラワーアレンジメント研究部の部室は生徒会の管理に下ってしまった。

　その惨ざん敗ぱいにより、俺らは大衆からの信用を失った。生徒たちの心は今、完全に反恋愛から離れ、所謂いわゆる「まっとうな青春」を送ることに囚とらわれてしまっていた……。
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「どうしろと言うのだ！」

　放課後、いつもの反恋愛主義青年同盟部の地下部室アジト。広くはない室内に、領りよう家けのその苛いら立だった声が響ひびいた。

「誰も私の言葉に耳を傾けない。恋人のいない者でさえ、私を嘲あざ笑わらうかのように一いち瞥べつして通り過ぎて行く。こんな状況から、どうやって民衆の心を『反恋愛』へと引き戻せば良いというのだ!?」

　その悲痛な叫びに、俺を含めた他の部員四名は、返すべき言葉を見つけあぐねていた。




　学校の地下、大昔に使われたという、部室棟と講堂を結ぶ通路の中ほどに、このアジトは作られている。いにしえの物ぶつ騒そうな時代に使用されたものを、こうして再利用しているのだ。

　反恋愛主義青年同盟部とは、その名前の通り、この世界を『恋愛』という名の集団催さい眠みんから覚かく醒せいさせ、全人類を非リア充化し救おうと邁まい進しんする団体だ。そういった崇すう高こうな目標を掲げてはいるが、いまのところ部員は五名、自分たちの通うこの高校にすら運動が浸透していない、という状況にある。

　そんなしょぼい団体なのだが、去年はもっとひどかった。部員はただ一人、現議長ぶちようの領家薫かおるしかいなかったのだ。

　クリスマス・イヴの夜、手をつなぎ戯たわむれる恋人たちがひしめく渋谷で、彼女の演説を聞いたのが始まりだった。俺はそれで運動に引き込まれ、部員は一人から二人へとめでたく倍増することとなった。

　大おお晦日みそか・元旦の初はつ詣もうで威い力りよく偵てい察さつを終えた一月、俺と領家は校内放送を乗っ取ることで運動の宣伝を行い、新たに三人の仲間を加えることとなった。

　第二美術部所属、一年女子の西にし堀ぼり優ゆう。同じく一年男子、テニス部で活躍し、複数個のファンクラブがあると噂うわさされる瀬せヶが崎さき渉わたる。そして唯一の二年生、男子の視線を否いや応おうなく集めてしまう身体をお持ちの、神しん明めい茜あかね。

　俺と領りよう家けに加え、この三名の五人で、我々反恋愛主義青年同盟部は本格的活動をスタートしたのだ。




　そしてあの二月十四日、バレンタインデーを迎えた。雪の降りしきるあの朝、我々は他の同志らと結託し、チョコレートの構内からの締め出し──学園封ふう鎖さを行おこなった。

　学園内に持ち込まれようとするチョコレートを校門で取り上げ、異性の気を引こうとお洒落しやれをしてきた生徒の身だしなみを強制的に整える。もちろん最初は生徒たちから抵抗があったものの、我々の粉ふん骨こつ砕さい身しんの努力の結果、大半の生徒たちを承伏させることができ、闘とう争そうは成功目前かに見えた。

　しかしそんなとき、我々の敵対勢力、恋愛で世界を掌しよう握あくせんとする大たい性せい欲よく賛さん会かい、その傀かい儡らいたる我が校の生徒会が現れた。奴やつらはまだ我々の主張を受け入れない生徒たちを煽せん動どうし、封鎖を粉砕しにかかった。

　そして……我々は敗れたのだ。戦線は崩ほう壊かいし、校内には大量のチョコレートが流入した。我々の努力も虚むなしく、バレンタインは例年とほとんど変わりなく行われ、当然の帰結としてカップルが大量に成立することとなった。

　一時は生徒らを説得できるかに見えた我々の運動だったが、こうして失敗を迎えてしまった今、完全に見向きもされなくなった。力でもってねじ伏せようとしたのが災いし、生徒たちの心は『反恋愛』から離れていってしまったのだ。「やはり青春といえば恋愛」「恋愛を否定したがる奴らはただ成功者を僻ひがんでいるだけ」「非リア充をこじらせるとあんな風に暴力的になる」「恋人の居ない奴らは何をやらせても駄だ目め。そもそも闘争が成功する公算などなかった」などと好き勝手に言われ、反恋愛主義青年同盟部は「非リア暴力集団」と蔑さげすまれ……そして現在に至る。




「どうしたらいい……このままでは我々の学まなび舎やは大性欲賛会の手に堕だしてしまうぞ！　誰もが青春の１ページを、恋人や仲間と過ごした楽しい想おもい出でで埋め尽つくす──苦楽を共にし、時には仲なか違たがいをすれども必ず最後には結束し、一緒に汗を流し、笑いあい、涙する──そんなリア充ばかりになってしまうぞ!!　それでもいいのか!?」

　領家は焦りをにじませた深刻な口調でそう言い、机に力なく拳こぶしを叩たたきつけ項うな垂だれた。彼女の描写した青春のイメージが、明めい晰せきに頭のなかに浮かんでくる。浜辺を駆けるリア充グループ──学園祭の女装喫茶でメイド服に身を包むリア充男子、それを笑うリア充女子、使い終わった後の衣装を自宅に持ち帰り彼女に着させそれを二人だけで楽しむカップル──喧けん嘩かした後、雨のなか傘も差さずずぶ濡ぬれになりながら彼女の家のインターホンを押す彼氏、二階でその姿に心動かされながらも素直になれず赦ゆるすことができない彼女。翌朝学校にいくと彼氏の席は空あいていた。心配になる彼女、しかし彼氏は三限になってようやく姿を見せる。明らかに風邪気味でふらふらしている。「なんでっ……そんなになってるのに、来るの」口を利きかないことにしていたのに、彼女はそう言葉を掛けてしまう。「……お前に、余計な心配されると……迷惑だからな」それを聞き、抱きつく彼女。「バカッ！　……ほんとに、バカなんだから……」「おい、そんなにくっつくと、風邪がうつって……」見事に二人して風邪で寝こむリア充カップル。しかし壊こわれかけていた二人の間の絆きずなは以前にも増して強く結びついているのだった──

　そんなことが、許されて良いはずがない。俺はリア充への反抗の意志をこれまでよりも一層強固なものとした。

　周りの三人、西にし堀ぼり、瀬せヶが崎さき、神しん明めいさんを見回しても、気持ちは同じようだった。皆がリア充への闘とう志しを新たにし、怒りに燃えていた。

「そんなリア充の横暴があってはならない！　どうにかしてこの苦境を乗り越えよう!!」

　俺が言うと、三人は力強く頷うなずいた。

「やろう」「お仕し着きせの『恋人』描像を破壊しましょう！」「変なことへの興味をなくしてあげようね！」

　一方、領りよう家けは……俺から目を逸そらして、微かすかに口をすぼめて不服そうにしていた。

「そんなことは、あたりまえだろう……具体的方策を考えろ」

　そう言うと、彼女は回転椅子をくるりと回して、俺に背を向けてしまった。

　あの二月十四日に、まあ……いろいろとあって、領家と俺とは微妙な感じになっている。

（なにがあったんだい？）

　隣となりに腰掛けた瀬ヶ崎が、耳みみ許もとでささやく。

（別に何も、いつものきまぐれだろ）

　俺がはぐらかすと、瀬ヶ崎は困ったように少し眉をひそめて、苦笑した。

「そこ！　私語は慎め!!」

　すぐさま領家の怒ど号ごうが降ってきた。聴覚の鋭するどいやつだ。

　俺はその声が飛んできた方を向き、手を挙げた──と、ちょうどこちらを見ていた領家と、目がばっちり合った。

　瞬しゆん間かん、パッ、と顔がそむけられた。未いまだに二月十四日の、俺の酷ひどい言動に怒りを覚えているのだろう、耳が赤くなっていた。

「やはり地道な活動を通して、信頼を回復していくしかないのでは？」

　微妙になりかけた空気を誤ご魔ま化かすかのように、瀬ヶ崎はそう話をはじめた。

「一度失ってしまった信頼というのは、なかなか回復するのが難しいものです。我々がどれだけ正しいことをやっていようとも、しばらくは『バレンタインに暴れた非リア暴力集団』という色眼鏡で見られてしまうことでしょう。しかし、だからといって活動をやめてしまえば、世界に蔓延はびころうとする『一般的恋人像』の幻影はますますの勢いをもってこの学校を侵食して行きます。我々のすべきことは、どんな冷遇にもめげず、主張し続けることです。過去の失敗は消えませんが、必ず人々の心の中での記憶は薄れていきますよ」

　瀬せヶが崎さきらしい意見だった。正しさがある。

　領りよう家けはその言葉に頷うなずきながらも、しかし苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になって、抗こう弁べんした。

「瀬ヶ崎、お前の推測はおそらく正しい。そのことは認めるにやぶさかでない……のだが」領家は言い淀よどむと、少し早口になって言葉を継いだ。「あの状況で演説を続けるのは、いくら心臓に毛が生えた私といえども、厳しいものがある！」

　誰も耳をかさず、冷笑だけを投げかける中で演説し続ける──確かに、精神の摩ま耗もうは半端ないだろう。

「そうですね……領家さんの負担については、配慮が浅かったかもしれません」瀬ヶ崎は相変わらずの丁てい寧ねいな口調で言い、頭を下げた。「現在の、領家さんに頼りきりな、演説による広報スタイルを改め、もっと部員に負荷のかからないような方法に移行する必要がありますね。たとえば、ビラを使って……」

　瀬ヶ崎はそう言いさして、止まった。

「印刷機は、フラワーアレンジメント研究部の部室にあるんでしたね……」

　室内をまた、沈黙が支配した。

　バレンタインのあの敗北以前は、我々反恋愛主義青年同盟部は地上・地下ふたつのアジトを持っていた。部室棟三階にある、部員がいないまま放置されていたフラワーアレンジメント研究部の部室を、俺らは不法占拠していたのだ。さらに、ゴミ屋や敷しきのような部室棟に放置されていた壊こわれた印刷機をガメて、修理してその部室に置き、使用していた。

　しかしあの日、苦境に追い込まれた俺と領家は、最後の逃げ場としてそこに逃げ込んだ。そして生徒会＝大たい性せい欲よく賛さん会かいによって包囲され──なんとか二人は命からがら逃げ出したものの、以来フラワーアレンジメント研究部の部室は生徒会の管理下に置かれてしまった。空あき部屋を放置し非リア暴力集団が巣そう窟くつを作る余地を残した咎とがで、校内の部活動をとりまとめる部活動連合は生徒会に厳しいお叱しかりを受けたらしい。

「その通り。そして校内にある印刷機はあと二つ、職員室のものと、生徒会室のものがあるだけだ。そんなものを使えるわけがない。コンビニや自宅で印刷するのも、コストから言って現実的ではないだろう」

　領家は静かな口調でそう言うと、テーブルに両りよう肘ひじをつき指を組み合わせ、額ひたいをそこに乗せた。

　また静まりかえった空気の中、今度は西にし堀ぼりが口を開いた。

「なんとかして、部室を取り戻す」

　簡かん潔けつに述べられたその言葉だが、強い意志がこもっていた。

「やはり、自由に印刷できる、というのは、とても大切なこと。それだけは、どうしても確保しておかないと」

　あまり長くしゃべることを好かない西にし堀ぼりは、言いきると、ふぅ、と大きく息を吐いた。

「しかし、どうやって取り戻す？」

　領りよう家けのその問いに、西堀は簡潔すぎる答えを出した。

「武力」

　おとなしそうな外見に似合わず、タカ派な意見だった。俺が口を挟む。

「それはかなり厳しい。現在、フラワーアレンジメント研究部の部室は生徒会の指揮により、柔道部が警備している。俺達の奪だつ還かんを恐れているのだろう。あいつらに勝てないと、取り戻すことはできないぞ」

　それを聞くと、西堀はしゅん、と肩を落とした。本気だったのか。

　バレンタイン粉ふん砕さい闘とう争そうで我々と共同戦線を張った柔道部及び計算機科学部は、相応の処しよ罰ばつを受けることとなった。まずは柔道部だが、労ろう役えきとしていま言った通り生徒会に命じられた警備などを担当することになった。特にあの獅し子し奮ふん迅じんの活躍を見せていた部長の田た島じまは、昔の想おもい人であった生徒会長・宮みや前まえのボディーガードとしてこき使われている。なんらかの粗そ相そうを働くたびに宮前にケツを回し蹴げりされ、彼の野太い嬌きよう声せいが校内に響ひびき渡る。それは最早ひとつの名物として、広く学校中に認知され始めていた。闘争に巻き込んだことで一人の人間を終わらせてしまった責任を感じなくもないが、当の本人が幸せそうなのでそれで良しとしよう。

　計算機科学部は、生徒会のウェブページ管理やＳＮＳアカウントの作成・運営などの雑務を押し付けられ、日々忙しくしている。文字通り浴びるほどチョコを喰くらった藤ふじ枝えだは、めっきり大人しくなり、何に使うのかよくわからん FORTRAN77 で書かれたコードを、文句ひとつ言わず黙々とメンテナンスしていた。

「やっぱり、闘たたかうのはだめだよ……」今まで静かに他の四人のやりとりを聞いていた神しん明めいさんが、慌あわてて口を挟んだ。「もっとこう……話し合いとか、じゃんけんとかで解決しよ？　私じゃんけん強いから、なんとかなるよ、ね？」

　張り詰めていた空気が、途端にやわらかくなってしまった。彼女の才能だった。

「しかしだな……奴やつらが我々の言うことを素直に聞くと思うか？　完全に敵対しているのだぞ」

　毒気を抜かれた領家は、照れくさそうに頰ほおを搔かきながらそう反論した。

「がんばってお願いしたら……無理かな」「無理だろう」

　再び、場は硬直した。掛け時計の秒針の音だけが、静まった室内に響く。

　ビラを刷するために印刷機が欲しい。印刷機を使うには、フラワーアレンジメント研の部室と一緒に取り戻さなくてはいけない。その部室は現在、生徒会の管理下にあるから何とかして奴らを説得して、我々の許もとに取り戻す必要がある──一直線の論理だ。

「……考えても埒らちが明かないな。まぁいい、この議論は明日に持ち越そう。風呂に入ってよく寝たら、また良いアイディアも出るだろう。今日はこれで終わ……」

　領りよう家けがそう言いかけた瞬しゆん間かん、俺は「待て」と短く言ってそれを、止めた。頭のなかに、閃せん光こうのように考えが浮かんで来た。

「それでいい。生徒会にお願いして、部屋を返してもらうんだ」

「……いままで黙っていて何を言うかと思えば」領家は極力、俺の方を向かないよう目だけでチラチラとこちらを窺うかがいながら、言った。「そんなの、無理に決まっているじゃないか、交渉の場を持つこと自体が、まず不可能だ。それに、もしそれが出来たとしても、どうせ罠わなに掛けられて交渉中に引っ捕らえられるのがオチだ。武力の面で言って、明らかに奴やつらの方にアドバンテージがあるのだからな」

「確かにそうだ」俺はそう肯がえんじながらも、続ける。「だがそれは、俺らがそのまま『反恋愛主義青年同盟部』として交渉のテーブルについた場合の話だ。そうでなければ……うまくいくかもしれない」

「……話がよく見えない。どうするというんだ」

「間に一枚、緩かん衝しよう材ざいを挟んでやる。つまり、俺らは別の団体に偽装して、生徒会と交渉すればいいんだ」







　　　　２




　俺の作戦はこうだ。

　表の部室を奪だつ還かんするためには、生徒会と交渉する必要がある。しかし、「非リア暴力集団」のレッテルを貼られ一触即発の状況にある俺ら反恋愛主義青年同盟部が、奴らとまともに話し合いの場を持つことなど期待できない。

　ならばいっそ、別団体として生徒会に接近し、いま奴らが取り上げている元・フラワーアレンジメント研究部の部室を貰もらい受ける交渉をすれば良い。空あき部屋になっているから悪い手合が住み着く──それを防ぐためにいま生徒会はある程度の労力を割いてあの部屋を監かん視し・警備しているが、別の団体に譲ゆずり渡してしまえばその必要もなくなる。生徒会にとってもこの処遇にはメリットがあることに違いなかった。

　次に、どういった団体を装うかだが……話し合った結果、新しく団体をでっち上げるよりも、既に存在する団体を乗っ取るのが良い、という結論に至った。全く知らない新しい集団よりも、名前のある程度知れ渡った所の方が好印象なのは当然で、隠かくれ蓑みのとしての性能が高い。

　標的として俺らが目をつけたのは、「風紀委員会」だった。その条件としてまず、実際の活動がほとんど行われてないこと、そして部活動ではなく「委員会」であるということだった。

　風紀委員会は現状、目立った活動を行おこなっていない。それは当然のことで、校則にある「不純異性交遊の禁止」を本当に生徒に強しいようと思ったら、生徒会＝大たい性せい欲よく賛さん会かいの方針と真まっ向こうから食い違うことになるからだ。そういった委員会だから、怠たい惰だな学生が、他の大変そうな委員会に割り当てられることを避さけようとクラスで風紀委員に立候補する、ということが全学的に起こっている。なにしろ、他ならぬ俺が風紀委員だった。

　そして「委員会」であること──これは現在、あの部屋が部室棟にあるにもかかわらず、生徒会によって召めし上げられている、という状況に関係している。もともと部室棟を管理しているのは「部活動連合」と呼ばれる、生徒会とは本来独立な団体だ。しかし二月十四日のあの事件の結果、生徒会の管理下に置かれることとなった。だからあの部屋は部活に割り当られる、というよりは生徒会が使うのが本当なのだろうが……立地がアレだし生徒会室はもう立派なものが校長室の横にあるので、持て余している。従って、生徒会の下にある「委員会」がこれを欲しがれば、きっと喜んで手放すことだろう。

　委員会が常設の部屋を持つというのは妙に聞こえるかもしれないが、文化祭実行委員会、創立百周年記念実行委員会など、前例が無いわけではなかった。




　そんなわけで早速、翌朝から俺ら反恋愛主義青年同盟部は、風紀委員会を乗っ取るための裏工作を開始した。

　何はともあれ、まずは我々自身が風紀委員にならねば話は始まらない。委員会はクラスに男女一名ずつ強制で出すしくみだ。頼み込んで代わってもらう必要がある。

　幸い、俺と西にし堀ぼりは最初から風紀委員だし、瀬せヶが崎さきや神しん明めいさんは知り合いがそうだったようで、すんなりと交代できそうだった。

　問題は、領りよう家けだった。




　始業十分前の教室、クラスには半分くらい人が集まり、だんだんと騒さわがしさが耳についてくる時間帯。領家は俺の席のそばで拳こぶしをぎゅっと握り、教室の後ろ、出入口をじっと眺めていた。

　扉が開かれる。入ってきたのがクラスのもう一人の風紀委員、大おお戸とであることを確認すると、俺は小声で領家に知らせた。

（おい、来たぞ）

（い、言われなくても分かっている！）

　こちらを見ずに領家はそう返すと、彼女の方へ向かっていった。大戸は、眠そうにあくびをしながら友達に挨拶しつつ、自分の席へと向かっていく。

　緊張からか、領家の歩みはどことなくぎこちなかった。

「あ、あの……大戸さん」

　領家に後ろから話しかけられ、大戸はぎょっとして振り向いた。

「えっ、あぁ……」斜め下を向いて押し黙る領りよう家けを前に、大おお戸とは目を泳がせながら掛けるべき言葉を探していた。

「あっ……同じクラスの、領家、です」「同じクラスの領家さん、し、知ってる、もちろん」

　まだクラスメイトに名前と顔を覚えられていない領家だった。もちろん俺も、ちゃんとクラス全体に認識されているか怪あやしい。

「大戸さんって、風紀委員なんだよね」

「えっと……そうだっけ？　そんな委員会に入ってた気もしなくもないけど……あの、なんで？」

「代わって、もらえないかな。私、風紀委員に、なりたくて……」

　領家が意を決してそう言うと、大戸は怪け訝げんそうに、下を向いた領家の顔を眺めた。

「別に、ぜんぜん構わないけど……一応、男子のほうにも伝えておかなきゃいけないから……っと、男子の方の委員、誰だっけ。てか私、本当に風紀委員なんだっけ？」

　あまりにも適当すぎるが、俺も昨日まで自分が風紀委員であることを忘れていたから人のことは言えない。

「それは、大丈夫。大戸さんが女子の風紀委員で、男子は……たかさご」

「たかさご……？」

　案あんの定じよう覚えられていなかった。領家は俺の方を指さして示す。
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「うーん、そんな気もしてきたな……あっ！」

　大おお戸とは目を細めて俺の方を見ていたが、急に何かに気づいたような声を出すと、俺と領りよう家けを交互に見比べた。

「あ、あぁ～なるほど……なるほどね。そうか、そうだったよね。いや、まいったね」

　どうやら俺と領家とは、単体では覚えられていないが、ツガイとして二人セットで覚えられているらしかった。大戸は、領家が自分と同じそういう感情の持ち主だと思って安心したのか、急に馴なれ馴れしくなって続けた。

「先にそれを言っておいてくれたら、分かりやすかったのに！　なんだなんだ、そういうことか。良いよ良いよ、良いにきまってる。委員会なんてやりたくてやってるわけじゃないんだから」

「あ、ありがとう……」

「しかし、いや、まいったね。朝からこういう濃ゆいのもらうと、ちょっと胸焼けするわ」

「あのっ……そういうわけじゃ」

「いいんだよ、わかる──いや、わからねえよ。ウブな女子中学生かよ。あ、いや、けなしてるんじゃないんだよ？　私そういうの大好き！」

　大戸はそう言うと、目をキラキラさせて領家の手をとった。

「ね、あいつのどこが好きなの？　鎖さ骨こつ？　肩けん甲こう骨こつ？　尺しやつ骨こつ？」

「あ、あの……そんなの、答えられない」

　テンパった領家の回答を聞くと、大戸は手で顔を覆おおい、ため息をついた。

「……全部か。恋人のことは全部が好き、か。まいったね。腹にくるね。大豚ダブルかよ、っていうね」

　そう言って大戸は手て刀がたなを切ると目をつぶって、領家に言った。「ごちそうさまでした」

「あの、あのっ……」

「大丈夫、手続きは私がやっておくよ！　もうね、相あい合あい傘がさ書いてやろうか、っていうね。あいつらが『リア充爆発しろっ！』って言いたい気持ち、ちょっと分かるね」

　それを聞いてビクッとなる領家に、大戸は笑う。「大丈夫、書かないから」

「あの、ありがとう……」「こっちこそありがとうだよ。今日はもう甘いもの食べなくていいかな」

　領家は深々と頭を下げると、とことことこちらに近づいてきて、誰にも見えないように俺の向むこう脛ずねを蹴けった。顔は真っ赤になっていた。




　　　　◯




　なんとかして全員がこうして風紀委員になり終えると、次のステップとして「風紀委員長の身み柄がらの確保」を行うこととなった。

　我々が風紀委員会の実権を掌しよう握あくするためには、まず俺らの中から誰かが委員長になり、かつ委員長の独断で様々な決定が行えるよう規約を変更する必要がある。委員長には、現議長である領りよう家けがなるとして、まずは現在の風紀委員長を捕まえ、その権限において風紀委員会を開催してもらい、そこで委員長を新しく選出し規約を改正する、という手順になる。




　部室棟の最上階である三階は異様な雰囲気で、一般生徒を寄せつけない。壁一面にびっしりと描きこまれた落書き、遠目からでも分かるくらいに堆たい積せきした埃ほこり、黄色い液体入りのペットボトル、無造作に床ゆかに寝転がりイビキをかく髭ひげ面づらの学生、天井に届かんばかりに積み上げられたロリエロ漫画、そういった学園の暗黒面をすべて一所にかきあつめたような、混こん沌とんとした空間だった。

　当初は俺もここに足を踏み入れるのに躊ちゆう躇ちよしたものだが、度々このフロアにあるフラワーアレンジメント研究部に通ううちに、その正常だった感覚は麻ま痺ひしてしまったようだ。




　通路を塞ふさぐように寝転がっている巨漢を足で押しやりながら、俺は隣となりで歩く領家に問う。

「本当に、ここにいるのか？」

「この廊下を往復しながらわけのわからん言葉をつぶやき続けたり急に叫んだりしているのが、現在の風紀委員長のはずなのだが……」

　完全に狂人だ。それでいて成績は学年一位で、まだ二年だというのに受験生向けの模試で総合成績上位者に載のったりしているらしい。あまりにも謎すぎる人物だった。

　しかし今日、彼の姿は三階の廊下に見られなかった。

　領家が声をひそめて、俺にささやく。

「没収された我々の部屋の前に、生徒会の手先が常じよう駐ちゆうしているからな……どこか別のところへ引っ込んでしまったのかもしれない」

　フラワーアレンジメント研究部の部室前には、屈くつ強きような柔道部員が二人、仁に王おう立だちしている。この状況下で廊下をうろうろと歩きまわるのは、確かに難しいだろう。

「他にどこか、彼のいきそうな場所はないのか？」

「そうだな……書類上、彼は天文研所属、ということになっているらしい。天文研の部室はこのフロアにあって……」

　そう言って領家は、廊下の一番奥を指した。

　ヤバい。

　このフロアは全体的に異常だが、そこだけは格が違った。壁の落書きはその扉の付近だけ極ごく彩さい色しきの文様になっているし、このフロアにまったく似つかわしくない、「空」と堂々たる筆致で書かれた紙が掲げられている。ドアは異様に小さいし、入口横にはなぜか地蔵が置いてあった。

「さすがに私でもあそこに入るのは……」

　領りよう家けはそう言って躊ちゆう躇ちよするが、俺はゴクリとつばを飲み込むと廊下の奥へと足を進めていった。半分、自じ暴ぼう自じ棄きだった。

「お、おい、待て、対策を練ろうじゃないか」「毒食わば皿まで、だ。ここで足あし踏ぶみしてられるかよ」

　領家の制止を強引に振り切る。

「……本当にお前は仕方がないな！」

　そう言って彼女は、少し駆けて俺の横に並んだ。




「……失礼します」

　狭い入り口を屈かがんで抜けると、そこには一人の男がいた。

「死んだら、死ぬんやで、君！　死んだら死ぬんやで！　生きてて何の意味がある！　死んだら死ぬんやで！」

　飛ばし過ぎだった。俺はあまりその言葉を聞かぬようにして、中に入っていく。領家も後ろから入ってきて、顔を青くして口くち許もとを押さえた。

　俺は彼の言葉を無視して、話を切り出す。

「あの……今日は風紀委員会の件で、ご相談がありまして……」

「『意味』とは？　意味とはなにか。死んだり、死ぬこと、生きること、永遠に滑すべり落ち続ける意味。意味、意味。笑えるな？　そうだろう？　笑えるよな!?　意味、そのことだった。そのものなんだよ！　これが喜劇だ！　さあ笑え!!」

「風紀委員長である先せん輩ぱいに、風紀委員会の招集をかけていただきたいのです」

「大きくなったら、新幹線になりたい」

「実はこちらの彼女が」俺は手を向けて、隣となりの領家を示す。「風紀委員長を後継しようと思っているのです。先輩ももうすぐ三年、受験です。委員長はこの時期に代替わりするのが慣例となっていますので……おい、領家、挨拶しろ」

　俺が小突くと、領家は口許を押さえたまま俺にだけ聞こえるよう小声で言った。

「……すまない、気分が悪い。後はまかせた」

　そう残して彼女は、ふらふらと入口まで戻り、頭をぶつけながらくぐり抜けて出て行った。

　これだけの者を前にしたら、拒否反応が出るのも無理はない話だ。むしろ俺が平気なのが異常なのかもしれない。




　領家が部屋から出ていき、戸がパタンと閉められた瞬しゆん間かん──

　先輩は急に落ち着いた顔つきになって、話しかけてきた。

「……君は、あんぱんとクリームパン、どちらが好きだ？」

「クリームパン、です」

　思わず素すで応こたえると、彼は近くにあった袋のなかから何かをつかみ出し、無造作にこちらに放ってきた。コンビニで買った、クリームパンだった。普通に、まだ賞味期限内だ。

　なぜか……会話が、通じている？

「コーヒーを淹いれる、待ってろ」「……ありがとうございます」

　領りよう家けがいなくなって俺ひとりになった瞬しゆん間かん、何故かまともに言葉を交わせるようになった。謎だ。

　風紀委員長は手回しのミルで豆を挽ひくと、ドリッパーにフィルターをセットし粉になった豆を入れ、ポットからお湯を注いだ。とても落ち着いた所しよ作さで、なんということもないのに俺はひどく感心してしまった。

　抽ちゆう出しゆつされたコーヒーの落ちる音だけが、静せい寂じやくのなかで際立っていた。室内を見回すと、そこは外の狂ったような色彩とは打って変わって、落ち着いた色合いでまとまっていた。というのも、部屋は四方を本棚で囲まれており、彩いろどりはその木枠の色と、そこに挿さされた古い本の背表紙がつくるものだからだ。

　他には机、そしてその上に置かれた天てん球きゆう儀ぎ。

「立ってないで、座ったらどうだ」

　俺は勧すすめられるがままに、椅子に腰掛けた。古い椅子の軋きしむ音が、耳に心地よい。クリームパンを開封して、一口かじった。

　風紀委員長は、コーヒーが落ちるのをじっと眺めていた。彼の掛ける眼鏡は、縁ふちの下半分がカットされたナイロール型のものだった。レンズを通してみる輪りん郭かくの凹へこみ具合から、かなり強度の近視があると分かる。驚くほど長いまつ毛、その下にある白目がちの目は、物もの憂うげに、黒い水面を観察していた。

　黒い髪、百九十センチはあろうかという身みの丈たけ、骨ばった長い手指。

「君はよく、星を見るか？」

　静かな低い声で、彼は問うた。落ちきったコーヒーを、二つの実験用ビーカーに注ぐと、一方をテーブルの上で滑すべらせて俺の方に寄よ越こした。

「あまり、見ません。……ていうか東京だと、全然見えないんじゃ……」

「東京にも、空はある」

　彼はそう言ってコーヒーを一口すすったあと、本棚の隙すき間まに入っていた梯はし子ごを取り出し、それを天井から出ていた金具に引っ掛けた。慣れたようすで上って行くと、天井を押し上げ、撥はね開けた。

「来たまえ」

　そう俺に声を投げかけると、器用に身体を天井の上へと滑り込ませた。

　俺はあっけにとられながらその様子を見ていたが、自分が呼ばれたことに気づき、おそるおそる梯はし子ごを上っていった。

　天井の上にあったのは、赤せき道どう儀ぎと、人ひとりがようやく入れる程度の小部屋だった。外から見ると部室棟の上に小さな出っ張りが見えるが、その正体が今わかった。

　委員長がハンドルを回すと、その小部屋の天井はゆっくりと横にスライドしていった。

　隙すき間まから光が入ってくる──青空が見えた。

「これを見ると、全てがどうでもよくなる」あぐらをかいてコーヒーを飲みつつ、彼は言った。「青、その他には何も見えない。夜はまた、格別だ。空だけでなく、近くの繁はん華か街がいの光を眺めるのも楽しい」

　透き通った、雲ひとつない青空だった。

「もうすぐ、春がくる。桜の季節だ」

　彼はそう言って、またビーカーから一口、コーヒーを飲んだ。彼の首から大きく張り出した喉のど仏ぼとけが、嚥えん下げとともに上下する。

「季節は巡めぐる──色々なものが、巡っていく。地球は一日に一回転、自転している。さらに地球は、太陽の周りを一年かけて一周する。そしてこの太陽系も、天の川銀河の端の方で、中心の周りに回転している。光の速さのおよそ０・１パーセント。ものすごいスピードだ。だが我々は、こうして立っていても、そのどれをも感じることができない。面白いと思わないか？　ひょっとするとこういった現象が、いろいろなレベルで、身の周りに起こっているのかもしれない」

　彼は空からになったビーカーを床ゆかに置くと、こちらを振り向いた。

「風紀委員だったな。分かった、招集しよう」

「あ……ありがとうございます！」

「君たちの思想が正しいか否いなかなどは、問題ではない。ある一つの実験として、実に興味深いと思っている」

　彼はそう言って、頭の後ろで手を組み、壁に身体をあずけた。

「また、用事がなくても来てくれ。夜がオススメだ。彼女は連れてくるなよ」

　そう言って彼は、シニカルに笑った。




　梯子を降り部屋を出て、はたと気付く。俺らは名乗ってもないし、ましてや反恋愛主義青年同盟部であることなど言うはずもない。しかし今の彼の言葉からすると、完全に見透かされているようだった──なにもかもが、謎だった。




　ちなみに次の日校内で彼を見かけたのだが、「ペルスパンディカス」と無限に繰り返しながら踊おどり場ばで踏ふみ台だい昇降をしていた。本当に、なんなんだ、一体。
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　かくして、風紀委員会が開催される運びとなった。

　この学園の委員会は、基本的に昼休みの時間帯に開かれる慣例となっている。放課後だと帰る奴やつが大量に出てくるが、昼休みにやれば生徒は必ず学校内にいるため出席率を向上させることが出来る、という魂こん胆たんなんだろう。それでも貴重な昼休みの時間を下らない委員会活動に割きたくない、という生徒は多く、そんな怠なまけ者ものを釣つるために無む償しようで弁当を用意することが一般的に行われていた。




　俺と領りよう家け、そして西にし堀ぼりは昼休み前の四限をサボり、委員会の準備に充あてることにした。

　学校から線路を挟んで向かい側、さびれた商店街にある揚げ物屋に、発注しておいた大量のささみチーズカツ弁当を取りに行く。一緒に行った西堀が、帰ってくる途中で何度も、

「重い、もう持てない」

　などと愚ぐ図ずるのをなだめつつ、なんとか委員会の開催される大教室へと弁当を運び込んだ。結局四分の三くらい、俺が持った。しかし、この苦労の甲か斐いあって、揚げ物屋のスタンプが大量に溜まったので、向こう三日間くらいは昼食がタダだ。昼はカップ麵めんにして食費を浮かせている俺にとって、これは非常にインパクトのあることだった。

「けちくさい」

　西堀がズバリと言う。俺はその批判を、甘んじて受け入れた。

「なんとでも言え、揚げ物は正義だ」




　そんな吞のん気きな会話をする俺と西堀とは対照的に、領家は沈ちん鬱うつな面おも持もちだった。

「……どうしよう」

　配布予定の資料に目を落として、暗い声こわ音ねでつぶやく。

「どうしよう、って……結局、選挙があるわけじゃなくただ信任で、しかも拍手を貰もらえばいいだけだ。適当に、普段通りやればいいんじゃないのか？」

「普段通り、ってなんだ！」

　領家は苛いらついた口調で俺につっかかる。まだバレンタインのあの事を根に持っているらしく、態度は刺とげ々とげしいし目も合わせてくれない。

「簡単に言ってくれるがな、私が『反恋愛』演説以外のことをまともに喋しやべれると思うなよ!?　クラスに友達ひとりもいないんだからな!!」

　自信満々に言うことではないが、悲しいかな、それは歴然たる事実だった。それは俺が一番良く知っていることだった。

「……俺と話しているときの領りよう家けと、演説しているときの領家、感じが全く違うよな。どうやってるんだ」

「それは、なんというか……演じているのだ。革命家としての私という別の自分を、舞ぶ台たいの上にいるようにして……そうでもないと、大勢の前でまともに喋しやべることなんてできないからな」

「じゃあ、今回もそうすればいいんじゃないのか？　『革命家』の仮面の他に、もうひとつ『真面目な風紀委員長』の仮面を作って、それをかぶるんだ」

「……簡単に言ってくれるがな、そうやすやすと作れるものじゃない」

　領家はそう反論すると、口を尖とがらせた。

「できるだろ。お前なら、できる」「何を根拠にそんなこと……」

　彼女の顔を見て、俺は断言した。

「お前には、才能がある」

　それは俺自身確信があったことだし、何よりも彼女がそう言っていたのだから、間違いない。

　俺の言葉を聞くと領家は、伏せていた目をちら、と俺の方へ向けた。

　深い色の大きな瞳ひとみが、俺の目を覗のぞく。しかしそれも束つかの間まのことで、すぐにまたその目は資料の上へと戻ってしまう。

「わ、わかった。高たか砂さごが、そんなに言うなら……がんばってみる」「頼むぞ」

　俺と領家がそんなやりとりをしていると、

「あの、私も、いるんだけど」

　机にぐてっ、と上体をあずけていた西にし堀ぼりが、少し鬱うつ陶とうしそうに小声でそう言った。それきり俺と領家は黙りこみ、そのうちすぐに昼休みの始まりを告げるチャイムの音が流れた。
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　授業が終わって十分くらい経たつと、大教室にはかなりの数の風紀委員が集まってきた。告知後三日しか経過していないのにこの人数が集まるのは、やはり昼休みに開催だということと、弁当がついてくることの効果が大きい。高校生には金が無いのだ。

　定てい足そく数すうに達したことを確認した後、司会の瀬せヶが崎さきが開会を宣告した。

「えー……これより、風紀委員会を開催します。この度はお集まりいただき、ありがとうございます。皆さんお忙しいでしょうし、テキパキ終わらせて行こうと思うので、どうかご協力ください。よろしくお願いします」

　拍手。誰も委員会活動など真面目に考えていないので、この程度のぬるさが丁度いい。

　ちなみに風紀委員会は年度初めに発ほつ足そくして以来一度も開催されていない。前年度から引き継ぎの委員長が存在するだけで、他の役職は全く決まっていない。瀬ヶ崎が司会をやっていても、誰も疑義を差し挟まないのはそのせいだ。

　ゆるい空気の室内は、適度に雑談が交わされていた。委員会の中にも瀬せヶが崎さきのファンがいるのか、かすかに、「瀬ヶ崎くん、風紀委員だったんだ」「なんでもっと委員会開かれなかったんだよ、クソ」などという声が聞こえる。

「今回の議題は、委員長の交代と、委員会の規約の更新についてです。経けい緯いについて簡単に私から説明いたします。我が校の委員会活動は年度間での業務引き継ぎの円えん滑かつ化かを図はかるため、前年度に次年度の委員長を決め交代する慣例となっています。委員長の交代についてはそれに従ったもので、立候補者が一年Ｆ組の領りよう家け薫かおるさんのみであったため、信任の拍手を頂くという形になります。

　また、規約の改正については配布中の資料を御覧ください。ごく簡単にご説明いたしますと、従来の煩はん雑ざつな手続きを廃し、委員長及びその任命した執行部がフレキシブルに活動を行うことができるようになるものです。まぁ要するに……いちいちこうやって集まるのが面倒くさいと、そういうことですね」

　笑いが起こった。生徒に人気のある瀬ヶ崎が、真面目ないつもの印象から少し崩してフランクな話をすることによって、聴衆は安心感と親近感が強く結合した感情を抱く。言っている内容は相当ヤバいのに、誰も疑問を呈ていさないのはその効果だろう。

「これでもう決議をとってもいいと思うんですが……一応形式にのっとって、進めていこうと思います。まずは現委員長、挨拶をお願いします」

「ライジング・サン」

「ありがとうございました、次に……」

　流す。えっ、という顔をした人もいるが、誰もそのスピードについてきていなかった。

「次に、立候補者の領家薫さん、お願いします」

　領家はしずかに教室の前列から立ち上がり、登とう壇だんした。

　何の事はない、これだけ和なごやかな雰囲気が醸じよう成せいされたのだ。「みなさんに極力負担がないように尽じん力りよくしていきます」とでも言っておけば、お釣りが来るほどの拍手がもらえるはずだ。

　壇上に登ったあと、領家は深く、ゆっくりと息を吸い、目をつぶった。軽く聞こえていた場内のお喋しやべりは止み、廊下の喧けん騒そうが浮き彫りになった。

　胸がざわめいた。何か想像を超えたことが起こる──そんな予感がした。

　しかしそれは、悪い予感ではなかった。彼女が何かまた、新しいことをやってくれる、そんな期待。




　領家はマイクの電源を入れ、スタンドから外して右手に持ち、ゆっくりと囁ささやくようにこう始めた。

「みなさん」

　閉じていたまぶたが開かれ、彼女の長いまつ毛が閃ひらめく。その瞬しゆん間かん、すっ、と聴衆の目がその瞳ひとみに吸い寄せられるのが分かった。
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「そもそも──委員会とは、なんのために必要なのでしょうか。我々はこの『委員会』という制度に慣れすぎているために、こうした問いを持つことは簡単ではありません。だから、敢あえてここで立ち止まって、考えてみたい。少しだけ、お付き合いください。

　私たち学生は、この学まなび舎やで一日の大半の時間を過ごし、色々な活動に勤いそしみます。勉学だけではなく、友人と語らったり、部活動に精を出したり……あるいは、恋人とともに大切な時間を過ごしたり。そんな一日を暮らす中で、例えば風紀委員会が、あるいは生徒会が、必要不可欠に関係してくる事柄はいくつあるか。

　──おそらくそれは、ゼロに限りなく近い。委員会や生徒会というものは、我々の生活の上で常に必要だなんてことはあり得ない。

　ならなぜそれらが存在するのか。それはひとえに、異常事態に対応するために他なりません。普段なにも外からの力なく動く歯車が、何かに引っかかって上手く回らなくなる。それを直してやるのが、委員会の、生徒会の役割なのです。

　なのにそれは転倒した。生徒会や委員会が、一般生徒の上に立って指導するものだと、すべての生徒を教きよう導どうし統とう率そつする立場にあるのだと、なぜかそのように解釈されるようになってしまった。

　それは完全な誤あやまりです。学校の、学生生活の主役は、生徒の皆さん一人一人に他ならない。現状にそぐわない校則を無理やり生徒に押し付ける──そんなのは、あるべき姿ではありません。

　私は、風紀委員会を、この見地にもとづいた方針で運営していきたい。

　端的に言うと──何も、やりません。ただ学生生活のあるがままを、生徒の皆さんには自由に送ってほしい。

　したがって、基本的に風紀委員の方々には仕事はありません。

　その基本の上で、なにかどうしようもない問題が起こった時──その時は、私の判断において、我々執行部の持てる力の限り、その解決のお手伝いをしていく。皆さんには、そのサポートをお願いしたいのです。

　私は、私たちは、あなた方の上に立つ気はありません。ただの、異常事態に対応する際の、代表者でありたい。

　私が正しければ、私たちに助力を下さい。間違いを犯おかしていたら、遠慮無くそれを指摘し、正して欲しい。

　それが、私からの皆さんへのお願いです」

　領りよう家けは至って滑なめらかな口調で、しかし時にはうちに秘めた熱情を感じさせるような口ぶりでそう言って、最後に深々とお辞じ儀ぎをした。

　聴衆は吞のまれていた。領家の演説が終わって優に十秒は無音の時が続いた。その静せい寂じやくを破るように、最後列に座った俺が手を叩たたきはじめると、何人かが後に続き、次第にそれは教室を埋うめ尽つくす拍手となった。

　演説の内容というよりも、その口ぶりの若さ、みずみずしさが、同世代の共感を生んだのだろう。謙けん虚きよに、誠実に、しかし熱さを感じさせた。

　それは俺たちも知らない、新しい領家の姿だった。領家の持つ得体のしれない魅み力りよくに、改めて惹ひかれた。




　こうして領家薫かおるは新しい風紀委員長へと信任され、それに付ふ随ずいして規約も改正されることとなった。
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　細こま々ごまとした事務手続きを終えて校外に出ると、もう外はとっぷりと日が暮れていた。春に向けてだんだんと日が長くなっているというものの、まだその恩恵を感じるには少し早いみたいだった。

　羽は織おったコートの前を閉めながら、俺は早足に家路を急ぐ。今日は特に寒かった。

　いつも隣となりで歩き、途中まで一緒に帰る領家だが、今日は昼休みのあの演説を終えた後ずっと、ぼーっとしており、地下部室に顔を出しても何をやるでもなくベッドに腰掛け、しばらくすると「疲れた、帰る」とだけ残して帰ってしまった。やはりあれだけ長く、大勢の聴衆の前で喋しやべると、疲れるのだろう。

　そんなわけで俺は一人で、駅までの道のりを歩いている。二人で下らない話をしていると別れる交差点まですぐに着いてしまうのだが、一人で黙々と歩いていると酷ひどく長く感じた。




　住宅街と繁はん華か街がいの隙すき間ま、大きな道路を走り抜ける車が、間断なく騒そう音おんを鳴らす道。

　彼女はあの時と同じように、そこに立っていた。




「……どうして、こんな所にいるんですか」

「なんだか君の顔がすぐに見たくなってね」女児はそう言って、軽く笑った。「冗談だ。今日は所用でこの近くに来ていた。せっかくだから、一緒に帰ろうと思ってな」

　女児はそう言って俺の手を取ろうと腕を伸ばした。それを避さけて手を高く挙げようとするのだが、その途中でジャンプして摑つかまれてしまった。

「歳の離れた妹と手を繫つなぐ。これは兄としての、君の義務なのだよ」

　妹。そう、いま俺には歳の離れた妹がいる。

　もちろん実の妹ではない。親の再婚相手の連れ子でもなければ、孤児院から引き取られたわけでもなく、腹違いが最近になって見つかった、ということでもない。

　もっというと、彼女は人類ですらなかった。

　いや、その言い方は完全ではない──彼女は地球上に蔓延はびこる全ての人類の産みの親、始祖、プロトタイプ。

　そして地球外からの来訪者であった。

「このままただ帰ってしまうのも惜しいな。喫茶店にでも入って、久しぶりに忌き憚たんなく話しあおうじゃないか」

　女児に勧すすめられるがままに、はじめて会ったときに使ったのと同じ喫茶店に入ることになった。




　円まるいテーブルの上には、俺の頼んだドリップコーヒーと、女児の頼んだカフェインレスのカフェミストが置かれている。「眠れなくなると困るから」という理由で、女児はカフェイン抜きの飲み物を頼んだのだ。分ふん別べつのある女児だった。

　領りよう家けはふだん演説で、「人類は地球の環境を改変するために地球外生命体により送り込まれたウィルスであり、恋愛とはその増殖のためのプログラムにすぎない」という主張を、荒こう唐とう無む稽けいと知りながらも分かり易さを重視して行おこなっている。

　しかしそれは、紛まごうことなき真実なのだ。

　俺の目の前でカップをふーふーして冷ましている女児こそが、他ならぬその仕掛け人だった。にわかには信じられないが、俺は身をもって神がかり的な力を経験したのだ。信じざるをえなかった。

　彼女が俺に接触してきたのは、俺を使役して計画への脅きよう威いとなり得る領りよう家け薫かおるの運動を無効化させるためだった。その方法は、「領家薫を落とす」。彼女を恋愛に夢中にさせてしまえば、『反恋愛』的な活動に身をやつすこともなくなる。その副産物としてだが、俺にも恋人ができることになる──そんな誘いを受けて、俺は一時的に女児と協力関係にあった。しかしあの二・一四の決戦、最後の最後で俺は女児を裏切り、領家と共にこの身み果はてるまで反恋愛闘とう争そうを戦い抜くことを決意したのだ。

　その結果、女児はいま俺の家に住み着いている。しかも「妹」ということになっている。

　どうしてこんなことになったのか、俺にだってよく分からない。




「まあそう固くなるな。家族なんだから、もっと打ち解けようじゃないか」

「意味が分からないですよ……敵同士じゃないですか」

「敵とか味方とか、そういう二元論はもう卒業しよう、な？　隣りん人じんを愛そうじゃないか。こうして愛が世界に拡がっていけば、戦争のない平和な世界が訪れる、そうだろう？」

　俺は無視してコーヒーをすする。いつもはミルクを入れて甘くして飲むのだが、女児の手前ブラックで飲んでいる。苦い。

「そんなに見栄を張る必要などない。君たちは感覚に媚こびるような優しさを好み、甘い甘い愛を愛する。そう出来ているのだ。砂糖でたっぷりの世界に耽たん溺できしようじゃないか」

「見栄なんか張ってないです。ブラックが好きなんです」「君がたまに夜中、隠れてコンビニへ行き、苺とホイップクリームのサンドイッチを買っていることは知っている。意地を張るな」

　バレていた。俺は女児の言葉を無視してコーヒーを飲むが、本心では泣きそうだった。

「今日は風紀委員の会合があり、領家が委員長に信任されたのだろう？　そのことをつぶさに語ってくれたまえ」

「なんで……知って」

　俺は彼女に一言も、計画のことを喋しやべっていない。話すはずもない。

　──女児の、力。忘れがちだが、彼女は神がかった力を持っているのだ。そのあどけない容よう貌ぼうやしぐさから、ともすれば忘れてしまいそうになる。しかし今、図はからずもこうして最初の時と同じ状況に置かれたことで、はっきりと認識できた──彼女は我々とは「違う」のだ。我々の常識で考えていたら、足をすくわれる。

　彼女から隠しておける情報など、なにひとつないのだ。その力をもってすれば、我々のちっぽけな秘密などいくらでも、ごく簡単に知ることができるのだろう。

　背筋が、凍った。

「ふふ……やはり君は情弱だな、いまや情報は全てネットで手に入れられるのだ。ＳＮＳでお前の高校の生徒たちを探してフォローしている。その中に風紀委員がいたのだ。なかなか立派な演説だったそうだな。待っているだけで、情報はいくらでも入ってくるぞ」

　普通だった。何の神がかり的力も発揮されていなかった。ていうかみんな、情報漏もらしすぎだ、なんで高校名とか普通に出しちゃうんだよ。

「なるほど、君たちの団体で風紀委員を乗っ取る作戦なわけだ」「……言いたくないです」

「いま生徒会に占拠されているフラワーアレンジメント研究部の部室を『風紀委員で使う』という名目で使わせてもらい、奪だつ還かんするのだな？」

「…………」「黙ってても君、顔にすぐ出るから分かるぞ」

　こうしてだんだん情報は、女児に筒つつ抜ぬけになっていった。




　俺と女児はしばらくして喫茶店を出ると、手を繫つないで駅まで向かい、電車に乗り、家に帰った。一緒に夕ごはんを食べ、女児の食べられないグリーンピースを仕方なく食べてやり、一緒にお風呂に入って背中を流してやり、風呂あがりに少しゲームをして、一緒に寝た。なんなんだ、これは。







　　　　４




　部室奪還作戦も大詰めだ。

　最後の難関、それは生徒会長・宮みや前まえを説得し、風紀委員会に常設の部屋が必要であると認めさせることだ。それができればきっと、いま奴やつらが持て余しているあの部屋が割り当てられ、我々のものになるだろう。

　昨日は憔しよう悴すいしていた領りよう家けだったが、一晩経たった今日は顔色も良く、言動もハキハキしていた。




　生徒会室ヘは委員長の領家、そして副委員長ということになった俺とで行く。新しく就任した委員長は生徒会長へと報告し、その際に委員長であることを示すバッジを着けてもらうのが習わしだ。

　校長室の横、華美な木彫が施ほどこされたドア。そこが生徒会室だった。

　ノックをし、中から声が返ってくるのを聞いてから、領家はドアノブを回した。

「失礼します」

　そう言って室内に入ると、そこには学校の中とは到底思えぬ、別世界が広がっていた。

　大きな窓ガラス、独特なシェイプをもった色とりどりの椅子、意識高い人たちが使うイメージのあるメーカー製のコンピュータ、タブレット端末。

　中央の机には紅茶のポットが置かれ、その横には焼き菓子が載のった三段のティースタンド。漂うダージリンの香り、高そうなスピーカーから流れるバロック音楽。反恋愛主義青年同盟部の無骨な地下アジトとは、ことごとく対照的だった。

　テーブルを囲んで談笑していた生徒会役員たちは、俺たち闖ちん入にゆう者しやに振り返ると、奇異の目線を投げかけた。

「風紀委員長に就任いたしました、一年Ｆ組、領りよう家け薫かおるです。生徒会長に挨拶するためにやってまいりました」

　領家は、しかしそんなアウェイ感に屈することもなく、背筋をぴんと伸ばし凛りん然ぜんたる口調で言った。

　そんな態度に気け圧おされたのか、生徒会のメンバーは少し不安そうな顔をして互いを見合う。その中で一番下したっ端ぱっぽい女子が椅子を立って、消え入りそうな声で返答した。

「あの、生徒会長はいま……」

　その次を言いかけた瞬しゆん間かん、部屋の隅すみにあったもうひとつのドアが突然開いた。

　出てきたのは他ならぬ、生徒会長・宮みや前まえだった。

「あっ会長、あのっ……」

　生徒会女子のそんな言葉を、目をつぶって優雅に手で制してから、宮前はゆっくりと部屋の最さい奥おう部ぶ、彼女の執しつ務む机づくえに向かっていった。
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「風紀委員長に新しく就任なさった、領りよう家け薫かおるさんですわね」宮みや前まえは髪をかきあげて、耳にかけながら言った。「お話は伺っておりますわ。なかなか勇壮な演説をなさったとか……どうぞ、こちらへ」

　宮前はゆったりとした口調で言うと、机の引き出しを開けてバッジを取り出した。夕方になって傾きかけた日差しがそれに反射して、きらりと光が閃ひらめく。

「あら、あなたは？」

　俺への問いかけに、簡かん潔けつに応こたえる。

「副委員長です。高たか砂さご、といいます」

「高砂さん。どうぞ、よろしく」

　彼女はそう言った後、何かを思いついたように少し稚ち気きを含んだ笑みを見せ、目を細めた。

「お二人でいらっしゃるなんて、ずいぶん仲が良いのね。バッジは委員長にしかないのだけれど……」

　その言葉に、うしろの生徒会役員からクスクスと笑いが漏もれた。

　不ぶ躾しつけな言葉だ──しかしそれは、計算されたものかもしれない。ちょっと普通じゃない奴やつが委員長になるという事前情報をもとに、こちらに探りを入れにきている。自分に反旗を翻ひるがえすような人間ではないか、確かめるために。

　普段の領家の対応から考えると、ここで頑かたくなに否定しにかかることだろう。激げつ昂こうしているかもしれない。そうすれば「反恋愛」のボロが見え隠れする。

　しかし今、領家は顔色ひとつ変えず、はっきりとこう応えた。

「高砂は私のパートナーです。仕事でも、私生活でも。片時も側そばから離したくないのです」

　シン、とその場は静まりかえった。例のリア充のあの性質、「自分より充実度の高い人間に対して強く出られない」が見事に決まっていた。俺はちょっと背中がこそばゆい感じがしたが、頑張って耐える。

　その中で宮前は、領家のその返答に眉一つ動かさず、笑ったままで言った。

「あら、うらやましい。私わたくしもそんな素敵な恋人が欲しいものだわ」

　領家は薄く笑みをつくって、その言葉を受けた。

　宮前はそれを見て、ふっ、と息を抜くと、これまでと違う柔らかい笑みを見せた。

「領家さん、こちらへ。バッジを着けて差し上げます」

　その言葉を聞き、領家が前へ進み出る。領家と宮前は、丁度同じくらいの背丈だった。向き合ったふたりの横顔の輪りん郭かく、鼻筋から唇へと続く稜りよう線せんが、大きな窓から入ってくる光をその形に切り取った。

「はい。どうかなくさぬように──ふたつめからは、二千円を頂きますからね」

　宮前は少し砕けた調子でそう言うと、領家の胸に軽く触れてから机を回りこみ、自分の椅子の後ろに立った。

「ご苦労さまでした。生徒会と風紀委員、一丸となって、この学園をより良いものにしていきましょうね」

　笑みを少しだけまた変化させニコリとしてから、宮みや前まえはそう言ってこの面会を打ち切りにかかる。

「今日はご挨拶の他に、ひとつお願いがあってやって参りました」

　領りよう家けは本題を切り出した。生徒会長は少し意外そうに、そして興味深そうに目を見開くと、何も言わずに領家の目を見てまばたきし、続きを促うながした。

「どうか風紀委員会に、常設の活動場所を割り当ててほしいのです」

　宮前はそれを聞くと、目を閉じた。

「……訳をお聞かせ願えますか？　これまで風紀委員に部屋は与えられておりませんでしたし、またその活動がそれを必要とするとは少し考えにくいものがありますわ」

　静せい寂じやく。

　一呼吸置いて、領家ははじめた。

「風紀委員は変わります、いや、変わらねばならない。私が風紀委員長に立候補したのは、そのために他なりません。

　そもそも、風紀委員は何をする委員会活動なのか──その存在意義がどこにあるのか。この問いが入学以来常に私の中にありました。校則には制服の規定や不純異性交遊の禁止など、所謂いわゆる『風紀』に該当する項目が多数見受けられます。しかし現状、そういった校則による規制は守られているとは言いがたく、それを遵じゆん守しゆさせるために組織された風紀委員の力りき能のうは、全くと言っていいほど、発揮されていません。

　それはなぜか。風紀委員の力が弱いからなのか。もっと強固な組織を作り、人材を集め、生徒を圧迫すれば『風紀』は回復されるのか。それが学生生活の健全な姿なのか。

　答えは、否いなです。

　そもそも我々は、根源の問いに立ち返ってみなければならない。風紀、この曖あい昧まいな語に対して『校則の遵守』ということを当てはめてしまったがために、現実はその桎しつ梏こくに耐えかね悲鳴を上げているのです。

　風紀という語それ自体の定義を行うのは、非常に難しい。それは時々刻々と、その場その場に合わせて自由自在に変へん化げする。とらえどころがありません。

　しかし我々は、一つ前へもどったこの問いには答えることができる。『風紀を守ることで何を達成するのか』答えは非常に単純明快で、『生徒が面倒事に巻き込まれぬようにし、やりたいことが力いっぱいできる学園生活を応援する』ということに尽つきます。

　校則の根拠はここにある──恋愛沙ざ汰たが、服装の放ほう埒らつが、生徒の学園生活に悪影響を及ぼす。そのために校則ではこういった行為を戒めているのです。

　ならそれを、強制して守らせることが我々の為なすべきことなのか。

　私の考える風紀委員とは、そうではありません。厳密な基準をつくりそれを以もつて良し悪しを判断し処罰する──そんなことは、コンピュータにだってできる。我々は、それを超えたことができるはずです。

　全ての根本に、『青春を謳おう歌かせんとする学生の支援』、これを置き、生起する問題に対して柔軟に、臨機応変に対応する。これが為されるべきであったこと、これから我々が為そうとすること、そして、渾こん身しんの力を以てすれば必ずや為すことができることです！

　強制的に恋愛を止めさせるのではなく、むしろ我々はそれを応援していきたい。恋愛は若い我々にとって必然的な結果であって、それを力で阻止することは学生の為ためにはならないと考えます。

　男女間の関係がトラブルを引き起こした時、引き起こしそうになった時、当事者同士での解決が難しいとあれば我々が飛んでいく──そういうことをやっていきたいのです。これまでの風紀委員のあり方とは百八十度方向を転換し、生徒たちに親身に寄り添っていきたい。

　それは莫大な労力を必要とすることで、先人たちはそれを厭いとって成文化された法に頼りました。しかし我々はその労力を引き受ける覚悟をした。それはひとえに、生徒の幸せを思ってのことです。

　そのために我々には、機能的に作業を行える空間が必要なのです！」

　領りよう家けはそう言いきると、懇こん願がんするように宮みや前まえの目を見つめた。

　最初はにこやかに笑っていた生徒会長だったが、領家の弁舌に熱が入ってくると真剣な面おも持もちでそれを聞いていた。

　十秒──それ以上だろうか。宮前は領家の瞳ひとみをじっと見つめたまま、身み動じろぎひとつしなかった。領家の瞳ひとみの中に映じる自らの姿を覗のぞきこんでいる、そんなふうにも思えた。

「いいでしょう」

　パッ、と表情を柔らかくすると、宮前はそう言った。

　領家も相そう好ごうを崩し、頭を下げる。

「ありがとうござ……」

「ただし」

　領家のその謝辞は、遮さえぎられた。

「あなたのおっしゃる風紀委員の活動、それは生徒会のものとオーバーラップがあります。いえ、否定したいのではなくて──あなたの熱意とリーダーシップ、これがあれば生徒会とは別の組織形態を持つ委員会の枠組みで、生徒会とは別種の力を発揮できるでしょう。

　むしろ我々は手を取り合って、相互に協力しつつ生徒の支援に励はげむべきでしょう。そのためには別の部屋などとは言わず、この生徒会室を自由にお使い頂く、それに越したことはありませんわ。幸い、ご覧の通りこの部屋には余裕があります。少し寂しいくらいですもの。ね、いいでしょう？」

　そう言って宮みや前まえは、領りよう家けの手をとった。

　領家は──困っていた。




　完全に想定外だった。盲点だ。

　宮前が、領家のことを気に入りすぎてしまった。

　生徒会室ならば、環境は校内のどの部屋よりも良いだろう。なにより、印刷機があった。ここを否定する理由が俺らには無い──生徒会に抗こうして反恋愛活動を行いたい、それ以外には。

　領家は完全に困り果てて、泣きそうな顔で俺の方を見た。俺もただ、彼女を見つめ返すことしか出来なかった──そういえば、久しぶりに領家とこんなに長く目を合わせたままでいる──現実逃とう避ひで、そんなことがふと頭をよぎった。

　不測の事態のために俺が一緒についてきたのに、何もできない。そのことが歯がゆかった。




　と、宮前は不意に領家の手を離した。領家の目は変わらず俺を向いていた。

　宮前は俺の方を向いた。それからまた、領家を見た。俺と領家はまだ、困りきった顔で見つめ合ったままだった。

　見つめ合う俺らをじっと眺めて、彼女は小さく「なるほど」とつぶやき、得とく心しんが行ったという風に何度かコクコクと頷うなずいた。

　それから生徒会長は、笑った。その笑みには、最初に見せた稚ち気きがまた、微かすかに含まれているようだった。

「──そうも思ったのですが、持て余していた部屋が一室あったことを思い出しましたわ。たいへん狭くて汚い部屋で、心苦しい限りなのだけれど、そちらの方を使って頂けると生徒会としても助かりますわ」

「ぜひ！」

　領家は力強くそう言うと、晴れやかに笑った。

　──どうして宮前は心変わりをした？　彼女の笑みのニュアンス……もしかして、俺らの意図が見透かされているのだろうか。

「ありがとうございます、失礼しました！」

　そう言って元気よく生徒会室を出て行く領家を追いながら、俺は考えていた。

「高たか砂さごさん、少々お耳を拝借できますか？」

　袖そでを引かれて振り向くと、宮前が俺にこう耳打ちした。

「先ほどは無ぶ粋すいなことを言って申し訳ありませんでした。配慮が足りませんでしたわ。壊こわれた鍵の方も、生徒会で修しゆう繕ぜんさせていただきますわね」

　俺はその彼女の配慮を理解した瞬しゆん間かん、身体が火ほ照てるように熱くなった。




　　　　◯




　色々あったものの、こうして遂ついに我々反恋愛主義青年同盟部は、元・フラワーアレンジメント研究部の部室を奪だつ還かんすることに成功した。

　それだけではない。領家の熱意が生徒会の面々に伝わったのか、内装が大変綺き麗れいになって戻ってきた。なかでも、ボロボロで落書きだらけだった壁が、数日と経たたぬうちに防音壁に改造されたのには度肝を抜かれた。完全に、余計なお世話だった。

「これで音が漏もれる心配なく、会話ができるな！」

　領りよう家けは単純に喜んでいたが、その真意を知る俺はなんだか複雑な気分だった。

「こっちにベッドを入れたら、地下の部室に行く必要なくなっちゃうかもね」

　神しん明めいさんが言った。何気ないその言葉を、俺は即座に否定する。

「いや、それはダメです。本当に」

「ん？　どうしてだ。こうして機密が確保された今となっては、最早あの不便な場所にこだわり続ける必要はない。戦士にも休息が必要だということは生徒会も分かってくれるだろう。ベッドを運び入れることくらいきっと許してくれ……」

「領家同志!!」俺は窓を見て領家に背を向けたまま、彼女の言葉を遮さえぎった。「戦士にも休息が必要──それは確かに、正しい。我々の活動は熾し烈れつを極める。一瞬の気の緩ゆるみが組織全体の瓦が解かいを招くことすら、往々にしてあり得る。その中で、然るべきタイミングで休息を取ることは、むしろ必ず行わねばならぬ責務ですらあろう。

　しかし──しかしだ、領家同志、休息と活動とが混こん淆こうしてしまったら、どうなるだろうか。ＯＮとＯＦＦの区別が曖あい昧まいになったら？　休息から活動へ、あるいはその逆を、連続的に遷せん移いするようになったら、どうなる？

　答えはひとつだ。漫まん然ぜんとした気持ちで活動を行い、ミスを犯おかす。休息も少しずつ活動に侵食され、心休まる時もなくなる。この負のスパイラルに吞のみ込まれ、我々の活動はその内部から決定的に崩ほう壊かいすることになるだろう。

　区別すること、これが大事だ。我々は今この転機を迎え、最大のチャンスを得たといえる。活動の実際はこの地上で執とり行おこない、地下では休息し我々相互の心のつながりを強化する。この区別が、これまでの我々に足らなかったものなのだ!!」

　俺が必死に理屈をこねくり回してそう言うと、横にいた神明さんが驚いたような顔で、小さくぱちぱちと拍手をした。

「……高たか砂さご、お前の言うとおりだ」

　後ろから領家の声が返ってきた。とっさにひねり出した詭き弁べんだったが、なんとか彼女を承伏させることができたようだ。

「しかし、どうして防音までつけてくれたのかな。鍵もこれ、とっても破りにくいやつだよね」

　神しん明めいさんが新しくもらった鍵を蛍光灯にかざしながら、不思議そうに言った。

「ほら、それは領りよう家けの演説がうまかったし、それで親切にしてくれたんでしょう」

「でも、本当に風紀委員の部屋なら、見られて困るものも、聞かれて困る会話もないよね？」

「まぁまぁ、親切を疑うのは下げ郎ろうのやることですよ。ありがたく受け取りましょうよ」

「う～ん」

　ほわほわした感じの神明さんだが、思考や勘かんの鋭するどさに関してはずば抜けたものがあった。




　　　　◯




　何はともあれようやく地上の部室、そしてそこにある印刷機を手に入れた俺らは、さっそく活動を始めた。




　まずは風紀委員としての活動だ。これには二つ狙ねらいがあった。

　一つは活動を行おこなっている、ということを生徒会にアピールするため。いきなり反恋愛活動を行ってしまえば、どう考えても怪あやしまれる。

　二つ目は、風紀委員で恋愛を過度に称しよう揚ようすることによって、逆に反恋愛の機運を取り戻す、というところにある。領家が宮みや前まえに言っていた通り、俺らの行う「風紀」は、一般的なイメージとは真逆で、生徒たちの恋愛を支援する活動となる。これを過剰に推おし進すすめることで、生徒たちを煙けむたがらせて反恋愛に向かわせようというのだ。

　前回、校門前での演説が生徒たちに見向きもされなかったことから分かる通り、いまこの学園には反恋愛活動に対する根強い抵抗感がある。それを打ち消すくらいに強く、恋愛至上主義に対する反感を植え付けることができれば、我々の活動への注目も必然的に回復するだろう、という目もく論ろ見みである。




「虫むし唾ずが走る……身体中が痒かゆい……」

　領家はどんよりと顔を翳かげらせてそんなことをブツブツつぶやきながら、なんとかリア充を装ってビラの製作に取り組んだ。

　内容は、こんな感じだった。






　青春、全力サポートします！




　恋に、部活に、勉強に、高校生活は大忙し。

　その分、悩みも多くなりますよね？

　風紀委員会はそんな悩める生徒たちを、全力でサポートしていきます！




　風紀委員というと、堅かた苦くるしく、厳格に校則を守らせるように強制してくる……そんなイメージがありませんか？

　それはもう、過去の話です！　四角四面な校則の番人、という今までのやりかたは、私たちの新しい世代には通用しない──現状に行き詰まりを感じていた我々は、この事実に思い至りました。

　グローバルなこの時代、個人の悩みも多様化していきます。インターネットやそれを活用した新しいガジェットの普及などにより、これまでに存在しなかった問題も新出しています。

　この多様化に対応するためには、校則で生徒を画一的に取り締まるのではなく、柔軟な態度に改めることが不可欠でした──そこで我々は、個人個人の問題に積極的にコミットし、クライアント一人ひとりに合わせたソリューションをサジェストしていくことにしたのです。

　広い意味での『風紀』──校則を守ることよりも本質的な、この新しい目標に向かって、私たちは今あらたな一歩を踏ふみ出したのです！




　その第一弾として、まず『恋』のお悩み解決に取り組んでいくことになりました！

　校則は不純異性交遊を禁止していますが、それはもはや時代遅れ。今や小学生ですら男女交際をしている時代です。もっともエネルギーに溢あふれ肉体的に充実したこの青春の時期に、恋に生きないなんてもったいない!!

　健全な高校生にとって一番の関心事である『恋』の問題を取り扱うことが、我々にとって急務なのです。恋に恋する高校生、その悩みは複雑多た岐き。親にも相談できないし、友人に話すのも気まずい……そんなとき、我々に相談してみませんか？




　風紀委員会では、そんな恋に関するお悩みを、二十四時間年中無休でお受けしております！








　読んでいて頭が痛くなった。途中、もはや日本語ですらなくなっていた。

　書いた当の本人である領りよう家けは、顔を青ざめさせ、ぐったりと机に倒れこんでいた。

「どうだ……これだけやればさすがに、逆宣伝の効果を生み出すことができるだろう……」

　息も絶え絶えになりながら、領家はそう言って項うな垂だれた。最後に残っていた力を全て使い果たしてしまったのだろう。自分の主張にそぐわぬこんな文章を、いやいや書き続けたのだから、その消しよう耗もうは当然のことだった。




　早速翌日からポスターの貼り付け、ビラの配布にとりかかった。生徒会の庇ひ護ご下かにある学校公認の組織だから、反恋愛活動に比べればあっけないほど簡単に仕事を完かん遂すいすることができた。

　その日のうちにもすぐに効果が見えはじめた。俺の教室でも、配布したビラがゴミ箱に十数枚は捨てられていたし、渡り廊下の掲示板に張り出していたポスターが破られていたり、他の所でも落書きされたりしているところがいくつか見受けられた。

　また、

「空虚な内容」「カタカナ語の多用で頭の悪さが露ろ呈ていしている」「こんなのに相談する奴やつらは、頭が沸わいているとしか思えない」

　など、意図した通りの嬉うれしい言葉がちらほらと聞こえてきた。

　しかし、校内にはこんな声もあった。

「なかなかイノベーティブなプロポーザルだね。ペンディングされつづけたモラルハザードをドラスティックに……」

　意識が高すぎて全く理解できなかった。周りに侍はべらせた数人の女子が、コクコクと頷うなずきながら真剣な面おも持もちで聞いているが、理解している感じが全くない。なんなら言っている本人すら自分が何を言っているのか分からなくなっていそうだった。

　意識の高いことを無理して書いてしまったため、無理して意識高く振ふる舞まっている人たちから、いらぬ共感を得てしまったのだ。

　結局なにが言いたいのかわからん、というのがあの文章の意図だったのに、そういった人々に曲解されて「なにかすごいことを言っているらしい」という謎の評判が出来てしまった。その「なにか」については誰も知らないままで。

　しかしなにはともあれ、風紀委員の活動に反抗の意志を表した生徒がいることは事実だ。このことは俺たちを勢いづかせた。これでようやく、反恋愛活動を行うためのとっかかりが出来た。




　俺らが次に行おこなったのは、今のとは逆に「反恋愛」ビラ・ポスターを作成、頒はん布ぷすることだった。せっかく灯ともった反恋愛の小さな灯ともし火びを消さぬように、さらに大きく炎上させるために、そしてなによりも、風紀委員が行う主張が中身の無い形けい骸がいだけのものだと、明確な形で示すためだった。






　恋愛至上主義に堕だした風紀委員会を弾だん劾がいする!!




「不純異性交遊の禁止」──この条文を要として、手を取り合って生まれた、我々反恋愛主義青年同盟部と風紀委員会は、ここに至って破滅的な決裂を迎えることとなった。校則の番人として服装を正し、男女間の不ふ穏おんな言動に常に目を光らせていた、信頼のおける我々の兄・風紀委員会は、今や目も当てられぬ惨状に見まわれ、完全に大たい性せい欲よく賛さん会かいの手に渡った。

　我々に情け容よう赦しやはない──そんなものがあってはならない。たとえそれが、仲なか睦むつまじく育った実の兄であろうとも、我々は必ずや、この階級的怒りの鉄てつ鎚ついをその脳天へと振り下ろし、息の根を止めて見せようではないか!!




　校則による画一的な規制をやめて、個人個人に対応──我々はこのあまりにも単純すぎる帰結に呆あきれかえった。これは明らかに、恋愛により脳が不可逆的に侵されていることの証しよう左さだ。生殖器の反応の有無だけで行動パターンが決められ、完全に単細胞生物レベルまで思考が退化してしまっている!!

　対応、この言葉の曖あい昧まいさに全ての胡う散さん臭くささが吸収されている。対応するのはアメーバ並みの思考力しかない貴様らなのだ、柔軟な対応などできず、結局画一的な応答に帰着することだろう！

　もっと悪いことに、その独善的な、恋愛至上主義原理に基づいた考え方を相談者に押しけ、自分たちの都合のいいように結果を調整する可能性すらある──いや、断言しよう、これが奴やつらの狙ねらいなのだ！

　悩みを相談に来た神経衰すい弱じやくの学生達に自分らの考え方を押し付け、恋愛至上主義者へと染め上げていく──これが大性欲賛会に支配された風紀委員会の目もく論ろ見みなのだ!!

　美び辞じ麗れい句く、意味不明なカタカナ語の連発は、詐さ欺ぎ師しや女ぜ衒げんの手法そのものだ！　実体が無いからこそ、そういった虚勢に頼らざるを得ないのだ!!




　奴らに騙だまされてはならない！

　恋愛関係に悩みを持ち、鬱うつ屈くつする諸君らに呼びかけたい。その感覚は正常だ!!　何か自分に異常があってうまく恋愛関係を構築できないのでは──そんな悩みは必要ない。鋭えい敏びんな感受性を以もつてすれば必ず感知することのできる違和感を、感じ取ったにすぎない。

　諸君らのすべきことは悩むことでも、相談してそれを解決しようとすることでもない。

　誇れ！　自らの研とぎ澄すまされた感受性でその異常を感じ取ることができたことを、誇るべきなのだ!!

　間違っても奴やつらに相談になど行ってはいけない！　奴らは諸君らの感受性を『常識』という名の麻酔薬で鈍にぶらせ、無批判に恋愛を行う豚へと改造しようとするだろう。

　そうして奴らは、『恋愛』によって人類を統とう率そつしようと試みる。恋愛に人々を夢中にさせることで、人々の生産性を根こそぎ奪い取り、自らの行おこなっている取り返しのつかない蛮ばん行こうをその目から隠いん蔽ぺいしてしまうのだ。その搾さく取しゆは人類自らのみならず、ゆくゆくは自然環境へと牙きばを剝むくこととなるだろう！

　我々はこの地表に、誤あやまって生まれてきた！　誤りを植え付けられて、産み落とされてしまったのだ。その決定的な誤ご謬びゆうに気付くことのできた感受性を、諸君らは守り育まなくてはならない!!

　この誤りを正すためには、我々の金きん城じよう鉄てつ壁ぺきたる精神力を以て繁はん殖しよく衝しよう動どうを抑えこみ、自らを絶命に追いやるしかないのだ!!




　風紀委員よ、今こん生じようの別れだ！　次に会うときは、どちらかが他方の骸むくろの上に勝利を刻んだ、その時に他ならない!!

　さぁ、我々は戦おう。恋愛によって人類を洗脳し地球環境を改変せんとする大たい性せい欲よく賛さん会かいを、このままのさばらせておくわけにはいかない！

　リア充爆発しろ!!








「ふぅ……やっとすっきりしたな」

　書き終えた領りよう家けは、晴れやかな顔になってそう言った。

「まぁ、完全な自作自演なんだけどな」「なに、世界を動かしてきたのはいつだって壮大な自作自演じゃないか。高たか砂さご、あまり卑ひ屈くつになるな、自信を持て」

　なんだかすごい歴史認識がありそうだったが、俺はあまり深く立ち入らないことにした。




　成果は上々だった。

　やはり印刷物の効果には計り知れぬものがある。風紀委員のように簡単にビラ配布ができないため、俺らはまだ夜も明けやらぬ早朝に集合し、全教室のすべての机の上に手作業で配布を行った。一般生徒は、登校するやいなや、自分の机の上に鮮烈なビラが置いてある、という状況になり自然に注目が集まる。

　大半のビラはその後すぐにくしゃくしゃに丸められてゴミ箱に投下されてしまうのだが、俺のクラスでもじっくりと内容を読んでいる奴が何人もいた。風紀委員のぼんやりとした意識の高さに違和感があったのも、効いているのだろう。

　ポスターは案あんの定じよう、生徒会などによってすぐに剝はがされてしまったが、そうなる前に何人もの生徒が立ち止まって見ていたのを目撃した。

　しかし、風紀委員の主張に共鳴していた層からは、「恋人のいない人間には何も分からない」「人と人との繫つながりがなによりも大切なこの時代に逆行する、反知性主義者」「インテリジェンスの欠片かけらも感じられぬボキャブラリー」などと散々な言われようだった。理性や論理を重んじるフリをしている彼らが、簡単な決めつけで批判したがるのは、怒りを通り越してもはや笑えることだった。




　誰も相手にしないと高たかをくくって風紀委員のビラに書いておいた「恋愛相談」だが、真に受けて本当に相談に来る生徒がたくさん出てきてしまった。

「部活の先せん輩ぱいが……」「いま付き合っている彼氏が他の女と……」「去年の教育実習生がしつこくメールしてきて……」「私が働いてる店に先生が……」「彼氏の部屋でＢＬ本を見つけてしまって……」「自分の彼女と他の男が話しているのを見るとなぜか無む性しように興奮して……」

　たしかに後半は、あまり友人に相談できないかもしれない。




　そういった相談にうんざりして、曖あい昧まいに受け答えをしていた俺らだったが、この状況は逆に利用できる、という発想の転換により反恋愛活動へと結びつけることに成功した。

　恋人のいる奴やつらや、今まさにそうなろうとしている人たちが相談に来るのだ。我々があぶり出す必要もなく恋愛関係の存在やその萌ほう芽がを発見できる──やることはひとつだ、それを潰つぶしてやればいい。相談に来るということは不安定な状況にあるということで、それは我々の仕事を大変やりやすくした。

　優秀なメンバーに恵まれた反恋愛主義青年同盟部は、短い期間にまたたく間に成果を挙げた。

　西にし堀ぼりは、複雑にもつれ合った四角関係を、うまく誘導して女の子同士結び合わせることで発展的に解消した。後に残った男二人も、傷を舐なめ合うように異様に親密になったらしい。

　また、好きな男子に告白する踏ふん切りがつかないで悩んでいる一年女子に対して、瀬せヶが崎さきは親身になって相談した。その結果、女子はその対象への恋心を失い、瀬ヶ崎のファンクラブに入会してしまった。




　このような『失態』が周囲に知れ渡ってくると、風紀委員には「死神」「毒矢を携たずさえた恋のキューピッド」「非リアの森の案内人」などといった不名誉極まりない異名がつき陰でささやかれることとなった。




　　　　◯




「これでもう、風紀委員会に恋愛相談なんかしに来る奴はいなくなるだろう！」

　ある日の元・フラワーアレンジメント研究部の部室、そして現・風紀委員会室。

　領りよう家けは晴れ晴れとした顔でそう言って、奥の椅子に深く腰を掛けた。

「これでやっと本業に腰を据えられますね」「リア充、完かん膚ぷなきまでに、粉砕してやろう」「煩ぼん悩のうを滅めつ却きやくしてあげようね！」

　各員がそれぞれ気合を入れる。俺もなんだかやる気に満ちあふれており、みんなを激げき励れいする言葉をかけた。

「長年にわたる我々の雌し伏ふくがようやく実り、反恋愛への萌ほう芽がが人々の心の中にあらわれつつある。我々の運動を爆発的に推進させるのは、この時をおいて他にあり得ない！　恋愛という幻想に微睡まどろむ嬰えい児じたちに、今、現実を突きつけ、その儚はかない夢から目覚めさせるのだ！」

　俺のアジを聞き、瀬せヶが崎さき、西にし堀ぼり、神しん明めいさんは深く頷うなずく。

「やりましょう！」「やろう」「みんなが本当のことに気付けるようにがんばろうね！」

　一方の領家は……そっぽを向いていた。

「……そんな当たり前のことをいちいち言わなくてもいい。頑張るのは、当然じゃないか」

　色々あってそろそろ怒りもおさまったかと思っていたが……まだ少しバレンタインのことを引きずって、いじけているみたいだった。




　こんないつものやりとりをしている最中だった。

　コンコン、と控えめなノックの音が響ひびく。

「また恋愛相談か」

　うんざりした調子で領家がため息をついた。瀬ヶ崎がノックに「どうぞ」と返事をすると、ゆっくりとドアノブが回され、女子がひとり入ってきた。彼女はなにかに怯おびえるように後ろを振り向くと、また静かにドアを閉じた。

「失礼します……あの、私」

　下を向いてか細い声で言う彼女に、瀬ヶ崎は笑いかける。

「どうぞ、こちらへ」

　椅子に掛け不安そうに両手の指を組み合わせるその女子へ、対面に座った領家が言った。

「告白か？　関係修しゆう繕ぜんか？　不倫か？　三角関係か？　妊娠か？」

　畳たたみ掛ける領家に、その女子は度肝を抜かれたのか、さらに俯うつむいてしまった。

「おい領家、あのなぁ」「どんな女にでも優しくするお前には分からんだろうが、恋愛を導くためには時に厳しさが必要なのだ」

　瀬ヶ崎が女子に声を掛け、フォローに回る。「大丈夫ですよ、いつものことなんです」

　しばらくして女子は、決心したように語り始めた。

「あの、私……映画研究部に所属している、二年の、上うえ峰みね、というものです。映研には今、一年生はいなくて、二年は私一人、それで、三年に男の先せん輩ぱいが三人いて……」

「その三人に、好かれているわけだな」

　領りよう家けが投げやりな調子で続きを言った。

　上うえ峰みねと名乗ったその女子は、頷うなずく。

「典型的なパターンだな。三人の中で誰かひとりを選ぶ必要があるが、決められない、と。結論を言おう、全員やめておけ。その状況で後こう輩はい女子に懸け想そうをする男は全員、地雷以外のなにものでもない」

　妙に真実を捉とらえた言葉だったが、辛しん辣らつすぎた。

「おい、もう少し……」

　俺がそう言いかけると、しかしその女子は手でそれを制し、領家に向かって二度三度、大きく頷いた。

「断りたいんです、全員。でも、どうやったら後あと腐くされなくできるか……」

　上峰は切実な口調で、領家の目をしっかりと見て言った。

　つい先程までふてくされていた領家は、今や目を輝かがやかせて上峰に笑いかけていた。




「よろしい──その悩み、引き受けた」
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　上うえ峰みね──上峰、泉いずみ。この学園の二年Ａ組、女子。文系。身長は、西にし堀ぼりよりやや高い程度、百五十センチ前半か。肩にかかるくらいの黒髪、毛先はゆるくカールしている。前髪は、ほぼ直線に切りそろえられていた。縁ふちの太い赤色の眼鏡が特徴的だった。細かい何気ない仕草が可愛らしく、庇ひ護ご欲よくをかきたてる、といったタイプだ。

　男だらけの部活に彼女が入っていたら、当然の帰結としてそんな問題も起こってくるだろう。




「なるほど。それで、生徒の恋を支援するなどと言いつつ恋愛関係をブルドーザーの如ごとく粉こな微み塵じんに破は壊かいしていく我々に目を付けたわけだな！」

　領りよう家けは意い気き揚よう々ようとそう言った。

　それを聞くと、上峰はうつむき、首に手をやって髪の先端をいじりながらおどおどと応こたえる。

「あ、あの……そういう、つもりじゃ……」

　彼女はちらり、と目線を上げる。その視線の先で、領家は暖かく笑っていた。

　神しん明めいさんが、淹いれたてのコーヒーを彼女の前に置く。白い湯気が立ち上っていく。

「……いえ、すみません。噓うそをついても、仕方ないですよね。そうです。

　隣となりのクラスの、どうみても上手くいきそうな二人が、風紀委員さんに相談しに行った数分後に取っ組み合いの喧けん嘩かの上で破局したのを見て、すがるような思いでここに来ました。あなたがたなら、私には考えもつかないような方法で、なんとかしてくれると思って……」

「非常に良い観察眼だ。しかも、胆たん力りよくがある。汚名を被こうむっている我々に、面と向かってそんなことを言うなんて」

　領りよう家けがニヤリと意地悪く微笑ほほえむ。

「すみません、不ぶ躾しつけでしたね、こんなお願い。……私、帰ります、聞かなかったことにしてください」

　席を立とうと机の上に置いた上うえ峰みねの手を、領家が摑つかんだ。

「待て待て、そうじゃない。本当に褒ほめているんだ」

　そういえば、領家はめちゃくちゃ偉そうにしているけど、上峰の方が一つ上の学年なんだよな……。気にしていなかったが、領家は神しん明めいさんに対してもタメ語だ。呆あきれを通り越して感心すらしてしまう。

「そういった適切な観察眼を持っている人間は、稀まれだ。我々の感情や評判など気にせず、自分の思った通りを主張してくれて良い。ここでは変な遠慮など無用だ。腹を割って話してほしい」

　上峰の手に被さった領家の手が、少し強く握られた。上峰は、まっすぐに自分を見つめてくる領家の目を見て、はじめて強い意志のこもった頷うなずきを返した。




　事情は、基本的に先ほど上峰が話したもので尽つきていた。彼女はそれに付け加えて、いくらか補足的な説明をした。

　さかのぼること二年前、新入生だった上峰は部活紹介で上映された映研の自主制作映画を見て、入部を決意する。三年生の先せん輩ぱいひとりがリーダーシップをとって活動した最初の一年間は、何の雑念もなく活動に集中することができた。しかしその先輩が卒業してしまい、状況は一変する。なんだか微妙な関係性に不安を覚えながらも、もやもやしたまま一年が過ぎて……。

「たぶん、卒業のときに……」

「告白されるのか。ありがちな展開だ、いかにもそういう凡ぼん夫ぷらが好みそうなシチュエーションじゃないか」

　領家は吐き捨てるようにそう言うと、カレンダーに目をやった。

「まずいな……卒業式まではもう日がない」

「あの、そのことに関しては、少し猶ゆう予よがあります」上峰は手帳を取り出しながら、言う。「毎年、卒業式のあとに文化部発表会があるんです……卒業記念ですね、受験生になっても部活、続けてるひと多いですから。きっと、その……告白、されるなら、そこなんじゃないかと……」

　俺ら一年生はまだ経験したことがないが、九月の文化祭と双そう璧へきを成す発表の場として、三月にそんなイベントが設けられている。受験そっちのけでこの準備に勤いそしみ、結果、浪人する生徒が絶えないが、自由な校風のため廃止の危機を免れている。

「映画研究部も、そこで発表を？」

「はい、本当に短い作品ですけど、発表できたらいいなと。いま、大急ぎで作業している感じですね」

「なるほど、彼らの集大成となるわけか。そしてそれの発表が終わったあとに……なるほど」

　領りよう家けはそう言って頷うなずく。上うえ峰みねはまた俯うつむいて、髪の先端を指で触った。

「発表会までは、まだ多少の猶ゆう予よが残されているな……ぜひ我々、反れ……風紀委員に協力させてくれ！」

　領家はそう言って上峰の両肩に手を置いた。

「お願いします、なんとか角かどが立たないように……せっかく卒業だし、嫌な思い出にしてしまったら、申し訳ないですから」

　彼女はそう言って、すがるような上うわ目め遣づかいで領家を見た。意識していないのだろうが、結構男心を揺さぶる仕草だった。同性の領家ですら、少し頰ほおを染めていた。




　　　　◯




「簡単に引き受けたけど、何か具体案はあるのか」

　上峰が去ったあとの部室、そろそろ日が落ちる頃合いで、窓枠の影が長く部屋の中を横断していた。

　俺の問いに、領家は即答する。

「ないのに引き受けるはずがないだろう！　……まったく、どれだけ私をいい加減だと思っているんだ」

　いや、いつも考えなしに行動して他のメンバーがそれをカバーしている気がするが……。俺はその言葉をぐっ、と飲み込み、領家の提案を聞く。

「上峰の状況を聞いている途中に、閃ひらめいた。彼女と同じように、映像作品を撮とってそれを上映すればいい。プロパガンダ映画だ！」

　領家はそう言って、ホワイトボードに自ら、「活動写真を用いたプロパガンダ計画!!」と、怨おん念ねんたっぷりに書き込んだ。

「映画がプロパガンダに絶大な効果を持つということは、先の大戦や冷戦で十分すぎるほど証明されている。そこで、恋愛の恐ろしさ、虚むなしさを、余すことなく伝えるようなプロパガンダ映画を作る。それを文化部発表会の場で、映画研究部と同じように上映してもらうのだ！　さらに、それが終わった後も、機会を見つけてはそれを上映したり、またインターネットに放流したり、使いまわすことが可能だ。どうだ、完璧なアイディアだろ！」

　領家は自信満々に言った。いろいろ言っているが、多分急に自分も映画を作ってみたくなっただけだ。

　俺含め他の四人は、「これはヤバい」という顔だった。

「たぶん、間に合わない。機材も、ない」

　最もクリティカルな点を、西にし堀ぼりが端的に突く。

　しかし、領りよう家けは余裕綽しやく々しやくでそれに応じた。

「なに、数分の短いもので充分だ。恋愛の悲惨さ、リア充の滑こつ稽けい、それさえ描ければよい。ほとんど自明なことを示すのに、そんなに時間を使うこともあるまい。それに機材は、映研に言えば余ってるものくらい貸してくれるだろう。デジタルなら編集も、大した手間ではない」

「そうは言うがな、誰も映画なんか作ったことないんだぞ。そんな簡単に行くわけがない」

　呆あきれて俺が言うと、領家は教え諭さとすような口調でこう返した。

「誰も最初は初めてなんだ。その踏ふみ出す一歩を恐れていては、何も始まらないぞ？　なにも傑けつ作さくを作ろうというんじゃないんだ。拙つたない出来でもいい。拙いものの方が、かえって主張が伝わりやすい、ということも往々にしてある」

「衣装や背景など、準備している暇がないぞ」「学園モノにしよう。学園内での恋愛、これを描く。みんな学園内の恋愛に惑わされているのだ、最も効果的なはずだ」

　俺は頭を搔かく。何を言っても領家を説得できる気がしない。

　瀬せヶが崎さきが控えめに手を挙げ、発言する。

「風紀委員としてそのような映画を作り上映すると、我々の本当の主張が露ろ呈ていしてしまい、立場上危あやういのでは？」

　たしかにそうだ。生徒の恋愛を手助けする、という名目で活動を行おこなっているのに、逆に反恋愛を声高に主張するような内容の映像作品を作ってしまったら、変に思われるのは明らかだった。

「ふふ、瀬ヶ崎、それは良い質問だ。しかしそれこそ、今度のことで我々が獲かく得とくした『二重性』を発はつ揮きする絶好の場なのだ。そう、映画は『反恋愛主義青年同盟部』の名のものに制作し、上映する」

「でも……それで文化部発表会という公共の場で、上映する許可が下りるでしょうか」

「心配無用だ。部活動をとりまとめる部活動連合は、生徒会とは独立のかなり緩ゆるい組織で、文化部発表会はそこが主催で行われる。我々が『部』を名乗っているのも、自称ではなく、そこに認められているからなのだ。どれだけ緩い組織か分かるだろう。おそらく誰にでも発表は認められる」

　思いつきのように見えた領家の案だったが、なかなか考えられていた。

　それに自信満々で言われてしまうと、なんだかこちらも、出来るのではないか、という気持ちにさせられてしまう。それは領家が持つ強さのひとつだった。

「シナリオは、どうするんだ」

「我々全員で書いて持ち寄り、その中で最も適切なものを選ぼう。数分の映像だ、凝こっている必要はない」

　部室に沈黙が訪れる。

　俺はなんとか頭を振り絞って、思いつくかぎり最後の指摘を行おこなった。

「映画を撮とってそれを見せるというのは……なんだか迂う遠えんすぎるんじゃないか？　もっと直ちよく截せつに、上うえ峰みねの先せん輩ぱい三人に訴えかける方法を考えた方が良いと思うんだが」

　領りよう家けはそれを聞くと、一いつ瞬しゆん目を泳がせてたじろいだ。が、すぐに咳せき払ばらいをすると、少し迷いのある口調で反論した。

「な、なに、奴やつらは映画研究会──言うまでもなく映画狂のはずだ。おそらく映画にしか興味がなく、他の方法での説得は難しいという判断だ」

　領家はそう言い終わると、フン、と鼻を鳴らして俺から目線を切り、さらに続けた。「第一……なんのアイディアも出さないお前が、他人の案に不満を言えた義理ではないだろう」

　そう言われてしまうと弱い。確かになにか他の思いつきがあるわけでもなかった。

　夕暮れのオレンジ色に染まった部屋の中、誰からも発言がない一分ほどが過ぎ去った。

「よし、異論はないな！　早速、明日までに各自シナリオを書いて持ち寄ろう。すぐに取り掛からないと、あっという間に期日になってしまうぞ」

　領家が手を叩たたいて、立ち上がる。これから先、過酷なデスマーチが待ち受けていることを思い、心臓が重く沈んでいくような感じがあった。

　表情に出にくい西にし堀ぼりや、ポーカーフェイスの瀬せヶが崎さきにしても、隠し切れない絶望の感情が滲にじみでていた。

　一方、神しん明めいさんは、

「あ、あの……」

　そう言って顔の横で可愛らしく手を挙げ、領家の方を見つめていた。

「どうした、茜あかね。シナリオに不安があるのか？　大丈夫だ、私だって自信なんか無いからな、メッセージが伝わればいいんだ、そう深く考えることはない」

「そうじゃなくて……あ、あの、私の理解が遅いだけだと思うんだけど……映画、ってことは、顔、出るよね？　『反恋愛主義青年同盟部』名義で作ったら、私たちの身元がバレちゃうんじゃないかな……」

　盲点だった。確かにそれは非常に重要なポイントだ。西堀、瀬ヶ崎にしても虚きよを突かれたような顔をして神明さんの方を見ていた。基本的なことだが、なぜか誰も思い至らなかった。

　しかしこれだけ自信満々な領家のことだ、考えがあるのだろう。こんな、一番大事なことなのだから、もちろん最初に大前提として考慮されているはずだ。

　帰ろうと鞄かばんの手て提さげ紐ひもに手を通していた領家は、神明さんのその言葉を聞き、短く声を発した。




「あっ……」




　素すだった。

　素で、完全に考えていなかったらしい。

「さあ、振り出しに戻って考えるか」

　そう言う俺を、領りよう家けが遮さえぎる。

「待て、大丈夫だ。大丈夫、なんとかなる」

「なんとかならねえよ。俺らが反恋愛主義青年同盟部だってのがバレたら、せっかく取り戻したこの部屋も没収、元の木もく阿あ弥みだ。映像は無理だ、別の方法を考えよう」

「顔だけフレームの外に出したり、障害物で隠したりすればいい」「どんな前衛映画だよ」

「顔にモザイクをかければいいんじゃないのか？」「卑ひ猥わいなビデオみたいだな」

　領家は俺を睨にらみつける。

「大丈夫、信じろ。奇跡を信じろ。そんな悲観的な考えに取り憑つかれていると、何も行動できないまま終わるぞ！」

「奇跡、なんて恋愛至上主義者が抜かす戯たわ言ごとだ、そんなもの、起きない」

「起きたじゃないか！」領家はドンッ、と机を叩たたく。「生徒会室に同居させられそうになった我々は、生徒会長の突然の、奇跡という他ない心変わりによって救われ、こうして部室を取り戻すことができたのだ！　お前もその目撃者だったはずだ、それを忘れたか!!」

「あれは奇跡というよりも、その場に俺が……」

「お前も私と一緒に困っていただけじゃないか！　何の役にも立っていない！」

　そう言われてしまうと弱い。たしかに俺はあの場で何も発言できなかった。かと言って、本当のことを言うのも気恥ずかしく、俺はそれ以上反論できなくなった。

「なんとかなる。そのうち対策を思いつくかもしれないじゃないか！　最悪部室が没収されて我々の素す性じようがバレたとしても、その時はその時、いつか必ず来る生徒会との血みどろの最終決戦が早まるだけだ!!　我々には神がついている、反恋愛の神だ。バレンタインにあれだけの惨状に陥おちいったというのに、一ヶ月も経たたぬうちにこうして不死鳥のごとく復活しただろう！」

　反恋愛の神は知らないが、人類の産みの親は今うちで妹をやっていて、この時間だと再放送のアニメを観ながらグダグダしている。

「それじゃあ明日、シナリオを書いて持ってきてくれ、みんな頼むぞ！」

　領家はそれだけ言って、逃げるように帰ってしまった。

　残された俺ら四人は、立ち尽つくしていた。

　しかしその表情はみな、困惑を通り越して、もはや諦てい観かんに達していた。互いに苦笑を交わし合う。

「しょうがない、やろう」

　俺が言うと、他の三人も頷うなずいた。

「やるからには、全力でやりましょう」「ん、がんばる」「なんとかならないか、考えてみるね！」

　謎の連帯感を覚えながら、俺たちは部室を後にした。




　──もうひとつ。領りよう家けのゴリ押しだけが、俺を、俺らを彼女の案に承伏させたのではなかった。

　映画を撮とってみたい。領家と、このメンバーと一緒に、なにか一つのものを作り上げてみたい。

　そんな気持ちが、俺の、たぶん他の三人のなかにも、湧わき上がっていたのだと思う。







　　　　２




　翌日、さっそく俺らはシナリオを持ち寄って選考することになった。

「どうだ、みんな書いてきたか？」

　元気な領家の声に、皆めいめいに頷く。

「あまり、自信はないですが」「ん。書いた」「超大作だよ～」

「……高たか砂さごは、どうなんだ」

　俺を見ないようにして領家がそう言うのに対し、俺は頭を搔かきながら応じた。

「一応、書いたよ。なかなか難しいな」

　昨晩三時過ぎくらいまで、無い知恵を絞って必死に考えていたから、お陰で今日は寝不足だった。そのせいで今日あった地理と現国は睡眠時間に充あてられてしまった。

「そういう領家はどうなんだ」

「当然、書いてきた。これが映像化されたら、リア充を心の底から怯おびえさせることができるだろう！　一晩というのは少し短すぎる気がしていたが、みな優秀だな。さすが恋愛という概念の欺ぎ瞞まんに気づき運動に参加しているだけある」

　領家はそう言って、皆にサイコロ状のチョコレートを配った。バレンタインの時の余りだ。皆、その包みを開け頰ほお張ばる。

「頭をつかう作業には必ず糖分が必要だ。二・一四の余りのこれを使い切っても、議長として必ず新しいものを用意しておくからな！」

　なんだろう、リーダーシップというよりは、大阪のおばちゃんが飴あめをくれるのに似た感じがする。




「さて、頭も働くようになったところで……早速、書いてきたシナリオを見せてくれ！」

　領りよう家けはそう言って、バン、と机を手のひらで叩たたいた。

　しかし、俺たち四人は顔を見合わせたまま、動かない。

「どうした？　書いてきたのだろう」

「たしかに書いてはきたが……見せろと言われるとなんかこう、恥ずかしくてな」

「何を言っている、最終的にその中のひとつは、発表会に集まった大勢の生徒たちの前で上映されるんだぞ。恥ずかしがっている場合か」

「そうはいってもな……それじゃ、領家のやつから見せてくれよ。そうしたらみんな、気楽に出せるようになるだろ。最初になるのが嫌なんだよ、こういうのは」

　そう言うと少しの間のあとで、領家は仄ほのかに頰ほおを染めた。

「なっ……なんで私が、最初なんだ。議長というものは、こういうときに最後に発表するものなのだ」「先陣を切ってみんなを導いていくのが議長リーダーじゃないのか？」

　しばらくの無言のあと、領りよう家けは手をパンッ、と叩いて提案した。

「こうしよう、無記名でこの箱のなかにひとりずつ、書いてきたものを入れる」

　領家はそう言って、棚の上においてあった空からのダンボール箱を下ろすと、ガムテープで上を閉じ、側面にカッターで細長い穴を切り取った。

「このくらいの大きさでいいな。フォーマットがそれぞれ異なる可能性がある。それで誰が書いたのか判明することを防ぐため、他の人間は廊下で待ち、一人だけがこの部屋の中に入って自分の書いたものを投とう函かんする。全員が入れ終えたら箱を開き、適当な順番で読む。これなら恥ずかしくないし、何より『誰が書いたのか』というバイアスのない選考を行うことができるだろう」

　異論はなかった。

　すぐさま俺らはその作業を行い、全員が入れ終え、箱を開封した。




「まずはこれから行こう」

　領家は紙片のひとつを拾い、その最初に書かれているあらすじを読み上げる。






　主人公は女子高生。

　付き合っている同じ高校の男子生徒がいるが、彼は難病だか交通事故だかで死んでしまう。

　悲ひ嘆たんにくれながらその通夜に行くと、彼にはたくさんの『彼女』が居り、自分はそのうちの一人でしかなかったことを知る。涙も完全に引っ込んでしまう。

　そんなこんなで、バイト先の先せん輩ぱいに突然強ごう姦かんされたり、付き合っている彼に堕だ胎たいを強要されたりもして、主人公は完全に人間というものが信じられなくなっていく。

　死を意識し始めた彼女を、しかし同性の友人は暖かく支えていた。校舎の屋上の縁ふちに立ち、グラウンドを見下ろす主人公の胸を、友人が後ろから両手で抱きしめる。

　振り返り、友人の頰ほおを伝う涙を指で掬すくう。「この世界には、綺き麗れいなものも存在しているんだ」そんな感動に胸をうち震ふるわせる。自然と二人の唇は重ねられていた。

　一般的な恋人像にとらわれ幸せを見失っていた主人公は、真実の愛を知り回復していく。








　西にし堀ぼりのだった。彼女の「事情」を知っている俺にとっては、記名なんか不要だった。

　後半は置いとくとして、前半の「リア充」に対する理解が大おお雑ざつ把ぱすぎる。『突然強ごう姦かんされたり』とかちょっと軽すぎるだろ。あと彼氏の死因くらいはっきり特定してやれ。

「これは……なかなか刺激的だな」「恋人が死んだり強姦されたりは、リア充文学の定じよう石せき。絶対に反応が良い」「最後がポジティブなのがいいですね」「ね、自殺しちゃわなくてよかったよね」

　西堀以外の他のメンバーは、誰が書いたとも分からず普通にコメントしていく。

「……高たか砂さごはどう思うんだ」

　領りよう家けに問われて、俺はなんとか一般的な突っ込みどころを考える。

「……そうだな、こういうのを好む層には受けがいいと思うんだが……映画研究部の先せん輩ぱい三人、男だし、あんまり興味ないんじゃないかな」

　そう言うと、みんな押し黙ってしまった。そもそもの目的というのは、案外忘れられやすいものだ。




「さ、次に行こう！」

　気を取り直すように明るく言って、領家は次に取り掛かった。






　主人公は男子高校生。

　同じクラスの女子と付き合っており、仲なか睦むつまじく青春を謳おう歌かしていた。

　──しかしそれは、表面上だけのことだったのだ。

　彼はある日偶然、彼女のＳＮＳ裏アカウントを発見してしまう。そこにはありとあらゆる、彼への罵ば詈り雑ぞう言ごんが書き込まれていた。それをネタとして、同級生のものと思われるアカウントと面白おかしくやりとりがなされていたのだ。

　何も信じられなくなった主人公。公園の大きな木の枝に縄を括くくりつけ、首くび吊つりの準備をしていた。

　意を決して台の上に乗る。

　と、そこにピンク色のゴムボールが転がってきた。「おじちゃん、それとって」高校生なのにおじちゃんと言われたことに若じやつ干かん腹を立てながらも、しかたなく台を降りボールを投げ返す。すると、ボールの主の少女が、笑顔を投げ返してきた。

　その無む垢くな表情。『恋愛』という幻想に染まらぬ、心の底からの笑みに、主人公を覆おおっていた暗くら闇やみが瞬またたく間に晴れていく──

　「おじょうちゃん、ひとりで遊んでるの？　おじちゃんも一緒に遊んでいいかな？　あとで駄菓子屋でうまい棒買ってあげるからね？」

　少女と遊ぶことで、頑かたくなになった彼の心は解ほぐされていく。

　一般的な恋人像にとらわれ幸せを見失っていた主人公は、真実の愛を知り回復していく。








　今度は瀬せヶが崎さきのだ。願望がまる出し過ぎる。そんな台詞せりふで誘えると思うな、どう考えても声掛け事案になる。

「これは……なかなか刺激的だな」「ＳＮＳで陰口、今の若者に反響ありそう」「結末に未来への希望が見えるのがいいですね」「ね、幸せになれるといいよね」

　いろいろと突っ込みどころはあると思うが、誰も指摘してこない。みんな疲れているんだろうか。俺ももうなんだか疲れてきた。

「これをやるとなると少女の役が必要になるが……その少女はどこから連れてくるんだ」

　またしても、誰もが無言になる。しかし今度は、領りよう家けが取り繕つくろうように言った。

「ま、まあ、少女っぽく見えればいいわけだから……そう、西にし堀ぼりなんかどうだろう。背も低いし、服装さえなんとかすれば、ギリギリ小六くらいに見えないことも……」

「それはダメです」確たる口調で、瀬ヶ崎が否定した。「このシナリオでは、少女の純真さで主人公が救われる、というシーンが要かなめになっています。そこに説得力を持たせるのは、どんな女優でも難しい。西堀さんに負担をかけるわけにはいきません。やはり本物の少女を使わねば、実現できないのではないでしょうか」

　西堀はそれを聞き、コクコクと頷うなずく。

　最終的に「気き遣づかい」に持っていった瀬ヶ崎の力量に、純粋に感服する。




「そうか……まぁとりあえず、次に行こうか」






　西暦三六一五年、生殖は地球政府によって完全にコントロールされていた。生まれた時から結婚相手が決められ、いつ結婚し、いつ子供をもうける、ということが、全く選択する余地なしに決定されているのだ。遺伝子工学の助けも借りて、人類は自分自身の増殖を高い水準で制御できるようになっていた。

　そんな状況に違和感を覚えた主人公の少年は、密航中のある日、ジャングルの奥地に未開の部族を発見する。「稀マレ人ビト」として丁重なもてなしを受ける主人公は、やがてその部族の中の一人の少女と恋に落ちる。少女はその身体的特徴から部族の中で、豊ほう穣じようを司つかさどる神の遣つかいであると神聖視されていたのだが、彼女自身はそんな扱いに辟へき易えきしていた。そんな時に現れた少年の、飾らぬ純真な心が、少女のその心の闇やみを晴らしてくれたのだ。

　しかし、少年の行動は地球政府に完全に把握されており、彼のところに刺客が送り込まれる。命からがら逃げ出すものの、主人公は闘たたかいの中で生殖器を全損してしまう。

　失意の主人公。しかし少女の、「産むことだけが人生ではない」の言葉により、真実の愛を知り回復していく。

　そんな中、突然空が割れ、大きな円えん盤ばんが舞い降りてくる。宇宙人の襲しゆう来らいだった。『人類の新たなる一歩へ』意味深なその言葉が大気を震ふるわすと、すべての人類は地に倒れ伏した──少年と少女を除いては。

「選択」された少年と少女は、宇宙人の助けを借りて、戦乱の銀河を平へい定ていすべく新しい人類を創造していく──








　カオスだった。理解がついていかない。

　領りよう家けではなさそう、とすると──神しん明めいさん、なのか？　見ると、なんだかやたら自信満々な顔をしていた。

　心の闇が深すぎて、俺は背中に脂あぶら汗あせをかいてしまう。

「これは……なかなか刺激的だな」「近未来の話、みんな大好き」「これまでのどれよりも、主張がはっきりと伝わってきますね」「そうだよね、なくなっちゃえばいいよね！」

　だめだ、誰もまともな思考をしていない。

「制作時間が短いから、学園モノにするってことになっただろ！」




「つ、次だ。なんか楽しくなってきたな？」

「たしかに楽しいかもしれないけど、まだひとつとして使えそうなのがないぞ!?」






　主人公は高校一年生の女子。彼氏居ない歴＝年齢。

　クラスにちょっと気になる男子がおり、視線がふと合うたびにドキドキしたりしていた。

　彼がたまに他の女子と喋しやべったりするのを見てやきもちを焼き、部屋にあるクマのぬいぐるみに彼の名前をつけて殴ったり抱きしめたりなどしていた。

　ふとしたきっかけで、主人公とその男子とは仲良くなる。深夜にデートしたり、休日におでかけしたりするのだが、仲はそれ以上あまり進展していかない。

　意を決してバレンタインに告白する主人公。

　しかし彼は、「恋愛に興味が無い」と残酷に振ってしまう。

　主人公は悲ひ嘆たんに暮れながらも、強く生きていく……。








　消去法的に、領りよう家けか。

　領家にしてはなんだかトーンが低い感じがするが、割りとまとまっているし主張も伝わりやすそうだ。

「…………」「せつない」「恋を捨てて強く生きていく様が描けるといいですね」「可愛くて健けな気げだね。ちょっと泣けてきたよ……」

　領家は俯うつむいて、顔を赤くしている。わかりやすすぎた。

「なかなかいいな。彼女の方もそうだが、彼の側にも感情移入ができるのがいいよな」

「いや、それは……できないんじゃないかな」「むり、できない」「深夜にデートしたりしてるのに、なんで断るのか分かんないよ……」

「えっ、そうか？　俺は彼の方にむしろ共感を覚えたんだが……」

「このシナリオを鑑かんがみるに、その男は人の心の分からぬサイコパスだ。このような分かりやすい敵を作り出すことによって、観客の強い同調を得る仕組みになっているな」

　三人が頷うなずく。なんだか俺一人だけ責められているような気分だった。




「さぁ、最後だ」

　領家はそう言って、俺の書いたシナリオのあらすじを読み上げた。




　…………。




　読み終わり、領家は頷いて言った。

「無難だな」

「無難ですね」「無難」「無難だね～」

　確かに無難を目指して書いたのだが、そんなふうに言われてしまうと少しショックだ。

「まぁいいんじゃないか、無難が一番だろ」

「……やはり高たか砂さご、お前が書いたものか。他のは全然誰が書いたか分からなかったが、お前のだけはすぐわかったぞ」

「そうですね、これだけは冒頭で分かりました」「高砂っぽい」「隠す意味なかったね」

「……まぁ、そうだ。時間もないからな、無難な方がいいと思って書いた」




　そんな風に散々に言われながらも結局シナリオは、無難な俺の案に落ち着くことになった。




　　　　◯




　映画を撮とるのも重要だが、本来の目的を忘れてはならない。

　俺らは映画研究部の上うえ峰みねを、先せん輩ぱい三人との面倒くさい関係から救うために働いているのだ。プロパガンダ映画は、あくまでもその手段にすぎない。

　上峰から、口頭で状況を説明されはしたのだが、やはり実際に現場で関係性を見てみるのが一番だ。

　そんなわけで、俺らは機材を借りに行くついでに、その実態を調査することにした。名目上は「風紀委員でプロモーションビデオを撮とりたい」ということにして、反恋愛主義青年同盟部のプロパガンダ映画制作に使うのだということはひた隠しにする計画だ。




　あまり大人数で行ってもしかたないので、映画研究部には俺だけが行くことになった。こんな仕事が押し付けられたのは、おそらく領りよう家けの機嫌を損ねているからだろう。まぁ俺が悪いので、これくらいの罰なら甘んじて受けよう。

　部室棟の二階、アニメーション研究部と写真部に挟まれた場所に、映画研究部はあった。ある程度活動実績が認められている部活に割り当てられる、広いタイプの部屋だ。ドアの周りにはこれまで映研が撮ってきた映画の告知ポスターが、所狭しと貼られている。よく見ると数十年前のものもあって、この学校の映研の長い歴史をうかがわせる。

　扉をノックすると、中から声が返ってきた。くぐもっていてはっきりとは分からないが、おそらく昨日の上峰の声だろう。

「……失礼します」

　俺は一応そう断って、室内に入った。

　中は、まあ片付いている方だった。少なくとも床ゆかが見えないほど物が散乱しているということはない。

　室内は談笑の声で満ちていた。卓を囲むように座った男三人が、楽しそうに話し合っている。これが、昨日彼女の言っていた先輩三人だろう。俺が入ってきたというのに、こちらに見向きもせず会話に花を咲かせていた。

「あっ、昨日の……えっと……」

　部屋の奥、黒いカーテンで区切られたスペースから首だけ出すようにして、上峰がこちらを見ていた。

「高たか砂さご、です」

「た、高砂、さん。メール頂いていた、機材の件……ですよね。こちらへ、狭いですけど」

　上うえ峰みねはそう言って、すぐカーテンの向こう側へと引っ込んでしまった。風紀委員とコンタクトをとっている、というのを知られてしまうとマズいからか、少ししどろもどろだった。先せん輩ぱいたちは一いつ瞬しゆんちらっ、とこちらを見たが、すぐに会話へと戻っていってしまった。




　上峰の後を追い、俺もカーテンの内側へと入る。

　そこには、ありとあらゆるものが、混こん沌とんと詰め込まれていた。映画に関連する書しよ籍せきから、年代物の機材、着ぐるみの残ざん骸がい、制帽、セーラー服、小道具の類。

「すみません、汚いところで」

　そう言いながらも、上峰はなんだか嬉うれしそうだった。

「ちょっと待っててくれますか？　作業、もう少しで区切りがいいとこなんで」

「ええ、大丈夫です。こちらこそ色々と、無理言ってすみません」

　上峰は小さく笑うと、回転式の椅子に腰掛けモニターへと向かう。前髪はピンで無造作に跳ね上げられ、後ろは黒色のゴムで不格好に縛っている。上下ジャージ、裸足はだしで椅子の座面に足を乗せ、食い入るようにモニタを見つめながら作業をしていた。

「この体勢が落ち着くんです。見苦しくてすみません」

　彼女は画面を見つめたままで、そう言った。

「いえ、わかります」

　俺はそれだけ言って、黙った。カチカチ、というマウスのクリック音と、カーテン越しに聞こえてくる談笑が重なる。

「……っ、と、終わりです。機材、でしたよね。えっとビデオカメラと三脚と……マイクは？」

「あ、音は録とらないんで……特に外付けマイクとかは、要らないです。無声で、音楽だけつけてやろうかと」

「良いですね……良いです」

　上峰はひとりでそう言って頷うなずくと、ガサガサとそこらじゅうを漁あさっていく。

「あれ……どこいったかな。アイツが遊びでなんかやってた気が……あ、これおもしろいですよ」

　彼女はそう言って、紙の束たばをこちらに放ほうってきた。中をパラパラみると、どうやら絵コンテのようだった。

「めっちゃおもしろいのに、結局撮とれなかったみたいなんです。もう二十年前。よく残ってたなぁ……」

　上峰は探す手を動かしたままで、楽しそうに語った。

「まず設定が頭おかしいですからね、なんだ『にぼしマン』て、はは。それで最後にはなんか泣けるんですよ、ずるいです。徐々に出だ汁しがとられていってしまうシーンは、読んでいて手が震ふるえました。……あ、これだ」

　振り向いた彼女の手には、ビデオカメラが握られていた。

「大きくないけど、結構いいやつで。充電きれてるな、アダプタは……これで、良いはず」

　そう言って上うえ峰みねは電源ボタンを押した。

「あ……」「液晶、割れてますね……」

　ディスプレイに亀裂が入って、周囲の色が変なことになっている。

　上峰は舌打ちする。「音おと沙さ汰たがないと思ったら……これかよ、もう、ざけんな、クソ」

「あ、あの……」

　悪あく態たいをつき始めた上峰に怯おびえてそう口を挟むと、彼女は俯うつむき頭をボリボリと搔かいた。

「……すみません、変なとこ見せちゃって」

　そう言って少し頰ほおを染めると、椅子にどっかりと腰をかけて天井を仰ぎ見た。

「たしか……先せん輩ぱいのとこに、あるって言ってたな」

　小さくつぶやいて、上峰は携帯を取り出した。

「えっと……近くの大学に借りに行くのでも、いいですか？」

「ええ、借りられるのでしたら、なんでも。お手数おかけして、本当にすみません」

　上峰はそれを聞くと頷うなずき、携帯を数秒操作し、止まった。

　一いつ瞬しゆん画面をじっと眺めた後、意を決したようにボタンを押す。コール音が流れる。

「あ、先輩……ご無ぶ沙さ汰たしてます……いえいえ。……ええ、がんばってます。えっと、今日は、先輩のとこに、カメラをお借りしたくて……いえ、委員会がＰＶ作るからって……お願いします、じゃ、今からそっちに」




　　　　◯




　そんなわけで俺は上峰と、近所の大学へ行くことになった。

　上峰は最初、俺に独りで行くよう頼んできたのだが、それではあまりにも心細すぎるので、無理を言ってついてきてもらったのだ。

　制服に着替えて髪をなんとかする、と上峰が言うので、少し待たされた。そのままでも良いのでは、と俺が言うと、「そんなわけにはいかない」と断固たる口調で否定されてしまった。




「なんか……そわそわしますね」

　上峰はそう言ってキョロキョロしている。

　石いし畳だたみの銀杏いちよう並木通りには、大学生が行き交っていた。多くは男女で、あるいは集団でワイワイと、最後のモラトリアムを楽しむ気満々に見えた。「ウェイ」「りょ」「それな」などの大学方言が交わされ、電磁気学の単位を落とした話が自信たっぷりに語られている。

　壁面に貼られているサークル勧誘のポスターには、「男子は当大学、女子は◯◯女子大限定！」などとモラルの欠片かけらもなさそうな挑発的文もん言ごんが書かれており、軽くカルチャーショックを受けた。

「大学って、怖い所なんですね……」

　俺の力ない言葉に、上うえ峰みねも頷うなずく。

「サークル棟はたしか……こっちだったと思います」

　途中、冬なのに半ズボンの人やどうみても三十過ぎた人にビラを渡されたり、「ゴスペル聞イテイキマセンカ」と片言で話しかけられたりしながら、ようやくサークル棟の前に到着した。




　建物の前には、構内なのになぜかテントを張って寝ている人が複数いる。

　俺らがその不気味な光景に怖おじ気けづいていると、

「おぅ、上峰じゃないか。早かったな」

　横から声をかけられ、振り向く。

「センパイ、お久しぶりです！」

　上峰はそう言って、恭うやうやしくお辞じ儀ぎした。俺も軽く会え釈しやくする。

　長身瘦そう軀く、黒いニット帽をかぶりヒゲを生やしたその先せん輩ぱいは、しかしとても素敵な笑顔で上峰に笑いかける。

「センパイ、先週末公開の」「『花と実』だろ？」「観ましたか？」「観た」

　二人が会話に没入していくなか、俺はその先輩の横に少し離れて、女性がひとり佇たたずんでいることに気付いた。目と目があうと、彼女は少しだけ口角を上げて上品な笑みをつくり、微かすかに頭を下げた。綺き麗れいな人だった。

「ああ、えっと……」先輩は会話を中断して彼女の方に向き、一言二言交わした後、照れたようにあごひげを撫なでながら上峰の方に向きかえった。隣となりの女性はまた軽やかに一礼すると、どこかへ消えてしまった。

「大学に来るとな……まぁ、色々あらぁな」

　ごまかすように、先輩はそう言った。上峰は去っていく彼女を、先輩にはそれと悟られないように、目の端に入れて追っていた。照れている先輩には分からないかもしれないが、傍ぼう観かんしている俺にはそれがはっきりと分かってしまった。

「それはそうと上峰、お前もずいぶん丸くなったみたいだな。映画にしか興味ねえって感じだったのに……一年生、年下か」

　上峰は慌あわてて否定する。「これは！　違くて!!　あのですね」

「いや、良いんだ否定しなくても。俺は嬉うれしいぞ、三日は風呂に入らなくても平気だったお前が」

「平気じゃありません、捏ねつ造ぞうしないでください！　この人は、そんなんじゃなくて……」

「あの、すみません。風紀委員の……機材を借りに来た者で……」

　俺が助け舟を出し、ようやく先せん輩ぱいに納得してもらった。




「これだから、一緒に行くの、嫌だったんですよ」

　カメラを借りた帰り道、上うえ峰みねはそんな風に愚ぐ痴ちを言った。「みんな、男と女が一緒に歩いているのを見ると、恋人ということにしたがる。本当に厄やつ介かいです」

「すみません……」「あ、いえ、高たか砂さごさんが謝ることじゃ、ないですから」

　上峰は、しまった、といった風に一いつ瞬しゆん唇を尖とがらせて、顔の前で手を振って俺に対する非難の意志がないことを示した。

「先輩とは、だいぶ親しいんですね」「ええ、去年一年間、ずっと一緒でしたから」

　上峰は遠くを見て懐かしそうに目を細めると、独り言のように続けた。

「新入生歓迎会の映研の発表で、先輩が撮とったショートフィルムが流れて……それで、映研に入るって決めたんです。どんな人が作ったんだろう、って思って。ワクワクしながら部室に行ったら……あのままの髭ひげ面づらの人が出てきて、びっくりして」

　上峰は笑った。笑うとえくぼができた。こんなに楽しそうに笑う人なのか、という新鮮な驚きがあった。

　笑い終えると、急に彼女は静かなトーンになった。

「先輩にも……彼女なんて、できるんだなぁ」

「やっぱりあれは、恋人なんですか？」

　俺が問うと、上峰は少し呆あつ気けにとられたように俺を見て、言った。

「どうみたって、そうですよ。そりゃ、先輩から直接聞いたわけじゃないですけど……だって、一緒に歩いてましたし」

「それ、いま上峰さんが言ってたことと、矛盾してますよ」俺は笑って、指摘した。「異性と一緒にいて恋人と思われるのが嫌だ、って自分で言ってたばかりなのに」

「…………」

　彼女は答えに窮きゆうして黙ると、急に、プッと噴ふき出した。つられて俺も笑ってしまう。

「そうだね、君の言うとおりだ」

　壊れたかと疑うくらいに上峰は笑うと、笑いすぎて目尻に溜たまった涙を指で拭き、鼻をすすった。俺は黙ってポケットティッシュを差し出した。今日、駅前で貰もらっておいてよかった。

　上峰は不安定な声で「ありがと」と言うと、それを受け取り、鼻をかんだ。それきり彼女は俯うつむいて、顔を上げようとしなかった。
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　無事、機材を借りることも出来たので、俺らは早速撮影にとりかかることにした。




　脚本を書く際、俺は二つのことを念頭に置いていた。一つは分かりやすさ、そしてもう一つは、キャストだ。

　分かりやすさについてはプロパガンダ映画としては当然のことで、何を言いたいのかがはっきりと伝わらないと目的を達成することができない。そのために俺は、一般的によく受け入れられているテンプレート的なストーリー展開を用いることにした。こうすれば素人しろうとのつくる記述力の足りない画面でも、視みる人にある程度補完してもらえるだろう、という発想だ。

　もう一つの、キャストについて。部外者を呼んでくることは難しいから、とうぜん反恋愛主義青年同盟部の五人で演じることになる。しかし瀬せヶが崎さきに関しては、画面映えしすぎること、そして大量のファンが存在することにより、登場させるのは厳しいと判断した。想定した方向性と別の意味合いで人気に火がついてしまうことは、避さけなければならない。また、神しん明めいさんに関しても、画面に出るとある一点に男子の視線を集めてしまう可能性があるために、メインとして出演させることはできない。特に、一番のターゲットである映研の先せん輩ぱいは男だから、そこに気を取られて内容に集中できない、なんてことがあってはならない。

　以上のことから、出演は領りよう家け、西にし堀ぼり、そして俺の三人に絞られる。女子が二人ということで、この二人を対比させることによって、恋愛の悲惨さを描いていくことにした。

　ストーリー展開をまとめるとこうだ。






　入学時には仲の良かった二人の女子。

　しかしその一方に彼氏ができることによって、しだいに二人の仲は疎そ遠えんになっていく。

　彼氏の出来た方は、部活にも勉強にも打ち込めなくなり、次第に落ちぶれていく。

　もう一方の女子は、色恋に見向きもせず勉学に励はげみ、また部活動にもストイックな姿勢で臨んで好成績をおさめていく。

　そして月日は流れて大学の合格発表──同じ大学を志望した二人の女子。案あんの定じよう、彼氏のいる方は不合格になり、いない方は見事合格する。








　こんな感じだ。既視感にあふれる展開だが、それくらいの方がちょうど良い。

　ラストだが、あまりにも恋人がいる方に救いがないということで、最後にそいつが恋人を捨て、合格した友人に支えられながら友情を回復しつつ次の年に合格する、と改変することが提案され、そうすることになった。提案した西堀は嬉うれしそうだった。

　調査の結果、映研の三人の先輩はみな浪人するということで、受験の成否を絡めたストーリーは効果があるに違いない。恋愛を捨てることによって再生する、という最後の改変も心に響ひびくだろう。




　キャストは、領りよう家けが恋人のいる方の女子、西にし堀ぼりがもう一方の女子、俺が領家の恋人役、ということになった。

　幸いにも合格発表直後の時期にあり、番号を並べた掲示板が出されたままだった。そこでまず最後の、受験の成否が分かれるシーンから撮影することになった。

　深刻そうな領家の顔。その手に握られた受験票。そこからピントが掲示板へと移っていき、リア充女子の方は不合格だったことをしめす。

　次に、それとは対照的に喜ぶ西堀を映す……のだが、

「もうちょっと……嬉うれしそうにならないかなぁ」

　監かん督とくに就任した神しん明めいさんからＮＧが飛ぶ。形から入る性格のようで、なぜかハンチング帽をかぶり、サングラスを胸にかけていた。

「……頑張ってる」

　西堀はいうが、仏ぶつ頂ちよう面づらのままだった。そもそもあまり感情が顔に出るタイプでないので、こういう演技は厳しいのだろう。

「監督、ここに座って西堀の笑顔を監修したらいいんじゃないですか？」

　西堀の足元を指さして、俺は声を掛ける。

　折りたたみ椅子に腰掛け足を組んでいた神明さんは、「監督」と呼ばれたことが嬉しかったのか、手にしたメガホンでぽん、と膝ひざ頭がしらを叩たたくと俺の言うとおりの場所にしゃがんだ。

「こう？」「もうちょっとちゃんと見てやってください、下から覗のぞきこむような感じで前かがみに……」

　胸にかけたサングラスが揺れる。西堀の顔が、一いつ瞬しゆんほころんだ。

「あっ……今の！　ちょっと良かったんだけどなぁ」

「もう少し、前に上体を倒すと……見やすいんじゃないですか」「こう？」

　神明さんが体勢を変えると、膝に乗ったそれがだんだん強調されてくる。それに従って、西堀も笑顔になっていった。

「あ、これ！　瀬せヶが崎さきくん、撮とって！」「はい！」

　俺には少し邪よこしまな笑みに見えたが、他の誰にも気付かれていない。きっとこれで大丈夫だろう。




　次は、二人の友情が回復するシーン。悲ひ嘆たんに暮れる領りよう家けに、西堀が手を差し伸べる。

「大事なシーン。友情がもどってきたことを、はっきり示す必要がある。やはり、キスとかすべきでは？」

　調子に乗った西堀がそう主張する。慣れないことで疲れているのか、領家も、

「そうだな……姫を眠りから覚ますのは、いつだって王子様のキスだからな……」

　などとファンシーなことを言っている。

　それらを軽く一いつ蹴しゆうし、次のシーンに移る。




　次は、領りよう家け演じる彼氏もちの女子が、受験失敗の後、俺が演じるその彼氏と別れるシーンだ。

　向かい合った男と女。女はくるり、ときびすを返し、棒立ちになったままの男から離れていく。

「……もっとこう、はっきりと別れを演出した方がいいんじゃないのか」

　領家はそう言って、手をパチン、と叩たたき合わせた。「例えば、頰ほおを叩く、とか」

「おい、絶対痛いだろ、やめ……」

　俺はそう言って止めようとしたのだが、監かん督とく・神しん明めいさんはそれを阻はばんだ。

「それだ！　高たか砂さごくん、申し訳ないけど芸術には犠牲がつきものなんだよ!!」

　監督のその一声によって、撮とり直しが行われることになった。

「領家、頼むぞ。あまり痛くないようにしてくれよ……」

「そんな腑ふ抜ぬけた態度で迫真の演技ができるか」

　領家は俺の懇こん願がんを一刀両断すると、いきなり振りかぶって、パチーン、と頰を叩いた。視界が涙で滲にじむ。

「すみません、今の、撮れてません」

　瀬せヶが崎さきのその言葉に、俺は膝ひざから崩れ落ちた。

「もう一回だ、さぁ立て高砂」

　再度、叩かれる。今度はなんか、ベチッ、という鈍にぶい音がした。本当に痛い。

「……うーん、最初の方が良かったなあ」「私も今のは納得がいかない。もう一度やらせてくれ」

　神明さんと領家が、意気投合してしまう。




　結局いいビンタが撮れるまであと三回ほど叩かれたが、西にし堀ぼりの「叩かれる前から頰が赤くなっているのは、おかしい」という冷静すぎるツッコミにより、このシーンは使われないことになった。完全に叩かれ損で、泣きそうだった。逆に領家は、なぜか晴れ晴れとした顔をしていた。
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　撮影はこのようにして、多少の犠牲を払いながらも粛しゆく々しゆくと進んでいったのだが、その間、反恋愛活動は伸び悩んでいた。

　だんだんと寒さが緩ゆるんできて、人々の心も開放的になるのだろうか、校内にはカップルでいちゃつく姿が目立つようになってきた。天気が良く気温が上がった日には、中庭に出て恋人どうし芝生に座って昼食をとる者も散見される。

　そんな、春に向けた一般生徒の心の昂たかぶりと反比例するかのように、我々の心は落ち込んでいった。




「リア充爆発しろ！」

　昼休み、社会から隔かく絶ぜつされた地下部室でマンガを読みながら一時の安あん寧ねいを享受していると、荒れた態度で部室に入ってきた領りよう家けは、いきなり叫んだ。

　地下部室には、これで反恋愛主義青年同盟部のメンバー全員が集まったことになる。別に昼休みに集まると決めているわけでもないのに、どうしてか集まってしまうのだった。

「──スキー合宿」

　領家はそれだけを、つぶやくように口にすると、俺たちの顔を眺め回した。

「スキー合宿。とうとうこの時期が来てしまった。これまでのどのイベントよりも凶悪に『恋愛至上主義』に生徒を漬つけ込み、脳を雪の真白に染め上げんとする狂気の行事である」

　例年、この学校では、主に一年生を対象として、三月のテスト休み期間に一泊二日のスキー合宿が行われている。生徒会主催で行われるこの行事は、教師による監かん視しもなく、生徒たちはのびのびとスキーを楽しむことができると評判だ。

　そういった状況下におかれた青少年、起こることは決まっている。

　領家は目を閉じ、始めた。

「いつもは冴さえないアイツがコブ斜面を颯さつ爽そうと滑すべっていく姿──転んだ女子に男子の手が差し伸べられる──『大丈夫？』ゴーグルを外しながら、微笑ほほえむ男子。ブーツについた雪をとってあげ、スキーをはくのを手伝う。『あ、ありがとう……』『……一緒に、下まで行こうか』ぎこちない彼女のシュプールに、滑なめらかな彼のそれが寄り添うようにして並ぶ。『もうちょっとここに力を入れたらいいんじゃ……』教えようと何気なく女子の身体に触れる男子。『やっ、どこ触って!?』『ご、ごめ、そんなつもりじゃ……』一いつ瞬しゆん、気まずくなる二人。女子はもじもじと指をすりあわせながら、つぶやくように言う。『……あ、あたしこそ、ごめん。教えてくれようとしたんだよね。ちょっと急だったから』俯うつむく女子。と、上うわ目め遣づかいで男子を見、さらに言葉を継ぐ。『それに……なんか、そんな嫌じゃなかった、かな』…………決して許されぬ悪あく虐ぎやくだ!!」

　領家はそう叫ぶと、スキー合宿のチラシを机にドン、と手のひらで押さえるようにして置いた。

　そう、この行事では毎年多くのカップルが成立すると言われている。それを更に促進するかのように、『一年の時のスキー合宿までに恋人ができない人間は、卒業までずっとできないまま』なる噂うわさが全校生徒に知れ渡っており、恋人のいない非リア充の諸氏が、精神の弱さからこのイベントに申し込み、リア充になる夢を見て恋人獲かく得とくに励はげむ、という悲しい現象が起きている。

　合宿の内部では、しかし残酷な現実が待っている──同性二人部屋をあてがわれた二人のうち、一方に恋人ができていると、部屋はその男女に使われてしまい、もう一人のルームメイトは寒い夜を廊下で過ごさねばならない──暗あん黙もく裡りに決められているそんなルールにより、毎年ホテルの廊下は非リア充諸氏の死し屍し累るい々るいになるというのだ。その悲惨な状況を避さけようと、さらに恋人獲かく得とくのために奮ふん闘とうしてしまうという、残ざん虐ぎやく非道極まりないシステムだった。

「我々もこのスキー合宿の危険性については、ビラやポスターなどで指摘してきたのだが……今年も一年生の、約半数が申し込みを行おこなったと発表があった。例年と全く変わらない水準だ」

　領りよう家けは悲痛な面おも持もちでそう言った。

「このイベントで絶望のどん底へと突き落とされ、次年度から登校拒否に陥おちいってしまう生徒も毎年出ると聞く。大たい性せい欲よく賛さん会かいの陰いん謀ぼうを暴き、どうにかしてそういう人々を救うことができないだろうか」

　領家のその問いかけに、みな真剣に考えを巡らす。

　出てきたアイディアとしては、スキーの恐ろしさを喧けん伝でんしキャンセルへと誘導する、スキー合宿でできたカップルは早く別れるとデマを流す、ツアーガイドを装って上越新幹線ではなく東北新幹線へと導き寒々とした青森へと放り出す、などだった。

　しかし……みんな、敢あえて一つ、極めて簡単で直接的な方法を言わずに、回かい避ひしている感じがした。俺は、思い切ってそれを口に出してみる。

「やはり、我々もスキー場に出向き、直接教きよう導どうするしかないんじゃないのか？」

　俺が言うと、領家はフン、と鼻で笑った。やはりまだ、俺に対してはなんか態度が冷たい。

「そんなリア充じみた真似ができるか！　第一、スキーというもの自体が気に食わない。できることといったら、高いところから低い所へと滑すべり落ちる、これだけじゃないか。そんなことは路ろ傍ぼうの石にだってできるのだ。我々はもっと建設的なことに力を費やすべきだろう」

　彼女がそう結論づけると、場は静まり返った。

　そのまま一分くらい経たった後で、領家が締めくくりにかかった。

「ふむ……それでは『我々もスキーに行く』ということで良いな？　そこで映画の撮影も行うことにしよう、きっと良い『典型的リア充』シーンが撮とれることだろう」

　結局行くのかよ、とツッコミたい所だが、俺は黙っていた。

　みんな口に出してはいないが、それを少し楽しみにしているように見えた。それは領家とて、例外ではなさそうだ。

「それでは『スキー合宿妨害作戦』に向け、みな気を引き締めて行こう！　これは我々にとって、最初の遠征となる──この慣れ親しんだ学まなび舎や以外で大規模な作戦展開をできるか、ということは運動拡大の成否にかかわる非常に重要なポイントだ！　更に、映画撮影をも行うという一挙両得により、単細胞リア充共とは性能が異なるということを見せつけてやるのだ!!」
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　むろん俺らは一般生徒に混じっていくのではなく、移動手段や宿泊施設などは全く独立に用意する。移動手段の準備に関しては、神しん明めいさんが得意だというので、完全に一任することになった。宿泊施設に関してはまだ何の予定も立っておらず、領家は「最悪、野宿をするぞ！」などと言っていたが……まだ冬なんだし死ぬに決まってる。こちらはたぶん俺が、なんとかしなくてはならない。少し離れた駅なら安いビジネスホテルが空いているので、ギリギリまで決まらなかったらそこにしようと思っている。

　スキー板やブーツなどはスキー場で借りることにすればいいのだが、例えば日焼け止めなどの小物類を買う必要がある。

　そこで、週末に五人で集まって買い出しを行うことになった。ついでに、映画の私服デートシーンを撮影し、映画館で映画を観て作品作りの参考にする計画だ。




　集合時刻の五分前に指定場所に着くと、領りよう家けはもうそこで待っていた。上に時計が据え付けられたモニュメントをぼんやりと眺め、時折腕時計にも目を落としている。

「早いんだな」

　そう言って俺が横に立つと、領家はびくっ、と身体を震ふるわせた。

「いきなりっ……話しかけるな、びっくりするだろ」

　領家はくぐもった声でそう言うと、俺から半歩離れて後ろに手を組んだ。

「議長として、部員の目印となるのは当然の役割だ。皆がどこへ行って良いのか不安に彷徨さまようのを防ぐために、三十分前からここに来ている」

「ただ単にせっかちなだけだろ……」

　しかし俺もひとのことは言えなかった。ギリギリの時間を計算して家を出るのも面倒なので、三十分くらい前に着いて近くの本屋で立ち読みをして時間を潰つぶしていたのだ。

「それなら俺も、もうちょっと早くここに来てたら良かったな」

　わざわざ本屋で時間を潰す必要なんてなく、領家と適当なことを喋しやべっていれば良かったのだ。

「……どうしてだ？　なんで早く来れば良かったと思う、結局集合まで待つことになるんだぞ」

「なんで、って……喋ってた方が楽しいだろ？」

　結局本屋では読みたいものもなく、いつか覚えようと思っていた麻雀の点数計算の本を眺めていた。死ぬほど退屈だった。

「……私と話すの……楽しいか？」「まぁ、楽しいだろ」

　少なくとも点数計算の勉強よりは、気心の知れた仲間と話している方が楽しい。

「どうして私にそんな……親切にする？」

「何を言ってるんだ？　親切なんかじゃない、俺がそうしたいからするんだろう」

　なんだか話が嚙かみ合っていない感じがするが……まぁいつもの事か。

　十一時丁度に集合時間を設定したため、待ち合わせ場所に他の集団もたくさんやってきて混雑しはじめた。領りよう家けはぼーっとしていて別のグループに紛まぎれ込みそうになっている。

「領家、もうちょっとこっち、寄っとけ」「う、うん……」

　彼女はいやに素直に言うことを聞き、俺の側そばに寄ってきた。人混みにあてられたのか、少し顔が赤くなっている。

「そういえば、みんなでこうして集まるのは、バレンタイン直前の威い力りよく偵てい察さつ以来だな」

「……そうだ。しかしあの時はお前の言葉が曖あい昧まいだったお陰で、はからずも五人集合することになったのだ。はじめから皆一緒に、ということで計画されたのは、今回が初めてになるな」

　そんなことを言った矢先、ブーッ、と低い音が鳴った。どうやら領家の携帯らしかった。

「……西にし堀ぼりは今日、来られないそうだ。風邪を引いたらしい」

　女子二人とデートできるのが楽しみすぎて裸で寝っ転がったりしていたのだろうか。来られなくなって本当に落ち込んでいそうだ。

「残念だな、早く治るといいけど」

　俺がそう言うと、今度はこちらの携帯が鳴った。

「……瀬せヶが崎さきも来られないらしい。いきなり練習試合が入ったんだと」

「そうか、なかなか忙しい奴やつだな」

　残る一人は神しん明めいさんだが……時間になっても、来る気配がない。




「しょうがないな、俺らだけで行くか。神明さんとはあとで合流できるだろう、携帯があるんだし」

「……時間も勿もつ体たい無ないしな」

　領家はそう言って、俺のコートの袖そで口ぐちを持った。

「そうだな、逸はぐれるといけないからな」

　俺の言葉に領家は頷うなずき、「そうだ」と小さく返した。

「これまでの後ろ側を持つ方式に比べ、これだと私が前方の視界を確保しやすい」

　初はつ詣もうでのときや前回の外出ではコートの後ろの方を摑つかんで俺と逸れないようにしていた領家だったが、今回は袖口にしたらしい。俺のほうが幾分背が高いから、たしかにずっと後ろにいるのだと圧迫感があっただろう。

　しかしこれだと、遠くから見たら完全に手をつないでいるように見えそうだ。俺がそう言うと、領家はフフ、と不敵に笑った。

「こうしてリア充を装い、奴らの中に溶けこむことでそのありのままの生態を深く探索することができる。逸れない、という実際的な意味があるとともに、このように我々の反恋愛運動に役立ちもする方式なのだ」

　なんか今その場で考えたような後付け感があるが、まぁ領りよう家けの言うことにも一理あった。俺と領家はカップルひしめく街の中に、完全に溶け込んでいる。

　と、一瞬、領家の指と俺の手のひらが、偶然触れた。

「あっ……」領家は小さくそう漏もらすと、手を離してしまった。

「どうした？　ほら」

　後ろで立ち止まる領家に、そう言って俺が手を差し出すと、領家はぎりぎり聞こえるくらいの声で「……うん」とつぶやいて、また袖口をそっと摘つまんだ。




　まずは予定通り、映画を観ることになった。

　反恋愛プロパガンダ映画を作っているということで、真逆を行く恋愛映画を観ることに決めていた。それによって人々が恋愛にどのようなものを求めているかを研究し、得られた成果をもとにその幻想を的確に打ち砕いていくのだ。

「やはり……カップルで来ている者が多いな……」

　映画館に入り席を見渡して、領家はそう言った。若じやつ干かん、たじろいでいる。

「『カップルにおすすめ！』と評判の恋愛映画を、わざわざネットで調査してチョイスしてきたからな。それにしても、これは……」

　街で見かけるとただイラッ、とする対象にすぎないカップルだが、こうして狭い所に押し込められ綺き麗れいに陳列されると、異様な光景を作り出す。上映開始前の暇な時間だからか、特にそれが際立っていた。誰もが隣となりの彼氏や彼女と、まるで世界にはその二人しかいないかのように楽しそうに喋しやべっている。それが数えきれぬほどたくさん、雛ひな壇だんのような構造の映画館に敷しき詰められているのだ。

「ともかく、席に着こう。上映開始まですぐだ」

　領家がそう促うながすのに首しゆ肯こうし、そそくさと席へと向かう。皆ニコニコと親切に席の前を空あけ俺らを通してくれた。同じ『カップル』に対する仲間意識があるのかもしれない。




　予告編に続き、映画泥棒のアレが流れ、本編が始まる。

　最初は「頭の軽いリア充どもの娯楽」と高たかをくくっていたのだが、知らぬ間に画面に引きこまれていた。やはり俺らが撮とるものとは違い、本職のものは画面に説得力があった。些さ細さいなシーンに関しても、その裏には明確な意図があり、それに基づいて撮影されている──当然のことだがこれまであまり意識して観てはこなかった。

　その映画がおもしろかったのかどうかは、俺には分からなかった。ただ、それは良く作られていた。それだけは事実だった。

　最後のシーンが映し出され、それからエンドロールと共に主題歌が流れ始める。何組かのカップルがそれに合わせて席を立ち、あたりは少しざわめく。

　いつの間にか、俺は泣いていた。頰ほおを涙るい滴てきが伝う冷たさによって、はじめてそれと分かった。元々よく泣くほうだ。最近はとくに涙るい腺せんが緩ゆるくなった気がする。

　隣となりの領りよう家けは、スタッフロールが流れ始めても、じっと動かなかった。俺も終幕になり館内が明るくなるまで、ずっと黙っていた。




　ロビーに出て、領家は俺の顔を見てやっと口を開いた。

「なんだ、高たか砂さご。泣いてた、のか。頰に、跡が、ついてるぞ。恋愛映画で、ひっく、泣くなんて、我が部の……部員として恥ずかしい、ぞ」

　ぐしゃぐしゃの顔でしゃくりあげながらそんな風にからかわれても、ちっとも痛くも痒かゆくもなかった。

　出て行くカップルたちは俺と領家を見て、「若いなぁ」「なんか、可愛いね」などと囁ささやきあっている。身体の芯にぼっ、と火が灯ともったように、熱かった。ひっく、ひっく、と一定の間隔で押し殺した声を漏もらす領家の手を引いて、映画館の外へと早足で向かっていった。




　　　　◯




　喫茶店に入ってしばらくすると、領家もだいぶ落ち着いてきた。

　そうなるまでの間に、

「あのカップル……痴ち話わ喧げん嘩か？」「別れ話かな!?」「妊娠!?」「堕だ胎たい??」

　などと、周囲の人間が勝手にゴシップネタにして楽しんでいるのが漏れ聞こえてきた。




「大丈夫か？」

　俺がそう声をかけると、領家は顔を見せないようにしてそっぽを向いた。

「私は泣いてなどいない。お前と一緒にするな。ただ、シアター内とロビーとの光量の違いに目が驚いてしまっただけだ。敏感なのだ」

　そのわりには上映中、終しゆう盤ばんずっとひくひくしていた気がするが……俺はそれ以上深くツッコむのをやめた。

「神しん明めいさんからは、何か連絡があったか？」

「……間違って逆方向にむかう電車に乗った上、それが緊急停止してかなりの時間閉じ込められた挙句、昨晩携帯を充電し忘れていたらしく電池を切らしていたそうだ。一いつ旦たん帰ってからまた来ると」

「そうか……それは大変だな」

　神明さんは外見からするとふわふわした印象があるが、中身はしっかりしている。あまりそういったポカをやらかすタイプではないのだが……。

「そうだ、神しん明めいさんは水みず瓶がめ座ざ……今日の運勢は最悪だったな。それで不運が連続しているのかもしれん」

　俺が言うと、領りよう家けは一いつ瞬しゆんきょとん、とした顔をしたあと、笑った。声を立てて笑った。腹を抱えて笑う人間を、俺は初めて見た気がした。

「たかさごっ……お前っ、星座占い……信じてるのかっ！」

　領家は切れ切れの声でそう言うと、顔をおさえてぷふっ、ぷふっ、と押し殺したように噴ふき出していた。

「せいざっ……男子高校生が、せいざって……」

「何がおかしい」

　俺が言うと領家は涙を拭いて、極限まで緩ゆるんだ顔で言った。

「いや、別におかしくはない、ぞ。何を信じるのも、自由だしな。しかし、ちょっとギャップにおどろ……」

　そう言いかけて領家は、またぷっ、と噴ふき出した。

「占せん星せいというのは古くから行われてきた由ゆい緒しよ正しいものなんだ。長い歴史を受けてきただけあって、なんらかの、科学ではまだ解明できない力を持っているに違いない。ちなみに西にし堀ぼりの天てん秤びん座は十一位、瀬せヶが崎さきの牡お牛うし座は十位だった。どうだ、信じる気になっただろ。ちなみに乙女おとめ座の俺は一位、蟹かに座の領家は二位だ」

「やめっ……やめてっ……！」

　領家はまた一段と肩を震ふるわせて、片手で口を塞ふさぎ、もう片方の手のひらを俺に向けて制止する。

　なんだかバカにされているようで癪しやくだったが、久々に領家の心からの笑顔を見た気がした。




　そんな風に俺と領家が和わ気き藹あい々あいとした感じを出している時。

「リア充爆発しろ！」

　びくっ、として声のした方向を振り向くと──そこにはよく見知った顔があった。

　生徒会長・宮みや前まえだった。彼女はいつものように凛りんとして、腰に両手を当てて俺らにそんな言葉を投げかけたのだ。

　──正体がバレた？　俺らが反恋愛主義青年同盟部の一員であると、どこからか推断されてしまったのだろうか。

　血の気が引いた。領家も瞬しゆん時じに笑顔を引っ込め、真剣な顔で宮前の方へ振り返る。

「あの団体なら、きっとこんな風に言うのでしょうね。今なら少し、その気持ちが分かる気がしますわ」

　宮前はそう言って、横の髪を払って耳の上にかけた。

　どうやらバレたわけではないらしい、という事にほっとした一方で、なんだか見られていたことが急に恥ずかしくなってきてしまった。領りよう家けに関しても同じようで、俯うつむいて顔を赤らめている。

「少しお邪魔をさせて頂ちよう戴だい」

　にこやかな調子でそんな風に言うと、宮みや前まえは俺たちの隣となりの席に腰をかけ、テーブルを少し寄せた。

　なんとかペースを取り戻そうとして、俺は口を開いた。

「あ、あの、生徒会長は……」

「宮前。学校の中ではないのだから、そんな無ぶ粋すいな呼び方は要りませんわ」

「宮前先せん輩ぱいは……今日は、どうしてこちらへ？」

「普通に、買い物です。来週に一年生向けのスキー合宿があるのはご存じでしょう？　一応、生徒会主催ということなので、私わたくしも参加いたします。それに向けて少々、小物をそろえておこうかと」

　なるほど、俺らと目的は同じというわけか。

「それとも……休日なのに一人で出かけているのは──恋人と一緒に居ないのは、おかしい、と？」

「いえ、そんなことは……」

「いいんですわ、私もそう思っていますもの。この前までお付き合いさせていただいていた彼とは、つい先日別れましたわ。私以外に七人と付き合っていることが分かりましたので」

　宮前は澄ました顔をして、優雅に紅茶をすすった。

「それは……お気の毒に」「いいんですわ、どうせこちらも遊びですもの」

　何の衒てらいもなく、宮前はそう言ってのける。すごい世界の住人だ。

「別れたばかりというのもありますが……本当にあなたたちを羨ましく思いますわ。だいたい私……」

　しかし宮前はそこで言葉を止めると、口をつぐんだ。

「……余計なことですわ。申し訳ありません」

　そう言って彼女は微笑ほほえんだ。それは完璧に作り上げられた、仮面の笑顔に見えた。底が見えない──俺は宮前のことを、これまでとは全く違った意味で恐怖に思った。

「そういえばあなた方、スキー合宿には申し込まれましたの？」

「あっ、……いえ、俺らは」

「普通にしていたら、別々の部屋になってしまいますものね。学校行事に頼らずとも、お二人で仲良く、気軽にどこかへ行ったほうがたしかに楽しそうですわ」

　宮前はそう言ってまたカップを傾ける。静かにそれをソーサーに置くと、彼女は少し椅子を寄せて前傾し声を潜ひそめて言った。

「ね、特別に部屋を用意してあげましょうか？　一般生徒用のではない別のお宿の、とっても素敵なお部屋。きっと気にいるわ。お代はこちら持ちで」

「えっ、そんな……」

　そのあまりにも好条件の提案に驚いていると……隣から、ぷっ、と噴ふき出す音が聞こえた。横を見ると、領りよう家けが口を押さえている──おそらく、俺の今日の運勢が一位だということを思い出したのだろう。

　辛しん抱ぼう堪たまらなくなったのか、領家は「ちょっとお手洗いに」と震ふるえた声で言うと中座してしまった。

　宮みや前まえは少し不思議そうにトイレへ消えていく領家の後ろ姿を眺めていたが、やがて俺に向き直ると、声を一層小さくしてこう始めた。

「これは内緒の話にして欲しいのだけれど……」

　俺が頷うなずくと、宮前は説明を始めた。

「あなたがたも知っておられるでしょう、『反恋愛主義青年同盟部』とかいう反社会的団体……彼女らはよく、生徒会を、そしてなにより生徒会長である私わたくしを、恋愛至上主義推進のために秘密裏に行動している、『大たい性せい欲よく賛さん会かい』という組織の構成員だと主張しています。

　常識的な方々なら、彼女の言葉は陰いん謀ぼう論ろんに取り憑つかれた哀れな人間の戯たわ言ごととして聞き流すことでしょう。

　しかし実は……彼女の言うことは、正しいのです。

　もちろんあの方たちの言うような、暴力的に恋愛至上主義を推おし進すすめようとする凶悪な団体、という描像は正しくありませんわ。私たちはただ、社会に存在する様々な問題のために人々がその愛する相手を自由に愛すことができない、そんな状況に打ち勝つための、お手伝いを行おこなっているのです。

　社会、あるいは人間の集団は、普通に思われているよりはずっと不安定です。それがために、ともすればあの『反恋愛主義』云うん々ぬんの輩やからのようなものが現れ、我々の持続的発展を阻そ害がいし、人類を自滅の道へと押し進めようとする。

　そんな風に悪い方向へと転落していこうとする社会を、あるべき道に戻すために、我々は存在しているのです。

　会員は全国に十万人、全世界はそれにおよそ十倍する数が存在するといわれています。大企業、官庁、あるいは国会議員の中にも多くの会員が存在し、人々が正しく恋愛できるよう日々尽じん力りよくしています。

　今回、あなたがたにご提案しているお宿というのは、私たちの団体が運営するグループのものなのですわ。スノーリゾートは恋愛関係を構築するのに極めて好条件なので、そこに多くお宿を提供しているのです。生徒たちが泊まることになるのも、グレードは低いですけれどそのグループのホテル、だからこそ格安でスキー合宿が運営できるのです」

　宮みや前まえは淡々とした口調でそう言った。

　もちろん、俺は女児との絡みから実際にそのような団体が存在するのを知っていた。しかし、その構成員から、その話を直接耳にするのは初めてだった。

「冗談だと思われて？　それもしようのないことですわね」

　彼女はクスリと、控えめに笑った。

「いえ、べつに……冗談とは思いません」

「なぜ？」少し驚いたような調子で、宮前はそう問うた。「自分で言うのもなんですけれど、なかなか荒こう唐とう無む稽けいな話だと思いますけれど」

「世の中には、俺らが知らないだけで、荒唐無稽に感じるような話が現実に起こるものだと思っています。だから俺は否定しない。むしろ、そんな話が現実に存在している方が、おもしろいとすら思っています」

　宮前は俺の返事を聞くと、わずかに目を細めた。

「あなたは……いえ、なんでもありませんわ」

　そう言って眉根のあたりを指で圧おさえると、目をつぶり、すっと息を吸って、吐いた。

「なんだか、ペースが乱されますわ。変な御方ね」

「……すみません」「あら、褒ほめているのよ」

　そう言って彼女は手の甲で口を隠し、またクスクスと笑った。

「ね、あなたも私わたくしたちの団体にお入りにならない？　あなたと、そして可愛らしい恋人の風紀委員長さんもご一緒に。あなたなら──あなたたちと一緒なら、きっと……」

　宮前の目に火が一いつ瞬しゆんゆらめくのを、俺は見逃さなかった。それは冷たく、昏くらい……。

「また余計なことが口から零こぼれそうになる」

　彼女は誤ご魔ま化かすようにそう言って、目をつぶった。

「ね、考えておいて頂ちよう戴だい。きっと、あなたたちの利益にもなると思うの。……あ、帰ってきましたわ」

　宮前の視線の先には、トイレから戻ってきた領りよう家けがいた。まだ少し、唇がぷるぷる痙けい攣れんしている。

「少し領家さんをお借りしていい？　一人で街を歩くの、あまりにも寂しいんですもの。お宿を提供する、お代に。ね？」

「五人分の部屋って、用意できますか？　男子が二人で、女子が三人、なんですけど」

「あら、風紀委員の皆さんでいらっしゃるの？　……たぶん大丈夫、あとで確認してご連絡差し上げます。男女のグループ用の、とってもいいお部屋がありますわ……ね、でも注意して欲しいのだけれど」

　宮前はそう前置きして、頭をこちらに近づけて耳打ちした。

「抑えているつもりでも、案外声って漏もれてしまうものですのよ」

　そう言って彼女は、ふふ、と上品に笑った。この人にはいつもこう、弄もてあそばれてばかりだ。

「それじゃ領りよう家けさん、お借りしていくわね」

　宮みや前まえはそう言うと、戻ってきた領家の腕を取り外へ向かっていく。

「あまり、いじめないでくださいよ」「何言ってるの、いじめたりなんかしないわ。可愛がるだけ」

　事情を全く飲み込めない領家が、途方に暮れた顔で俺の方を見つめながら、連行されていった……。




　　　　◯




　領家とは一時的に分かれてしまったが、入れ替わるようにして神しん明めいさんと連絡がつくようになり、最初の待ち合わせ場所で落ち合うことにした。

「おまたせ……」

　疲れきった表情で歩いてくる神明さんに、俺はねぎらいの言葉をかける。

「大変でしたね。やはり運勢が……」

　俺は言いかけ、止める。また笑いものにされかねない。

「……うんせー？」「なんでもないです、さあ買い物、やっちゃいましょう」

「あれ？　薫かおるちゃんは？」

　神明さんのその疑問は当然だった。俺は喫茶店で起こった生徒会長との衝しよう突とつを簡単に説明した。

「……そんなわけで、領家は今、生徒会長とデートしてます」

「なんかいいね！　敵同士なのに、一方はそれを知らないままで仲良くなろうとしていて……ロマンだね！」

「領家は必ずや、生徒会長の懐ふところに入り込み重要な情報を握って帰ってくることでしょう」




『大たい性せい欲よく賛さん会かい』が実在し宮前がそこに所属しているということ──それは今のところ、俺の中だけに秘しておくべきことだと感じる。それはひとえに、俺以外の人間にとってはそれが容易には信じられぬことだからだ。それは宮前自身が言っていたとおりだ。

　本当に人類が地球外生命体により創つくりだされたものである、ということを話すことができないのと同じだ。当てずっぽうで適当に言った言葉が、実は本当だと聞かされても、言った本人ですら簡単には信じられないものだ。なにか決定的な証拠を探り、それと一緒に見せる必要がある。

　だから俺は、そのことを上手く言わないようにして、宮前から宿泊施設の提供を受けることになった、というのを話した。

「……じゃあ、私たちがあらかじめ用意すればいいのは、移動手段だけ、ってこと？」

「そうなりますね。神しん明めいさんにそこらへんやってもらうっていう話でしたけど、新幹線の切符くらいだったら俺でも手配できるので、やりましょうか？」

　俺がそう言うと、彼女はかぶりを振った。

「まかせておいて！　移動手段を用意するのは、得意中の得意なんだから」

　神明さんはそう言って胸を張った。……春に近づき、だんだんと薄着の季節になってきている。俺は急に夏が待ち遠しくなった。




　神明さんと一緒に買物をするのはおもしろかった。彼女は少し独特な切り口で世界を見ている感じがして、何気ない言葉の端々にその鋭するどさをうかがわせた。

　俺は彼女の半歩後ろで荷物を持って歩いていた。街を歩く男の視線が、神明さんに吸い寄せられるのが見ていて分かった。そんな彼らは隣となりを歩く彼女にその視線を見み咎とがめられたりしていて、なかなか面白い。視線の集まる先である神明さんにはたまったもんじゃないだろうが。

「もうだいぶ慣れたけどね」彼女はそう言って苦笑した。

「……どんな人にも、動物的なところと理性的なところがあるよね。何らかの刺激を与えられたとき、その動物部分と理性とがどんなふうに絡み合って最終的な結果としてでてくるのか……なんだか理科の実験みたいで、おもしろいでしょ」

「そんな風に見られていると思うと、なんだかぞっとしますよ」

　神明さんは可愛らしくクスクスと笑って、更に続けた。

「アメーバみたいに、刺激に対してやることが直結しているのを『動物的』って呼ぶことにすると、刺激を留保しつづけられるのが、理性、ってことになるのかな」

「……行動を先送りしつづけるのが、理性ですか？」

「少なくとも、そのひとつの現れなんじゃない？」

　彼女は人差し指でくるくると、頭の横で弧こを描いた。

「私たちのこの迷路が複雑になればなるほど、応答は当然遅くなると思うの。良く言えば、先のことを見据えて行動できるようになるよね。でもそれが、極限まで入り組んで、出口が見えなくなることって、あると思わない？」

「……そんなとき、どうすればいいんでしょうか」

　俺がそう問うと、神明さんは屈くつ託たくのない笑顔で言った。

「わかんない」

　そんなはっきりと言われてしまうと、なんだかこちらも釣られて笑ってしまった。




　　　　◯




　だいたい買い物も終わり、領りよう家けと再度落ち合う予定の時間まで少し間があった。

　神しん明めいさんと二人。丁度良いので、少し懸けん案あんになっていたことを、聞いてみることにした。

「あの……もうすぐ、ホワイトデー、ですよね」

「うん、お返し、期待してるからね」「神明さんに貰もらったの、五円チョコだけですよね!?」

　彼女はにっこりと笑うだけで、その後何も言わなかった。

「まあ、神明さんにも……なんか、考えておきます。で、本題なんですけど……割りとちゃんとしたものを貰った場合、どういうお返しをすればいいものなのか訊ききたくて……」

「私のはちゃんとしてないって？」

　神明さんは冗談めかしてそう言って笑う。「ごめん、ちょっと後こう輩はいいびりっていうの、やってみたかったの。で……高たか砂さごくん、そういうの貰ったんだ」

「えっと、あの……仮定の話で。恋愛至上主義者の分析に役立つかな、と思いまして」

　俺がそんな風に取り繕つくろって言うと、神明さんは妖あやしく笑った。

「なるほど……で、まず高砂くんはどんなものを贈ったらいいと思う？」

「そうですね……えーっと、ホワイトデーって、三月十四日じゃないですか。三・一四、円周率の最初の三桁です。だからなにか、円周率にちなんだ……あっそうだ、最近円周率がものすごい桁数載のってる、それだけの本を見つけて。そんなの、どうでしょうか」

　神明さんは、ボソッと言った。

「……死ねばいいのに」

　え、何？　俺の聞き間違いだよね!?

「あのさ、高砂くん……君には少し、人の心がない所があるよね？　それは君の魅み力りよくのひとつでもあるんだけど……今のは酷ひどいと思う」

「そんな駄だ目めですか」「ちょっとありえないね」

　完全に駄目だしされていた。なんか少し泣きそうだった。なんなら少し涙出たかもしれない。

「そういうネタに走るよりも、もっと本当に貰って嬉うれしいものを考えた方がいいと思うな」

「貰って嬉しいもの……」

　たしかに円周率の本は、貰った瞬しゆん間かんのネタとしては面白いかもしれないが、その後すぐに本棚の肥こやしになるに決まってる。

「やっぱり、無難にお菓子とか、ですかね」

「そうだね。……でも、そのあげた子は高砂くんが自分で選んだものなら、なんでも嬉しいんだと思うよ」

「……じゃあ円しゅ」「それは駄目」

　神明さんはきっぱりとそう断言した。やはり駄目か……。

「あ、というか俺の話じゃないですからね。リア充一般のことで……」

「わかってる。便べん宜ぎ上じよう高砂くんの話に置き換えてしゃべってるだけ」

　そう言って、神明さんは曖あい昧まいな笑みを寄越した。




　まだちょっと時間が余っていたので、神しん明めいさんと二人で家電量販店に入った。

　あまり男女二人で入るような場所ではないが、神明さんはこういう所で時間を潰つぶすのが好きらしい。俺もその意見には完全に同意できた。

　神明さんは極めて滑なめらかな足取りで電動マッサージ椅子のコーナーに行くと、脇目もふらずに腰を掛け電源を入れた。ふにゃふにゃ顔で完全に寛くつろいでいる。常習犯に違いなかった。




　しばらく動かないであろう神明さんをほったらかして、俺が新型のタブレットを適当に弄いじっている最中──聞き慣れた感じのする声が耳に飛び込んできた。

「……ほら、こっちに並びたまえ。……あ、こら、横入りするんじゃない……泣くな、しっかりと列を守っていれば必ず順番が来るのだ……」

　ぎょっとしてそちらの方を見ると、そこには少女向けのカードゲーム筐きよう体たい、そしてそこに群がる大量の女の子が──その中央に、女児がいた。

「……ほら、何回も連続してやるのではない！　みな列を成して待機しているのだから……」

　しかもなんか仕切っている。みんなからの信頼も厚いみたいだった。

　俺はそのあまりにも謎深い光景を見なかったことにして、またタブレット端末にしょうもない絵を描く作業に没頭した。
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　宮みや前まえから解放された領りよう家けは、なんだかヘトヘトだった。敵対するものが自分の前にいる状況で、それと知られないように振ふる舞まうというのは、確かに気疲れするのだろう。




「結局、全然撮影はできなかったね」

　神しん明めいさんは少し残念そうに、ハンチング帽のつばを触りながら言った。よく見るとポケットにサングラスもささっている。

　そういえば今日、ついでに街での様子なども撮影するということになっていたのだ。

「そもそもカメラは瀬せヶが崎さきが持って帰ってますからね。あいつが来ないと、なにも撮とれない」

　カメラマンに任命された瀬ヶ崎は、撮影技術を向上させるために家に持ち帰って練習しているらしい。今日は家から直接持ってくるつもりだったのだろう。以前、どんなものを撮って練習しているのか気になって彼のいない隙すきにデータを覗のぞいてみたら、公園の映像が入っていた。なんか小学生くらいの女の子が滑り台に乗っていたり、ブランコで遊んでいたりする動画だった。俺はそれ以上考えることをやめた。

「うーん、残念だね。まぁ、カップルが楽しそうにしているシーンは、スキー場でも撮れるかな」「そうですね、そこで巻き返しましょう」

　彼女はちょっと残念そうにしながらも笑い、

「じゃあね、薫かおるちゃん疲れてるみたいだし、しっかり送ってあげてね」

　と言って手を振り、雑ざつ踏とうへと紛まぎれていってしまった。

　領家は、まだぼんやりしていた。

「おい、大丈夫か、何があった」

「べつに……なにも。ただちょっと、疲れただけだ」

　聞くと、おびただしい量の買い物に付き合わされた挙句、異常な量のパフェを奢おごられたのだとか。

「どんなことを話した？　なにか、俺らのことを聞き出されたりしなかったか？」

　宮前が俺らのことを疑っている可能性は、まだゼロではない。そのために有利な提案をしたり、領家を連れ出したりした、ということも大いに考えられる。

「べつに、なにも……あっ」

　領家はそう言って、少しためらった後、低い声で言った。

「おまえの……どこが好きなのか、訊きかれた」

「何て答えたんだ」

　そう問うと、領家は俺の頭のてっぺんから足先まで、すっ、と目を通し、そのまま俯うつむいてしまった。

「そんなのはっ……適当に答えたに、決まってるだろ！」

　怒ったようにそう言って、少し顔を赤くした。きっと宮みや前まえにからかわれでもしたのだろう。

「はぁ……今日はさんざんな目にあった」

　ため息混じりの疲ひ弊へいしきった声で言った領りよう家けだったが、急にぷっ、と思いついたように笑うと顔を上げた。

「今日、私の星座は運勢が二位だと言ったな。これで、その占いがあてにならないことが証明されたな！」

　そう言って笑う領家は、しかし本当に楽しそうに見えた。




「……よし！」

　微かすかに聞こえたそんな声のする方を見ると、サングラスを掛け帽子を被った怪あやしい人影が、木の裏に身体を隠すようにして携帯のカメラをこちらに向けていた。

　どうみても神しん明めいさんだった。

「……なにやってんですか、神明さん」

　俺がそう声をかけると、彼女は携帯を後ろに隠してぴゅーぴゅーと口笛を吹いた。

「えっなんでもないよ、べつに何気ない日常シーンを、本人たちにはそれと知られずに撮とることによって自然体な感じをだそうと思ったわけじゃないよ」

　隠し事が下手すぎた。

「見せてください。どんなのが撮れたんです」

「えっなんのことかな……カメラは瀬せヶが崎さきくんが持ってるし……携帯のカメラで撮ることによって粗あらさや手ブレを逆に演出として取り入れようとしたわけでもないし……」

　不利な状況に対して発想の転換で打ち勝とうとする熱心な監かん督とくだった。

「あっ！」

　領家が神明さんの後ろに回り込み、携帯を奪取する。

　俺と領家は顔を近づけ、小さい画面に注視する。

　自然に会話する二人、俺をからかって笑う領家、不本意ながらも釣られて笑ってしまう俺──なんかものすごい、仲の良いカップルみたいだった。

「ね、よく撮れてるでしょ、名監督でしょ」

　神明さんは満面の笑みで携帯を奪い返した。俺も領家も、それに答えることは出来なかった。領家は顔が真っ赤だったし、俺はただただ身体が熱かった。
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　疲れきって家に帰ると、女児が満面の笑みを浮かべながら目の前にカードを並べていた。

「……それ好きなんですか、アニメも見てますよね」

「なっ！」

　女児は俺が入ってきていたことにようやく気付くと、ニヤけきっていた顔を急に強こわばらせた。急だったのでまだ若じやつ干かんニヤけが残っている。

「私がこんなものにハマるわけないだろ！　侵略をスムーズに行うためには子供心を摑つかむのが一番だから、研究していたのだ」

「家電屋で子供に混じって仲良くやってたのも、研究ですか」

　俺が問うと、女児は一いつ瞬しゆん『なぜそれを!?』という動揺を見せたが、すぐに取り繕つくろって胸を張った。

「そ、そうだ。やはり実地で対象を観察することが、何をおいても重要なのだ」

「なるほど」

　俺が適当に相あい槌づちを打つと、女児は偉そうにニヤリと笑った。

「やはり人間というのは私の作り上げた作品、我が子のようなもの。母である私のことを心の底で、それと気付かぬ内に慕っているようだ。ゲーム筐きよう体たいに群がっていた少女たちは皆、私に懐なついていたぞ」

　たしかに女児はあの場を取り仕切っていたように見えた。人類全体をコントロールすることはできなくても、ガキ大将くらいにはなれるのかもしれない。

「すごいですね、さすがです」

　俺が褒ほめると、女児は「えへへ」とだらしなく相そう好ごうを崩した。本当にただの扱いやすいガキにしか見えない。

「そういえば……お金はどこから出てるんです？　大たい性せい欲よく賛さん会かいの会員に上納金を要求したり……とか？」

「そんなことはしていない。そもそも私は欲深くなるようプログラムされた人類と違って、そんな莫大な金を必要としていない。あんな馬鹿みたいな紙ペラに一喜一憂するなど本当に滑こつ稽けいだ、いつも楽しませてもらっている」

「じゃあ、ゲームする金はどこから……」

「戸棚にあったぞ」

　そう言って女児は、手に持った箱をひっくり返した。中からばさばさと、ぽち袋が落ちてきた。

「俺のお年玉じゃないですか！　なんで……てか俺すら保管場所知らなかったのに！」

　毎年俺のお年玉は、親に貰もらう分を除いて母親に巻き上げられ、成人後の良いタイミングを見計らって返還されることになっていた。「お前のため」そう言いくるめられて、俺は泣く泣く親戚などから貰うお年玉を渡していたのだ──

「君の母親が新聞の料金を払うのに使っていたのを見てな、だれでも自由に使える金だと思っていた。すまん」

　泣いた。血の繫つながった実の親に、完全に裏切られていた。




「そう言えば、君の学校で近々スキー合宿が開催されるようだな。参加するのかい？」

「なっ……どうして知ってるんですか！」

　──こんななりだが、やはり彼女の情報網は侮あなどるべからざるものなのだ。俺はすっかりそれを忘れていた。彼女なら校内に密偵を張り巡らしたり、強大な権力を用いて職員に働きかけたりすることすら可能だろう。大たい性せい欲よく賛さん会かいに所属する宮みや前まえから、都つ度ど都つ度ど情報を受け取っているのかもしれない。

　背中に冷や汗が伝う──俺らの挙動は、どの程度まで女児に把握されているのだろうか。もしかしたら今日一日の出来事も全て、彼女にとっては小さい水槽のなかの出来事の如ごとく筒つつ抜ぬけなのだろうか──

「なに、君の通学カバンの底でくしゃくしゃに丸まってるプリントを発見してな。こういうのはちゃんとな、クリアファイルとかに入れるもんなんだぞ」

　綺き麗れいにアイロンがけされたプリントを差し出しながら、女児はそう叱しかってきた。おかんみたいな情報収集手段だった。十六歳の高校生が、見た目小四の女児にプリントの保管方法について叱られていた。さらに、情報を漏もらしているのは他でもない、俺自身だった。

「スキー教室なんて、行くわけないじゃないですか。そんな恋愛至上主義者じみた行事に、俺らがのこのこついていくわけがない。なによりもまず、スキーなんて今日きよう日び流行りませんよ」

　俺が早口で言うと、女児は深く頷うなずいた。

「……なるほど、やはりそうだろうと思っていた。君らがアウトドア・スポーツを楽しんでいる姿は、なかなか想像できない」

「そういえば、あの、あなたは……スキーとか、出来るんですか」

「馬鹿にしているのか。人類の運動能力というのは、私を規き範はんとして設計されているのだ。出来ぬことなどあるはずがない」

　そう言って威張っているが、この前なわとびの二重跳びが出来なくて俺は特訓に付き合わされた。その前は逆上がりだった。

　その自己申告にはかなり怪あやしいものがあったが、俺はスキーのことから話題をそらそうと特にそれ以上追及することもなく、いつものように対戦型のＴＶゲームで遊んだ。その後は一緒にお風呂に入り、俺が楽しみにしていたプリンを女児に食べられるなどして、日付をまたぐ前に眠りに落ちてしまった。







[image: 第３章　恋愛至上主義者殲滅の為の山岳活動演習]







　　　　１




　早朝、まだ空は薄ぼんやりとしか明るくなっていない時間帯に、俺は上野の駅に来ていた。

　ここに朝の五時に集合することになっているのだが……なんか異様に早すぎる集合時刻だ。普段ならまだ寝ている頃なので、気合を入れていないとまぶたが落ちそうになってくる。

　集合までまだ少し時間があるので、俺は近くのコンビニでコーヒーと、朝ごはんに食べられるようパンを買った。




「高たか砂さごくん、来てたんだ！　お早う」

　改札前の広場に、手を振る人影があった。神しん明めいさんだ。

「お早うございます、ちょっとコンビニへ買い物に……テンション、高いですね」

「旅ってさ……なんかわくわくするよね！」「まぁ、分かりますが……でも五時はキツイです」

　今日は生徒会＝大たい性せい欲よく賛さん会かい主催のスキー合宿初日。そこでカップルを成立させようという企たくらみを阻そ止しするため、俺ら反恋愛主義青年同盟部は、同じスキー場に乗り込むのだ。それとともにプロパガンダ映画の撮影をも行おこなってしまおうという、大変欲張りな作戦だった。なんか無理があるように思えてならない。

「何言ってるの！　列車が動き出す時間が私たちの活動開始時刻だよ！」

　神しん明めいさんはにこやかに笑いながら、眠気でぼんやりしている俺を叱しかった。本当にテンションが高い。

「他の人は……まだですか？」

「みんな四時五十二分に着くと思うよ。内回り電車で来ると思うから」

　切符の手配に自信満々だっただけあって、よく調べられていた。

「すごいですね」「慣れてるからね」

　そうこうしている内に、時刻通りに三人がやってきた。皆、そろいもそろって眠たそうな顔をしている。西にし堀ぼりは横に歩く領りよう家けに半分寄りかかっているし、瀬せヶが崎さきも笑ってはいるが明らかに目が半分閉じかけている。

「……ふゎ」

　改札を通りながら、領家は口で手を隠しあくびをした。髪が少しはねている。きっと時間がなかったのだろう。

「なんで……こんなに早いの？」

　西堀はかったるそうに口を最小限に動かして、そう言った。

「雪が降るとこなんだよ、かなり遠い所。時間がかかって当然だよ。それに、これでもかなり接続が良い方なんだから！」

　神しん明めいさんは早口でまくしたてると、みんなを奮ふるい立たせる言葉をかけた。

「ほら、しゃんとして！　みんな一年生で若いのに、だらしないぞ!!」

　一番辛つらそうにしている西堀が、神明さんに捕まえられ揺さぶられる。

「やめ、やめて……」

　そう言って手を伸ばして止めようとする際に、さり気なく乳を触っていた。どんなときでも余念のない奴やつである。

「茜あかねの言うとおりだ……二・一四のあの日、我々は雪の降る中を押して……未いまだ夜も明けやらぬ時間に集まったではないか。それを、忘れたか」

　領家は言うが、やはり自分も眠いらしくその声には覇は気きがなかった。

　あの生死を懸かけた闘とう争そうとは気分的に違うものがある。ちょっとした旅行気分であまり気合が入らない。

　しかしその中で、神明さんだけはやたらと張り切っていた。

「さ、行くよ！　あ、自動改札じゃなくてこっちの有人改札の方から入るよ」

　彼女の後に着いてぞろぞろと皆、ガラスで囲われた有人改札の所へ向かう。

「おねがいします、五人です！」

　神明さんが切符を手渡すと、駅員のお姉さんは目で五人いることを数えて判子を五つ押し、笑顔で「いってらっしゃい」と言って返した。




　一部の界かい隈わいで名高い13番線ホームを横目に、構内の少し高くなった所へ上っていく。

「あれ、新幹線のホーム、あっちですよ」

　俺が言うと、神しん明めいさんは振り返って、にこりと笑うだけ笑ってそのまま突き進んでいく。６番線のホームに登り、高たか崎さき行きの表示が出た普通列車に乗り込んだ。

「あの……もしかして、普通列車で行くんですか？」

「そうだよ？」

　神明さんは当然、といった顔でそう返した。俺の言葉が不可解なのか、首を傾かしげてすらいる。

　席についた瞬しゆん間かん、領りよう家けと西にし堀ぼりは寝てしまった。瀬せヶが崎さきはなんとか持ちこたえているが、うつらうつらしている。

「まだ学生なんだよ、贅ぜい沢たくしちゃだめ。それに普通列車で行ったほうが、湯ゆ檜び曽そから先とか、楽しさがたくさんあるんだから」

　神明さんはそう言って、判子が五つ押された切符を見せる。

「18きっぷ……ってなんですか……？」

　俺のその問いが、神明さんに火をつけてしまった。彼女は目を爛らん々らんと輝かがやかせながら、普段のおっとりした様子からは想像もできない早口で、つぶさにその切符について説明していった。

　かいつまんで概要を説明すると、ＪＲ各社の普通列車が五日間分乗り放題になる切符らしい。一人で五日間使ってもいいし、ひとり一日分ずつ使って複数人同行することもできる。今回は五人で使っているから、丁度一枚分使いきることになる。

　原則として急行や特急、新幹線に乗るときに乗車券代わりにこれを使うことはできないので、遅くて乗り換えの多い普通列車を使わなくてはならないのがネックだ。

「東京から、九州の小こ倉くらまで一日分で行けて、実際にやったことがあるんだ。そうすると一万円以上もおトクなんだよ」

「それ、何時間かかるんですか……？」「えっと……十九時間くらいだったかな」

　想像を絶する苦しみだった。新幹線なら乗り換えなしで五時間、飛行機ならもっとずっと早く到着できるだろう。

「……飽あきないんですか？」「慣れだね」

　そう言う神明さんの顔は、なにか玄人くろうとの渋さみたいなものを微かすかに見せているような気がした。

「いつもは家族とかと行くんですか？　それとも同じ趣味の友人とか……」

「え、ひとりだけど。ひとりで行った方が自由度高くて楽しいよ！」

　……なんだか最近、神明さんの意外な一面を見せられることが多い気がする。




　二度の乗り換えを終えると、そこかしこに積雪が見受けられるようになった。四人がけのクロスシートとその横の二人横並びの席を確保し、座る。神しん明めいさんと、彼女にへばりついて離れようとしない西にし堀ぼり、そしてカメラの入った大きな荷物を持った瀬せヶが崎さきが、クロスシートに座る。余った俺と領りよう家けが二人並んで掛けた。

　領家は、寝落ちしそうになっては、顔を叩たたき大きくまばたきを何回かする、ということを何なん遍べんも繰り返していた。

「なぁ、眠いなら寝ててもいいんだぞ」

「……いや、だめだ。議長である私が責任を持って皆を導かないと……全員寝落ちして乗り過ごす、ということがあってはならないからな」

　領家はまだ少し俺に対する怒りがあるのか、無理して身体を縮めて俺から指一本分くらいの隙すき間まを空あけて座っていた。

「それは大丈夫だ、神明さんに任せておけば間違いない」

　神明さんは今、満面の笑みで『湘しよう南なん色しよく』と呼ばれるカラーリングの電車が折り返していくのを見守っている。

「それに、俺はもうそんなに、眠くないんだ。大丈夫、寝てろよ」

　領家はそれを聞くと、わずかに顔を下へ向けた。

「そこまで言うのなら……分かった。お前の言葉に甘えよう。ただし……なにかあった場合、責任は高たか砂さごにとってもらうことになるぞ」

「分かった分かった、安心して寝てろ」

「お前な……責任管理というものが……どれだけ」

　そう言いながら領家のまぶたは、もう閉じかけていた。一分もしない内に、安らかな寝息を立てて眠りについた。

　身体の力も抜けたのか、頑張って小さく縮こまっていた分がゆるんで、体重が少し俺の方に乗りかかってくる。

　と、その拍子に頭がはたり、とこちら側に傾いた。領家の頭の重みが俺の肩に乗り、長くしなやかな髪がしなだれる。

　なんだかむず痒がゆいような、くすぐったいような、そんな絶妙な重みだった。

　冴さえない大学生風の男がそんな俺と領家をジロリと睨にらんで、ようやくなんだか恥ずかしくなって身体が火ほ照てった。

　しばらくすると、夢でもみているのか、微かすかに寝言が聞こえはじめた。

「たかさ……たか……き……す、きぃ……」

　俺が夢に登場しているようで、なんだか落ち着かない。あとは……夢の中で、スキーでもやっているのだろうか。相変わらず気の早い奴やつだった。
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「とうちゃーく！」

　神しん明めいさんは明るくそう言って、プラットフォームに降り立った。他の四人もそれに続き、無事目的地への移動に成功した……なんだか先が思いやられる苦労があったが。

　神明さんから栄養分を吸収したのか、西にし堀ぼりはもうしゃっきりとしていた。瀬せヶが崎さきも大丈夫そうで、親子連れで来たのであろう少女がはしゃぎすぎて母親に叱しかられる様子を、にこやかに眺めていた。……この旅行、本当に大丈夫かな？

　一方、領りよう家けは少しぼーっとして、顔が赤い。

「倒れてきたら、起こしてくれれば良かったのに……」

「まだ言ってんのか、よく寝てたから起こすの、気が引けたんだよ」

「三十分くらい記憶がない……なにか寝言で変なこと言ってなかっただろうか」

「特に……あ、やっぱり起こしてくれるか気になったんだろうな、俺の名を何度か呼んでいた。後は先のことが気になるのか、『スキー』という単語が何回か聞こえてきたぞ」

「……そうか、それなら特に何の問題もないな」

「ちょっと心配性すぎるんじゃないか」

「何を言う、この心配性こそが議長としての適性のひとつなのだ。同志の身を案ずるのは当然の責務、それがなければ組織は容易に瓦が解かいしてしまうだろう──そうだ、今日は皆、くれぐれも怪け我がだけはしないようにしてくれ！」

　領りよう家けの言葉に、みな頷うなずき改札へと向かっていく。




　と、そこにはわが校の生徒らの姿があった。俺らは物陰に隠れ、その様子をうかがう。

「どうして奴やつらがもう到着しているんだ！　あいつらの集合時刻は午前七時、我々より二時間も遅いのだぞ!!」

　小声でそう言う領家に、俺が返答する。

「新幹線を使ったんだろう」

「おのれっ……我々が辛つらい思いをしながら普通列車に座り、扉が開くたびに吹き込む寒風に耐え、幾度もの乗り換えを重ねてやっとここまでたどり着いたというのに!!　これは完全に、我々非リア充が常に被こうむっている不平等のアナロジーになっている！　我々が長時間かけて築き上げたものを、奴らはあっさりと一足飛びに達成してしまうのだ！　──我々は他のよく知らないクラスメイトにものを頼むときなど、半時間も前から緊張して文もん言ごんを考えたりやりとりをシミュレーションしたり小さく発声練習したりするというのに、リア充ときたら、『あ、これやっといて』『えーなんでよ、自分でやんなさよ』『いやーお前これ得意っしょ、今度なんか奢おごるからさ』『もー、そう言っていつも約束忘れるんだから……今回は絶対忘れないでよ』『わーってるって、サンキュな』『……しょうがないなー』こうだ!!　なんで最後の方、女子も頼られたのが嬉うれしいのかやる気出しているんだ！　さらに、さり気なくデートの伏線を張るなどと言語道断の所業だ！　爆発しろ!!」

　領家は昏くらい目線で一般生徒らを眺めながらそう言った。もちろん小声だ。

　リア充はともかくとして、領家の出す『非リア充』の例は、完全にコミュ障の方に足を踏ふみ入れてしまっている。

　しかも今回の問題は、リア充‐非リア充の対立というよりは、完全に神しん明めいさんの個人的趣味だった。

　一方諸悪の根源たる神明さんはといえば、

「上越新幹線が作られたのは、スキーリゾートへと若者を誘致しカップルを成立せしめんとする大たい性せい欲よく賛さん会かいの陰いん謀ぼうなのかもしれないね！」

　などと適当なことを吹いて、領家を調子づかせていた。

「時は来た！　我々の闘たたかいの火ひ蓋ぶたは、ゲレンデに降り立つ前から既に切られていた!!　この屈辱をしっかりと嚙かみしめ、反逆に転じていくのだ！　躊ちゆう躇ちよすることなく我々の渾こん身しんの力で以もつて、リア充を粉砕していこう!!」

　領家のその小声の演説を聞き、俺たちは小声で鬨ときの声を挙げた。
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　一般生徒たちが貸し切りのバスに乗るのを横目に、俺らは路線バスにこそこそと乗り込みスキー場へと向かう。風紀委員会として生徒会長に誘われて来ているのだから隠れる必要なんてないのだが、クラスの奴やつらに見つかった時に説明が面倒なのと、あとはいつもの習性で隠おん密みつに行動してしまっていた。

「しかし、この風景をみると雪国に来たという感じがするな！」

　領りよう家けはバスの車窓から見える景色に感嘆した。

　道路の脇にうずたかく雪が積まれ壁ができていた。その雪のレーンを大きなバスが器用に走って行く。東京では見られない光景だ。

「このあたりは温泉地でもあって、宿に引かれている他にいくつか外そと湯ゆもあるんだよ」

　旅行係の神しん明めいさんがそう話す。

「温泉、好きなんですか？」

　俺がそんな質問を発すると、神明さんはとても嬉うれしそうに笑った。

「うん！　どこか遠くに出かけると、必ず近くに温泉がないか、って探しちゃう。豪華な作りの観光客向きに設しつらえられた浴場もいいけど、地元の人も入りにくるような素そ朴ぼくな所もおもしろいんだよ！」

　なんかまた、渋い趣味だった。

「温泉……温泉……」

　なにかを察知したのか、西にし堀ぼりがうわ言のようにつぶやく。

「優ゆうちゃんも、温泉好きなの？」「……大好き」

　西堀が好きなのは温泉自体ではないんじゃないかという気がするが……。

「ぼくも温泉や銭湯は好きですね。最近では城きの崎さきに行ったのが楽しかったです。よく趣味でスーパー銭湯なんかにも行ったりしますよ」

　城崎は温泉テーマパークとしてかなり力を入れて整備され交通の便も割りと良いから、家族連れが良く来る。当然、その中には年とし端はのゆかぬ少女が含まれ、都合により男湯に入らせるケースもあるだろう。スーパー銭湯も同じだ。ただそのことと瀬せヶが崎さきの嗜し好こうとの間に相関があるのかは不明だ。探ってはならないことだった。




　スキー場に着きスキー板やブーツなどを借りて、男女に分かれて更衣室に入る。

「瀬ヶ崎はよく、スキーとか行くのか？」

　着替えながら俺が問うと、瀬ヶ崎は曖あい昧まいに笑った。

「うーん……実は、あまり。今日はちょっと、最初の方はスキー場主催のスクールにでも行こうかと思ってるんだ」

「なんか、意外だな」「そうかな」「ウェアだってなんか年季入ってるし」「……これは、父のお下がりを借りてきたんだよ」「なるほど……それじゃ、映画撮影用のカメラとかは最初、俺が持っていたほうがいいか」「お願いするよ」

　そんな会話を交わしながら、着替えてニット帽をかぶり、ブーツを履はいて、スキー場へと向かうロープウェイ乗り場へ行く。女子はもう少し時間がかかるみたいで、まだ来ていなかった。

「日焼け止めは？」

　そう言って瀬せヶが崎さきが差し出す小さなプラスチック容器を、俺は受け取る。

「おう、ありがとう。使わせてもらう……しかし随ずい分ぶん、用意がいいんだな、あまり経験ないんだろ？」

　鼻の上まで覆おおえるようなネックウォーマーを首にかけているし、ゴーグルもかなり良いものだった。

「……いろいろ調べたからね」「なるほど、勉強家だな」

　そんな風に事前にいろいろ調べたりするからこそ、色々なことに対し上達が早かったりするのだろうか。俺はそんな瀬ヶ崎の姿勢に感銘を受けながら、日焼け止めクリームを顔に塗る。




「おまたせー！」

　神しん明めいさんのそんな声とともに、女子三人がやってくる。

　西にし堀ぼりは、子供が着ていそうな派手な配色のウェアを身につけていた。多分レンタルだが、なんか異様に似合っている。

　神明さんはスノーボードを手に持っていた。スキーウェアに比べるとわりと余裕のある恰かつ好こうなのだが、それでも胸部のボリュームは隠しきれていなかった。

　一番後ろについてきた領りよう家けは──白を基調とした上、黒っぽい色の下、という落ち着いた色合いのウェアを身にまとっていた。彼女の黒い髪が、その白い色に良く映えた。とてもよく似合っていた。背中には、小さめのリュックが揺れている。

「さあ、行こう！　奴やつらに少し後おくれを取ってしまったみたいだからな」

　カシャカシャとブーツを鳴らしながら歩いてくる領家は、片手にまとめて持ったストックの先を持ち上げて、俺らを先へと促うながした。

「白いウェアなのは、雪原用迷彩か？」「そうだ、よく分かったな」

　俺の言葉を受けて、領家は嬉うれしそうにそう返す。

「久々の直接行動だ、いつ大たい性せい欲よく賛さん会かいとの戦せん闘とうになるか分からない。昔のウェアは小さくて着られなくなったから今回新調したのだが、そのことを考慮しておいたのだ」

「なるほど、さすがだな……それに、とても良く似合っている」

　率直な意見を述べると、先を行っていた領家はぴたりと足を止めた。

「に、似合っているかどうかなどは、問題ではない！　迷彩としての性能、それだけをだなっ……」

　前を向いたままこちらへ振り向かずに、領りよう家けは俺を叱しかる。

　そんなことをしていると、プルルルル、とけたたましい音が鳴り始めた。ロープウェイがまもなく出発してしまうのだ。

　慌あわてて駆け込む。俺らが入りきると、直後に扉が閉じられロープウェイは動き出した。
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　降りたった先は、一面の銀世界だった。

　電車に揺られている最中も、駅を降りてからもたくさん雪を見かけることはあったが、これほどまでに雪に覆おおわれた光景はスキー場に来てこそだ。小さい時にも何度かスキーに連れて行ってもらったことはあるが、改めて見ると圧倒的な光景だった。

　ロープウェイを降りた場所は、ゲレンデの中腹にあった。最初のリフトに乗るには、ここから少し滑すべっていく必要がある。

　現在は快晴だ。予報によるとこのままの天気が続くとのことだ。




　領家は早速スキーを履はくと、さっさと滑り下りていってしまった。分かってはいたが、気の早い奴やつだ。

「それじゃ、ぼくはスキー場でやってるスクールに登録してきますね」

　瀬せヶが崎さきはそう残して、「スキースクール」というのぼりが掲げられている近くのロッジへ向かっていった。

　スキーを履くのに手こずる西にし堀ぼりを、俺と神しん明めいさんとで手伝う。

「お前も瀬ヶ崎みたいにスクール行ったほうがいいんじゃないか？」

「だって、子供と一緒とか、恥ずかしい」

　西堀は斜面をみて、戦々恐々としながらそう言った。その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、俺の中で瀬ヶ崎の不可解な言動のすべてが、ある一つの結論に向けてかっちりと組み上がった。




　西堀の介護を神明さんに任せて、俺は先に行ってしまった領家を追う。神明さんはスキーも得意らしく、丁てい寧ねいにプルークボーゲンを教えていた。西堀は大きなゴーグルで顔が半分隠れているが、熱心に教える神明さんに内うち股またを触られて喜んでいるのが、はっきり分かった。

　下に降りると、領家が退屈そうに待っていた。

「どうした、遅いな」

「西堀が初心者らしくてな」

「そうか……私としたことが、議長としての責務も全まつとうせずに突っ走ってしまったな」

　領りよう家けは珍しく凹へこんでいた。だんだんリーダーとしての責任感が、言葉だけでなく芽生えはじめているのかもしれない。これまでに色々な艱かん難なん辛しん苦くがあった結果だろう。

「それに関しては、神しん明めいさんが面倒を見てくれている。任せて大丈夫そうだ」

「そうか……助かるな」

　領家は上を見て、神明さんと西にし堀ぼりを見つけて手を振った。白いウェアで目立たないからか反応が返ってこないが、俺がストックを上げて大きく振ると二人は気付き、手を振り返してくれた。

「おい、もう少し上を見ろ」

　領家は急に声を強こわばらせて、そう言った。

　視線をもう少し上にずらすと、ごちゃっ、とした人間のまとまりがあった。

「あれは……うちらの高校の、生徒か」

「そうだろう。よく見ると、もう男女でくっついて和わ気き藹あい々あいやってる奴やつらが多数いる」

「よく分かるな……」遠すぎて顔なんて分からないから、おそらくウェアの配色などで男女を見分けているのだろう。訓練された反恋愛の戦士にしか出来ない芸当だった。

「行くぞ！」

　いてもたってもいられない、という風に領家が動き出す。スキーを履はいた状態で、平らなところの移動がかなり速い。俺にはついていくのがやっとだった。領家はそうとうスキーに慣れているのに違いない。




　リフト乗り場はかなり空すいており、二人で乗る。定員は四人で、かなり余裕があった。

　と、領家はバーを下ろすや否いなやリュックサックを下ろし、ゴソゴソやりはじめた。

「おい、領家、何を……」

　手に持たれていたのは、いつものトラメガだった。

「……まさか、上空から演説するつもりか!?」

「そのまさかだ。お前もゴーグルで顔を隠しておけ」

　領家はそう言って、外して額ひたいに掛けていたゴーグルを、きっちりと装着した。俺も慌あわてて、それに倣ならう。

　丁度、生徒たちの一団の頭上に俺らの乗るリフトが差し掛かった時──いつものやつが、始まった。




「そこのスキー場でいちゃつく男女！　静聴せよ!!」




　バッ、と視線が俺らのリフトに集中する。ゴーグルと帽子とでほとんど顔は隠れており、いつものヘルメットに手ぬぐいのスタイルと一緒で素す性じようは分からないはずだ。

　横で領りよう家けはニヤリと笑い、続けた。

「そこの男女！　『真っ白な世界……ロマンチックだね♡』『夜も真っ白なシーツのゲレンデに綺き麗れいなシュプールを描いていこうな♡』などと抜かしているそこの男女！

　リア充爆発しろ！　雪崩なだれを引き起こさない程度に控えめに、爆発しろ！

　諸君らは平時でさえ『恋愛』なる強迫観念に束そく縛ばくされ身動きがとれなくなっているというのに、ゲレンデというこの真っ白い処刑場でさらに自らの思考能力をなくしてしまっている！

　その悪夢のメカニズムはこうだ──旅行中という非日常、あたり一面の銀世界、心はどうしても浮き立ってしまう。異性を見れば、普段と違ってニット帽に面積の広いゴーグル、欠点が覆おおい隠されてしまう。さらに滑走という行為のスリルによって、精神は不安定にならざるを得ず、いわゆる吊つり橋ばし効果を生む。その結果、諸君らは普段ならば決して行わぬであろう愚かな選択を行い、カップルを成立させてしまうのだ!!

　まさに、全く隙すきのない布陣で、このスノースポーツという白い悪魔は、恋愛に憧あこがれてしまう弱い諸君らの心を刈かり取っていく。

　気付かなくてはならない！　君たちは騙だまされているのだ!!

　自然を破壊して作られたこのゲレンデという悪趣味な舞ぶ台たいで、諸君らは滑こつ稽けいな仮装をしたピエロとなって踊おどるのだ！　それを見てほくそ笑むのは誰だ!?　経営者か？　資本家か？　旅行業者か？　地元の議員か？　違う、傍ぼう観かんして笑っているつもりの彼ら・彼女らもまた、この喜劇で滑稽に踊る登場人物に他ならない！　諸君らが恋愛関係を発展させるために落とした金が一いつ旦たん上部の人間に回収されるように見えても、すぐにそれはまた彼らによって恋愛という幻想のために別の形でつぎ込まれてしまう──この永久に続く負のスパイラルによって、人類の生産性は非常に強く抑制され、その結果として自らの過あやまちに気付けないでいるのだ！

　どうしてそのような状況が生起するのか──その答えはただひとつ、我々が『誤あやまって作られている』からに他ならない!!　我々はそもそもその身体の内に、深刻なバグを埋め込まれているのだ！　人類は間違った状態で産み落とされた！

　この精巧な仕掛けは、決して自然には生成されない──そう、我々は何者かによって、この地球上に、バグを仕込まれて生み出され、そして今地球上の生きとし生けるものすべてを喰くらい尽つくそうとしているのだ！　我々は地球外生命体によって、地球に植え付けられた侵略生物に他ならない！

　この状況を打開する方法が、ただ一つだけある──恋愛を放ほう棄きせよ!!　良心的繁はん殖しよく拒否によって、我々は母なる地球を、自死を以もつて護まもるのだ！

　この期ごに及んで恋愛を称しよう揚ようし恋人と愉たのしみ、あるいは恋人を作ろうと躍やつ起きになるリア充およびその予備軍に対して、我々は全重量を掛けた殲せん滅めつ戦せんを仕掛けていく！　あらん限りの力を以て振り下ろされた階級的怒りの鉄てつ鎚ついは、反革命集団を一撃の下に粉ふん砕さいし、恋愛により桃色に染め上げられたその脳のう髄ずいをゲレンデの真白いキャンバスに塗りたくることになるだろう！

　繰り返す、恋愛を放ほう棄きせよ!!

　諸君らの信じる恋愛ロマンスの神、そんなものは邪神の類だ！　世界を崩ほう壊かいさせようと、諸君らのことを手ぐすね引いて待っているのだぞ!!

　ゲレンデを溶かすのは『恋』ではない！　太陽の灼しやく熱ねつ、ただそれのみなのだ!!」

　領りよう家けの演説に、下がざわめく。

「……これで奴やつらも、少しは自分たちの置かれている状況を客観視し、衝しよう動どう的てき行為を慎むようになるだろう」

　領家はそう言うと、トラメガを小さいリュックの中にしまいこんで不敵に笑った。




　リフトを降り、ためしに生徒らの付近を通るように滑かつ走そうしてみたが、誰も俺たちが演説を行おこなったリフトに乗っていた二人だとは気づかなかった。おそらく遠かったこと、同じようなウェアを着ている人が多数いること、ゴーグルと帽子で顔の大半が隠れてしまっていること、そしてなによりも、いま自分たちが楽しむことに精一杯で他に気がまわらないことが原因として考えられる。ということはあの演説を聞かされても内容は頭に残っているか疑わしい──この場所で奴らを目覚めさせるのは、かなり厄やつ介かいな仕事だということが分かる。

　生徒の会話が聞こえてくる。「やだーテッシン、スキー初心者なの」「……うっせ、こんなもん、滑すべれたってなんの得にもならねぇだろ」「またそんなこと言って」普段はそのリーダーシップから、周囲に恋愛対象としては見られていない姉あね御ご肌はだの女子。しかし、いつものクールな印象とは裏腹にピンク色の可愛らしいウェアを身にまとっている。「ほら、アタシが教えてやるからさ」いつものように親切にしているだけの彼女だが、普段と違うその格好で言われるそれに男子の心は否いや応おうなくざわついてしまう。「お、おう……頼む」「なんだ、やけに素直じゃん」「……うっせ」──そんな感じだった。

　こういう光景が、そこかしこで繰り広げられていた。

「鬱うつ陶とうしいことこの上ない!!」

　領家は目の前で転んだ生徒を回かい避ひするため急転回すると、俺のほうにやってきてそう言った。

「何を考えているんだ！　こんなゆるい坂、直滑降でも大したスピードは乗らないぞ、わざと転んでるんじゃないのか!?」

　ゴーグルを外すと、領家は大きくまばたきをした。少し滲にじんだ汗がその長いまつ毛に絡みつき、まばたきに従って水滴が揺れると雪からの反射光を照らし返してきらめいた。

「これでは、思うように滑れないな……」

「もっと、上の方へ行くか？　かなり大きなスキー場で、ゴンドラやリフトを乗り継いでいくと結構離れたところまで行けるみたいだぞ」

　領家は頷うなずく。

「この身動きのとれない状況では作戦遂すい行こうもおぼつかない。奴やつらはこれからいろいろな所へバラけていくだろうが、その前にスキー場全体の把握を行うことで地の利を得、有利な状況を作り出そう！」

　色々言っているが、たぶん自分がめいっぱい滑すべりたいだけだった。かなり上手いみたいだし。




　そんなわけで俺と領りよう家けは二人で、上の方を目指していくことにした。

　まずは定員六人くらいのゴンドラに乗る。中には他に誰もおらず、二人きりだ。

　閉へい鎖さ的てき状況だからか、なんだかうまく会話を切り出すことができない。

「た、高たか砂さごは」「領家、あのっ……」

　やっとのことで出した声が、重なってしまう。お互いに譲ゆずりあった結果、領家の方の話を先にすることになった。

「高砂は……けっこうスキーとか、やるのか」

「そうだな、小学校のころに母親の知り合いのグループで、毎年行っていた。中にベテランの人がいてな、子供たちはみなその人に教わっていたんだ。中学になったら休みが合わなくて行けなくなって……それ以来だな」

「なるほど……その、子供たち、というのは、たくさんいたのか？」

「うーん……四、五人だったと思うが……、そうだ、中に同い年の女の子がいてな、別の学校に行っているから珍しい話が聞けて楽しかった覚えがある」

　俺が言うと、領家は少しだけ低い声で尋たずねた。

「その子とは……その女とは、今も連絡を取り合っているのか？」

「いや、ぜんぜん。というかもう、名前も顔も思い出せない」

　少し思案して領家の真意に思い当たった。

「なるほど、知ち己きを通して反恋愛活動を学外まで拡げていこうという魂こん胆たんだな。さすが議長としての意識が高いな。使えるものはなんでも使っていこうというのか……調べればきっと連絡がつくぞ。帰ったら早速やって……」

「いや、いい。そうではない。少し黙れ」

　なぜか辛しん辣らつに扱われてしまった。せっかくやる気がみなぎってきたというのに……。

「高砂の方は……私になんと言おうとしたんだ？」

　領家は少し唇を尖とがらせながら窓の外を見て、つぶやくようにそう言った。

「俺も、同じだよ。領家、かなりスキーできるみたいだけど、よく来るのか」

「そうだ、ほとんど毎シーズン来ている。はじめて来た時は、小さかった……まだ、あいつがいたからな」

　そう言って領家は、外に向けていた目を少し細めた。

「なんか、すまん。嫌なこと思い出させたな」

「いや、気にするな。謝られる方が辛つらいものがある」

　フッ、と少し苦々しさを滲にじませた顔で笑うと、領りよう家けは目を閉じて続けた。

「父は若い頃からスキーにのめり込んでいたみたいでな、毎年忙しい合間を縫ぬって連れて行ってくれるんだ。コース外の整備されていない所を滑すべるのが好きで……よく係員に見つかって二人で怒られる」

　そう語る領家の顔は、本当に楽しそうだった。




　ゴンドラの終点まで来ると、平日だけあってかなり人の数は少なくなっていた。

「どうする、このあたりで滑るか？」

　俺が言うと、領家はスキー場の地図が描かれた看板を見ながら応こたえた。

「どうせならもう少し先まで行こう。やはり全体の地形を確認しておく必要がある」

　ゴンドラを降りた場所から少し行った所にあるリフトに乗り、さらに先を目指すことになった。




　先程から少し雪が降り始めていたが、だんだんと降るペースも、雪の一粒一粒の大きさも増していき、風も出てきた。

「今日は天気が良いという予報だったが……まぁ、雪山に来た、という感じが出て良いか」

　領家はそう言って、少しだけ開いていたジャケットの前を、上までしっかりと閉めた。「んっ……」と少し苦しそうな、艶つやっぽい声が漏もれ聞こえ、しかも周りに誰もいないのでなんだか緊張してしまった。




　今度のリフトは二人乗りの、狭くてフードのついていないものだった。客が居なくて暇そうな係員のおじさんが、座面に積もった雪を掃はいてくれた。結構な速度でやってくるリフトの椅子を片手で受け止め、座る。

　薄暗い乗り場の小屋を抜けると、外は降る雪で真っ白に染まっていた。

「これは……視界がなくなりそうだな」

　ぶるっ、と身体を震ふるわせて、領家がつぶやく。

　柱のところに来るたびにガタガタ揺すられながら、俺と領家を乗せたリフトは上に向かっていく。狭い二人乗り用のシートだから、どうしても身体がくっついてしまい、互いの熱が伝わる。

　静せい寂じやく。先ほどとは少し性質の違う気まずさがあった。真っ白に染まる世界、仕切りなんて一切ないリフトの上なのに、まるで世界に二人きりでいるような錯さつ覚かく。お互いに伝わる体温。微かすかに流れてくる放送の、一昔前の流行歌が、逆に静けさを強調していた。

「……このリフト、『ロマンスリフト』などという名前が、ついていたな」

　軽く外側に顔を向けた領りよう家けが、そう言った。ニット帽の裾からはみ出た耳たぶが、寒さに赤くなっている。

「ああ、そんな名前だった」

「……フザけた名称だ！　やはりスキー場などというものは、恋愛至上主義にその根本から浸つかりきってしまっている施設なのであって……」




　領家がそんな風に長くなりそうな話をしはじめた時だった。

　突然、リフトの運行が止まった。

　慣かん性せいで、俺らの乗っていたリフトは前に振れ、後ろに振れる。少しひやっとするが、問題なく揺れは落ち着いた。

「……止まったな」

　俺が言うと、領家は小さく頷うなずいた。

「きっと乗り場で初心者が転んだりでもしたんだろう、よくあることだ」

　止まる風景、降り止まぬ雪。布越しに伝わってくる領家の体温だけが、ただひとつの揺るがぬ本当のことのような──そんな感傷的な気持ちになる。

　領家は、身み震ぶるいをした。

「寒いな……そうだ、今日の私とお前の星座の運勢は、どうなっている」

　領家は少しシニカルに笑った。

　──十一位と十二位。

　移動中にネットで見たその答えを伝えようとして、やめた。どうせまた馬鹿にされるだろう。

「あいにく、今日は見ていなくてな」

「噓うそをつけ、見ただろう？　十一位と十二位だった、私も先ほど、お前のよく見ているやつを確認したからな」

　領家はくっくっ、と本当に楽しそうに笑う。

「気を遣つかったのか、すまんな。確かにこんなときにその結果を聞かされると、気が滅め入いりそうだ──それにしても、本当に寒い」

　領家はマフラーを口くち許もとまでたぐり寄せる。しかしそれだと、首元から風が入り込みまた寒くなってしまうのだ。

　そこでようやく俺は、いま自分が背負っているリュックにカメラと一緒に入れていたある物の存在を思い出した──

「そうだ、領家、少し待ってろ、いいものがある」

　ストックを領家に持ってもらい、狭いリフトの中でうまく身体を動かしてリュックの中からそれを取り出す。

　ネックウォーマーだ。

「忘れていた、買ってきていたんだ。これをつけたらいい、暖かいぞ」

「ど、どうした急に。それに私はいま、両手がふさがっている……」

　そういえば俺の分のストックを持ってもらっているから、両手が使えない状態だった。

「仕方がない、俺がつけよう。目をつぶっていろ」「お、おい！　待て、心の準備が……」

　ごちゃごちゃ言っている領りよう家けの頭に、ずぼっ、とネックウォーマーをかぶせ、下に引っ張る。顔が出てきて、閉じていた目が、パッと開いた。至近距離で目と目が合ってしまう。

　なんだか気恥ずかしくなってすぐに身体を引っ込め、預けていたストックを返してもらった。領家はもそもそと、俺ががさつにはめたネックウォーマーの位置を直した。

「たしかに……あたたかいな」「そうだろ、吹ふ雪ぶいているときはこれがあると助かる」

　俺は予あらかじめ装着していた自分のものを上に引きずり出し、口を覆おおうようにして紐ひもを閉めた。

「こんな雪になるのだと分かっていたら、私も持ってきたんだがな……それにしても、どうして二つも持っていたんだ？　しかもこれ、新品じゃないか」

　俺はニット帽の上から頭を搔かいて、その疑問に答える。

「その……買ったんだよ。お前のために」

「私の、ため？」

「そうだ。あの……二月十四日に、チョコレート……貰もらったろ？　タイミングがいいし、一応、お返ししとこうと思ってな。あれだ、ホワイトデー、ってやつだ」

　しどろもどろになりながら、俺は言った。領家は下を向いて、身動き一つせずに黙っている。

「あのときは、俺は投げてしまったんだったな……そうだ、お返しに、それもどこかへ投げ捨ててしまっても構わない。ただ今は、結構有用だろ？　必要なくなってからどこか──ああ、せっかく取り戻したんだから、部室でいいだろ。部室の窓から投げ捨てたらいいんじゃないか。それで、チャラに……いや、それは俺の勝手な言いぶんか……」

　恥ずかしくなっていろいろ言葉を継いでいると、領家が下を向いたままで、ぽつりとつぶやいた。

「どうして……お前は……」

　領家の声は、震ふるえていた──まずい、また怒らせてしまったか。

「真っ白なゲレンデ……しきりに降る雪……ふたり乗りのリフトが止まって……私たち二人しか、周りに見えない……そんなところで……」

　言葉を切ると、領家は顔を上げてキッ、と俺を睨にらんだ。ネックウォーマーに隠れて顔の下半分は見えないが、ゴーグルを外していたので上側は見えていた。

　顔の色は真っ赤に染まって、目が潤うるんでいた。

「どうしてお前は、そんなロマンチックな状況で、ホワイトデーのお返しなどするのだ！　どんなリア充だって、こんなことは思いつかないぞっ!!」

「いやっ、別に意図があったわけでは……リフト止まって暇だし、寒そうだったし」

　確かに領りよう家けの言うとおりだ。恥ずかしさがどんどん膨ふくれ上がって、背中に汗をかいてきてしまう。

「お前はもうちょっと……配慮というものを、学ぶべきだと思う」

　領家はネックウォーマーを指でいじりながら、軽く震ふるえた声でそう言った。

「すみません……はい、その通りだと俺も思います」

　そんなやりとりをしているうちに、やっとリフトは上へ向けて動き出した。







　　　　２




「なんだか身体が熱い、先に行っているからな」

　リフトを降りてから領家はすぐそう言って、顔もこちらに見せぬまま一人で先へ向かっていってしまった。

　俺も、なんだかとてもこっ恥ぱずかしいことをしてしまったのでは、という思いがふつふつと湧わき上がってきて、無性に叫びたい気分だった。

　リフトを降りたところから少し離れて、しばらく頭を抱えてうずくまった。このまま誰にも会わずに一人で帰ってしまいたいぐらいだったが、これも一過性のものだ、と言い聞かせてそのまま辛しん抱ぼうする。

　だんだん身体の熱がさめてきて、頭が働いてくる。まだ恥ずかしいものの、どうにか逃げ出さずに済みそうなくらいには落ち着いた。だが、もうしばらくは領家と面と向かって話せる気がしない。

　とりあえず俺も滑すべろうと思い、片手でまとめて持っていたストックを両手に持ち直した。




　そんな時だった──聞き慣れた声が、俺のすぐ後ろで響ひびいた。

「……ふふ、やっと追いついた。無事、プレゼントは渡せたのかい？」

　あるはずのないその声に驚き、振り返る──




　そこには、女児がいた。




　ファンシーな色の子供用のウェアを、これ以上ないというくらいに可愛らしく着こなして、小さな板を履はき小さなストックを両手に持って、ニヤリと不敵に笑っていた。

「──なんで、あなたが、こんな所に？」

「君のやることなど、私にしてみたらお見通しなのだよ」

　──そうだ、大たい性せい欲よく賛さん会かいに所属する宮みや前まえ、そのボスたる女児、情報はいとも簡単に手に入るだろう。そもそも神じん通つう力りきじみた女児の能力を以もつてすれば、地表で生起する全ての出来事は手に取るように分かって──

「君、ずっと携帯のＧＰＳで位置追跡できるからな。今朝タブレットで見て高たか崎さきにいたから、Ｍａｘときで追いかけてきた」

　普通に現実的な手段だった。またしてもバレた原因は俺だった。迂う闊かつすぎるが、スキー場で他のメンバーの位置を知るのに使っているので切ることはできない。

「お金はまた……俺のお年玉ですか」「そうだ、グリーン車に乗ってきた」

　優雅な女児だった。過去の自分が断腸の思いで手放してきたお年玉がみるみるうちに使い込まれていくのを目の前にして、ただただこの世の儚はかなさを思い知らされ全身の力が抜けていく感じがした。

「で、ホワイトデーのプレゼントであるネックウォーマーは、領りよう家け薫かおるに渡せたのかい？　──あ、これは君が捨てていたレシートと、こっそり渡すときの言葉を練習していた様子から推察したまでだ」

「……見てたんですか」

「ああ、深夜にトイレにいく時、君がいないから探したら、廊下でブツブツやっていたんだ。あの時はついに気が狂ったかと思ったが──今日、やっと全てのピースが繫つながったよ」

「もしかして……あなたがわざとコケて、リフトを止めたんですか!?」

　女児の鋭するどい洞どう察さつを聞いて、俺は戦せん慄りつした──もしかしたら、この人なら特別な力なんて一切使わなくても、俺らをコントロール出来るのかもしれない。

　女児はコホン、とひとつ咳せき払ばらいをすると、重々しく言った。

「……如い何かにも、その通りだ。君にもやっと私の全知全能が理解できるようになってきたみたいだ。スキーなどという上から下へ滑すべるだけの遊びが、創造主たる私に出来ぬはずなどないからな。しかし、初心者のフリをして転ぶのは、なかなか難しいものがあった」

　そう言って女児は胸を張った。胸部のまな板が無残にも強調されてしまう。

「……これから、どうするんですか。あなたの、俺と領家の関係をいい感じにしようという作戦は、残念なことに功を奏してしまったみたいですけど」「……そうだな。直に君たちの活動を見ることも少ないからな──ちょっとばかり見学させてもらうことにするよ」

「断っても、ついてくるんですよね……」「ああ、スキーなんてお茶の子さいさいだからな、いくら君らが逃げまわっても、簡単についていくことが出来るだろう」

　その答えを聞き、嘆息する。どうにもこの人に勝つ手段を見出みいだすことができない。

　やはり文字通り、「出来が違う」ことを思い知らされる。そんな中で俺があがき続ける意味なんて、あるのだろうか？

　そう考え始めて、やめる。そんなものがあろうがなかろうが、俺にはあがき続けるしかなかった。

「とにかく、俺は先に行ってしまった領家のもとに向かいます」「……好きにしたまえ」

　走り続けなくてはならない。今は、とにかく前を見て──そうしていれば必ず、なにか現状を打開するきっかけがある、かもしれない。

　モヤモヤした気持ちのまま、俺は滑すべりだす。スピードが乗り身体が風を切ると、頭が冷やされた。何回かターンして積もったばかりの雪を飛ばすと、そのたびに雪ゆき飛沫しぶきに陽光が散乱されて光った。いつの間にか雪がやみ、日が出ていた。

　いくぶん短絡的だが、俺の心にも希望が兆きざした。きっと、たぶん、おそらく、いつかは──なにかが、摑つかめるはずだ。

　──と、そんな時。

　隣となりを猛スピードで何かが駆け抜けた。

　そして、転んだ。見事だった。三回ぐらい前転した後で、スキー板が綺き麗れいに吹っ飛んでいった。

　舞い上がった雪の煙えん幕まくの中から、その姿が現れる──




　女児だった。




「……どうしたんすか」

「わ、技を試していたのだがな……やはり、五千年のブランクがあると、ちとキツいな」

　女児はそう言って、半分雪に埋まった身体を一生懸命起こし、雪にズボズボ足をとられながら飛んでいったスキー板二枚を回収し、下に置いた。

「あっ、ああ！」

　板が勝手に滑っていき、女児は情けない声をあげた。俺は軽く滑かつ走そうして、その板を摑む。

「あの……初心者ですよね？」

「そんなわけっ、ないだろ!!　仮に、仮にだな、初心者だとしても、人類の祖、モデルたる私に、できないことなど、ないっ！」

　女児はそう見み得えを切った。

「じゃ、板はめて滑ってみてくださいよ」

　足元に板を並べて言うと、女児は俺の太ももをグーで殴ってきた。

「馬鹿にするな！　見てろ!!」

　そう言って女児はブーツを板にはめようとするが、底面に雪がびっしりついてしまっているので、うまくはまらない。

「あれっ、あれっ……わかった、欠陥製品だな。ふん……人類はやはり私が急造した不完全な種、どうしても精せい細さいな仕事は出来んのだな」

「違いますよ、こうして雪を取ってやれば……」

　俺は女児の足を持って、ビンディングに底面をガツガツとぶつけてやった。固まっていた雪がとれていく。

「これで……ほら、履はけたじゃないですか」

　俺にスキー板を両足履かされた女児は、キッ、とこちらを睨にらんできた。完全に涙目になっている。

「こんなことで……勝ったと思うなよ!!」

　そう言うと女児は向こう見ずに滑かつ走そうし始めるのだが、案あんの定じようまたスピードが乗りすぎて大回転してコケて板が吹っ飛んでいった。

　……なんだか、思ってたよりもすぐに女児に勝つことができてしまった。

　あと、きっと転んでリフトを止めたのも、故意ではなく本当にコケただけなんだろう。
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　このままでは埒らちが明かないので、俺は女児に最低限の基本を教えることにした。最初は不服そうだった女児だが、俺の指導のもとだんだんと滑すべれるようになってくると、素直に従うようになってきた。まだまだ滑り方はぎこちないものの、中級者コースくらいなら慎重に行けば滑れるようになった。やっぱりなんだかんだ言って飲み込みは早いみたいだ。

　そんな中、瀬せヶが崎さきから連絡が来た。これから俺のいる方へ向かう、という内容のメッセージと、スクールで仲良くなったと思おぼしき小さな女の子三人と一緒に写っている写真が送られてきた。大丈夫かな、電話番号とか訊きいたりしてないかな……？

　領りよう家けの方からは、しばらく単独行動する旨むねの連絡があり、神しん明めいさんからは西にし堀ぼりが足をプルプルさせながらゆるい斜面を滑っている動画が送られてきた。

「ふっ……こいつとは仲良くできそうだな」

　女児は俺の携帯を覗のぞきこんで西堀を見ると、そう言った。

「私がデザインした体型にかなり近い、優秀な個体だ。逆にその、チラッと映る撮影者……なんと言ったか」「神明さん」「そう、そいつはダメだな、胸部に腫しゆ瘍ようが出来てしまっている、バグだ」

　吐き捨てるようにそう言った女児は、自分の平らな胸をなでさすった。

「いいか、これがプロトタイプなのだ、ここからの逸いつ脱だつは全て異常なのだぞ」「はぁ……」

　俺が気のない返事をすると、女児はフンッ、と鼻を鳴らした。

「まあいい、いつか君にも分かる日が来るだろう」

　その日は、多分瀬ヶ崎に洗脳されるか何かした日だろう。その日が永久に来ないことを切に願う。

「──さて、私のスキーだが、なかなか上達してきたと思わんか？」

「はい、それは。やっぱり習得が早いですよ。さすが、という感じを受けました」

　俺が素直な感想を言うと、女児はにへら、と笑った。やはり女児は女児だった。

「それでだな……やはり『上級コース』に行かなくては、面めん目ぼくというものがだな」

「それは厳しいですよ、上級コースはコブがあったり非ひ圧あつ雪せつだったりして、違うスキルが必要になりますから……俺も上手く滑すべる自信がないです」

「なに、弟子が師を超えることは、どんな時代にも起こってきたことだ。私なら出来る。この急成長を見ただろう？　滑っている最中にすら、技術を習得してみせるさ」

　そう言い残して、女児は滑り始めた。

　丁度、それと入れ違うようにして、瀬せヶが崎さきが到着する。

「おまたせ、初心者だから、少し手こずってしまって……んっ？」

　瀬ヶ崎の顔が、一気に険けわしくなった。その目はただ一点、女児の方向を一心不乱に見つめていた。

「……あれは？」

「あれは……なんというか、その……やめとけ」

「何を言っているんだ、ぼくはあんなに──あれほどまでに完璧な女性を見たことは、これまでに一度だってない──遠目からだって分かる。君、いま彼女と話していただろう？　誰──いや、どんな御方なんだ……？」

　現代社会に生きる人間として迫害されそうな瀬ヶ崎の言葉だったが、本人曰いわく人類の原型らしいし、割りと真実をついているところがあって侮あなどれない。

　どう返答していいか俺が思案している時だった。

　女児が、派手に転んだ。綺き麗れいな転び方ですぐ起き上がることができたのだが、如何いかんせん上級者コースのこぶだらけの場所にいて、どう滑っていいのか分からないらしい。途方に暮れてしまっている。

「おーい、最悪、スキー持ってウェアのケツで滑っていけばいいぞー！」

　俺が叫ぶと、女児は泣きそうな顔で頷うなずいた。

「いや、ぼくが行くよ」

　瀬ヶ崎はそう言い残すと、疾風のようなスピードとキレのあるターンであっという間に女児のもとまで辿たどり着き、彼女を丁重にお姫様抱っこしてそのままストックも使わずに下まで降りてしまった。どう考えても初心者なはずがなかった。女児を前にして、完全に自分の設定を忘れてしまっていた。

　俺は迂う回かいコースを通って瀬ヶ崎たちに合流する。女児は半ベソをかいていた。

「……お前、初心者なんだよな？」

「ねぇ、高たか砂さごくん。愛の力というのは時に、想像もできない奇跡を引き起こすんだよ」

　なんかかっこいい決め台詞ぜりふみたいに言っているが、相手は見た目小四の女児だった。
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　近くにあった休きゆう憩けい小屋に入り、瀬せヶが崎さきに事情を説明する。

　事情──と言っても、もちろん全てを洗いざらい話すわけにはいかない。俺の気が狂ったか、からかっているかのどちらかに思われて相手にされまい。

　内容としては、女児が俺の「妹」であること、こっそり俺の旅行についてきてしまったということ、大まかにはこの二点だった。

「なるほど、君に妹がいたとはね……なんでもっと早く言ってくれなかったんだ、つれないじゃないか」

　最近妹になったばかりだから、とはいえない。そもそも、本当に妹がいたとして、瀬ヶ崎の嗜し好こうを知っていたら絶対に紹介するはずなどなかった。

「まぁ……なんとなく言いそびれていてな。そういえば、俺もみんなの家族構成なんて、ちっとも知らない」

　そんな風に言葉を濁にごしていると、俺と瀬ヶ崎の座る卓に向かって、女児がとことことやってきた。買ってきたアイスクリームが、大事そうにその小さな両手に包まれている。

「ほら、こうやってブーツゆるめると、歩きやすくなりま……なるぞ」

　椅子に座ろうとする女児のブーツ上部の締め具をゆるめて、俺が言う。普段の癖くせで敬語で話しそうになったが、妹に対してそんな言こと葉ば遣づかいで接する兄、というのはちょっとヤバい。慌あわてて言い方を直した。

　女児は椅子に座って足をぶらぶらさせると、ニット帽と頭にかけていたゴーグルをはずす。帽子に引きずられて一いつ瞬しゆん持ち上げられた柔らかなその髪が、音もなく滑なめらかに重力で垂れ下がる。絹きぬ織おり物ものを思わせる繊せん細さいさ、軽さだった。ほのかに甘い香りが漂う。

　基本的に瀬ヶ崎はニコニコしているのだが、細められたまぶたの奥を注意深く見ると、時折極めて鋭するどい眼差しを女児に向けることがあった。俺にとっては蚊か帳やの外のことだが、思わず背中に汗をかいてしまう。

　そんなことは全くお構いなしに、女児は満面の笑みでアイスを食べている。カップの、高いやつだ。その金も俺のお年玉から切り崩されているのかと思うと、無性にやるせなくなった。

「少し分けろ」

　そう言って俺は女児のスプーンをもぎとると、アイスを掬すくって口に運んだ。上品な苺いちごの香りと濃厚なアイスクリームが絶妙なハーモニーを奏でる。美う味まい。

「おい、横取りするな！　自分で買え!!」

「俺の金みたいなもんじゃないか！」

　スプーンを返しながら俺はそんな泣き言をいうが、女児はフン、とそっぽを向くと俺からアイスを隠すようにして食べ始めた。

「なあ瀬せヶが崎さき聞いてくれ、こいつ俺のお年玉を……」

　言いかけて、俺は瀬ヶ崎の異変に気づいた。女児のもつスプーンを熱心にじっと眺めている。

「君は……とんでもないことを、さらっとやってのけたね。ぼくらがどれだけ望んでも、達成することが決して許されない、そのことを」

「なんだ、お前もアイスが欲しかったのか。おい、一口くらい分けてやれよ」

　俺は女児に呼びかけるが、即座に「ヤダ！」と無む下げに断られてしまった。本当にガキだ。

「すまんな、瀬ヶ崎、子供なんだよ──そうだ、もう一個買って、俺とお前で半分ずつにするか、そうしよう」

「君と同じアイスクリームをつついて何が楽しいんだ？」

　真顔で言われた。半分キレていた。怖い。




　結局俺と瀬ヶ崎は、アイスクリームではなく昼食代わりにけっこうガッツリと食った。忙しさのあまり忘れていたが、朝食を列車の中で摂とって以来、何も口にしていなかった。他のメンバーも呼ぼうと連絡を試みたのだが、いくら待てども返事がなかった。きっとそれぞれ独立に、うまくやってくれているだろう。なんだかこんな所でも俺らの非リア充っぽさが遺い憾かんなく発揮されている気がして、大変残念な気分になった。

　その後、俺と瀬ヶ崎の監修の下で女児のスキー練習が行われた。最後にはかなり上達して、もしかしたら俺よりもうまくなったかもしれない。ちょっと嫉しつ妬としてしまう。

　瀬ヶ崎はやはり、非常に上手だった。なんというか、見ていて気持ちのいい滑すべり方をする。優雅なのだ。予あらかじめなめらかな線がゲレンデの上に描かれていてそれをただ力を抜いてなぞっていくように、彼の滑り方は自然だった。エッジをきかせてターンするたびに銀色の粉がはらはらと空中を舞まい、ニット帽の裾から出た彼の髪が慣かん性せいにたなびく。瀬ヶ崎ファンなら垂すい涎ぜんの光景だが、女児にとってはどうでもいいらしく、ただの「スキーを教えてくれる優しいお兄さん」のようだった。




「本当に良い子だ。上達が早い」

　上から滑り降りてくる女児を遠目に見ながら、俺と並んで立つ瀬ヶ崎が言った。

「上達が早いのは確かだ。しかし我わが儘ままにすぎる」

　そもそも地球全体を我が物にしようとしているのだから、我儘なのは論をまたぬことだった。

「子供というのは我儘なものなんじゃないのかな。我々の論理を勝手に押し付けるのは、あまり意味のないことだよ。ね、高たか砂さごく……いや、お義に兄いさん」

「お前に義あ兄に呼ばわりされる筋合いはない」

　瀬ヶ崎が詰め寄る。

「どうして……こんなに愛しているというのに」「一方的に、な」

「絶対に振り向かせてみせる」

　楽しそうに滑すべる女児を眺める瀬せヶが崎さきの目は、決然とした闘とう志しに満ち溢あふれていた。
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　昼時もとっくに過ぎて三時頃になって、ようやく領りよう家けと合流することが出来た。ゴンドラ降り場の付近、少し平らになったところで、俺らは落ち合った。

　なんか──顔が合わせづらい。向こうもそれは同じようで、決して目線を合わせぬようにしていた。

（……また喧けん嘩かでもしたのかい？）（いや、べつに。そもそも喧嘩するような仲じゃないし）

　耳打ちして問うてくる瀬ヶ崎に、俺は小さく応こたえた。

　むしろ喧嘩をしている状況よりも、ずっと気まずい感じがする。

「……それで、この女の子は、何なんだ」

　領家は女児を指さして、当然すぎる疑問を発した。

　女児は暇になったのか、雪球を作って俺にぶつけて遊んでいる。彼女にとっては雪自体が珍しいのかもしれない。

「ああ、これは……俺の妹で、なんかひとりで、ついて来てしまったらしい」

「お前、妹がいたのか!?」

　領家は驚いて、女児をしげしげと眺めた。

「……たしかに、言われてみれば似ているかもしれない」

　似ているのはたぶん、俺に限ったことではなく全人類について言えることだった。何しろ女児を型として人類は創つくりだされたのだ。




「もうすぐスキー場は終業になってしまいますし、監かん督とくいないですけど出来る範はん囲いで撮とっておきましょうか？」

　瀬ヶ崎が言った。

　そうだ、そもそも俺らは大たい性せい欲よく賛さん会かいの目もく論ろ見みを打破するため、そしてついでに映画を撮るためにここにやってきたのだ。決して遊ぶためじゃない。

「そ、そうだな。遊ぶために来たんじゃないんだしな！」

　領家はそう言うが、完全に当初の目的を忘れて楽しんでいた風だった。

「お昼ごろ、滑っていて腹が減ったので食堂に入ってカツカレーを頼んだのだ。むろん誰かと滑っていたわけではないから、独りでだ。そうしたら、見てみろ、食堂の中にはカップルや家族連れしかいない！　独りでいるのは本気で滑りに来ているおじさん達くらいだ。女子高生が単独なんて、私くらいだった……。そのいたたまれない空気の中、私はカツカレーを食べた。うら若き乙女が、カツカレーだ。衣はサクサクで中はジューシーなチキンカツ、カレーは程よくスパイシーで疲れた身体を奮ふるい立たせてくれた……美う味まかった。私は超高速でカツカレーを食べ終えると、すぐに食堂を後にした──せざるを得なかったのだ。このやるせない気持ち、リア充への怒り、カツカレーのおいしさを、映画にぶつけたい！」

　領りよう家けはそんな意気込みを俺らに語った。リア充とは全く関係ないが、なんか無性にカツカレーが食べたくなってきた。

「そんなわけでだな……ちょっと子供は、あっちで遊んでいてくれまいか」

　女児に向かって、領家はしゃがみ込みながらそう言った。なんだか子供をどう扱えばいいのかわからない、といった感じが領家らしい。

　女児はそれを受けて「うん！」と元気いっぱいに頷うなずくと、器用にスキーとストックとを使って、少し離れた場所まで歩いて行った。俺の横を通り過ぎる瞬しゆん間かん、女児は一瞬だけ不気味な笑みを見せた──そんな気がした。

　俺のリュックからカメラを取り出し瀬せヶが崎さきに渡す。

「とりあえず、領家さんと君が仲良くしているシーンを撮とればいいかな？」

「そうだな、こんな風に遊んでいたからこそ、入試で痛い目を見るんだ、というその原因を描き出すところだ、本当に楽しそうに見せなくてはならないな」

　そう言って俺は頷く。

「二人で……並んでいればいいか？」

　領家は控えめな声でそう口にすると、少し滑すべって俺の隣となりに並ぶ。ちょっと距離が開いている。

「うーん……あまり楽しそうに見えないかな」

　瀬ヶ崎が苦笑しながらダメ出しをする。

「仲良く、と言ってもだな……そもそも、普段、私と高たか砂さごはあまり仲良くないわけで……」

　自分のスキーのつま先に目線を落としながら、領家がそう言った。

「そうだな……むしろお互いを憎みあってすらいる」

　追つい随ずいする俺の言葉を聞いて、瀬ヶ崎は首をかしげた。

「そうですか？　いつも、かなり仲良く見えますが」

「そんなことはない」「領家の言うとおりだ、話すときに目すら合わせられないからな」

「そうですか……しかし、ここでは『演技』と割りきって、仲良く振ふる舞まってもらわないと。しばらくカメラ回しておきますから、なんとかお願いします」

　瀬ヶ崎はそう言うが、やはりリフト上でのことがあって、上手く接することが出来ない。天候は回復したが、領家はまだ俺がプレゼントしたネックウォーマーをつけていて、俯うつむきながら無意識になのかそれを触っていた。




　そんな風に俺らが手こずっていると──

　後ろから、ガッ、と手に衝しよう撃げきが来た。その勢いで、前方に腕がもっていかれる。

　振り向くと、女児だった。女児が後ろから勢いをつけて滑すべってきて、俺の手を摑つかんだのだ。

「おい、何やって……」

　見ると、摑んだのは俺の手だけじゃなかった。もう片方の手には領りよう家けの手が握られている。俺と領家との間に入り込んで、両方の手をとり、繫つなげた形になった。

「こら、やめなさい！　遊びじゃないんだから」

　俺は言うが、女児は手をがっしり摑んで離さない。

　その一方、領家の方は女児の扱いに慣れないので、どうしていいか分からずオロオロするだけだった。

「瀬せヶが崎さき、なんとかしてくれ！」

　叫ぶが、その声は虚むなしく空気を揺らすだけだった──瀬ヶ崎はこれまでにないくらい真剣にカメラを構え、女児の動きをしっかりと捉とらえていた。

「……いい……いい……」

　ブツブツとそうつぶやきながら瀬ヶ崎は、俺と領家との間で楽しそうに笑う女児を撮とり続けていた。

　離れていた俺と領家を女児が架か橋きようすることによって、距離が狭まる。これが女児の目もく論ろ見みだった。

「薫かおるさんは、お兄ちゃんのこと嫌いなの？」

　あざとさ満点の笑みで、女児が領家にそう尋たずねる。

「べ、別に……嫌いではない。なんとも、思ってないだけだ」

「お兄ちゃんはね、おうちではずっと薫さんの話しかしないんだよ！」

「おい、何言ってんだ、やめろ！」

　女児は俺にだけ分かるように唇の端をわずかに歪ゆがめて、やめる気がないことを示した。

「そ、そうか。どうせ悪口ばかり言っているんだろ……」

「そんなことないよ、いつも楽しい話、してくれるもん！」

　領家は口をすぼめて、頰ほおを紅こう潮ちようさせ、上うわ目め遣づかいでちらりと俺の方を見た。

「私、薫さんみたいな楽しい人がお姉ちゃんだったらよかったなー。ね、お姉ちゃん、って呼んでいい？　いいでしょ？」

「べ、別に構わんが……親族でもない者にそんな呼称は、変ではないか？」

「だってお兄ちゃんと薫さんが結婚したら、お姉ちゃんになるんだよ、変なことないよ」

　領家は『結婚』の言葉を聞くとブッ、と噴ふき出した。俺も前につんのめりそうになる。

「け、けっこ……結婚……。お前の妹はずいぶん、ませているんだな……」

　領家は俺の方を全く見ず、ほぼ真下を向いたまま、消え入るような小声でそう言った。俺の方もまともに喋しやべれる状況じゃなかった。

　瀬せヶが崎さきはそんな俺らには一切目もくれずに、カメラを女児に向け続けていた……。
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　結局、女児の妨害のお陰でそれ以降全く撮影にならなかったため、明日へ持ち越すことになった。一晩経たてばまた気持ちも入れ替えられるだろう。どうにかして今度は女児が介入してくるのを防がなくてはならない。




　スキー場の一番下の方、朝に乗ってきたロープウェイの乗り場付近で、神しん明めいさんや西にし堀ぼりと落ち合うことにしたのだが……そこには神明さんの姿はなく、西堀が憔しよう悴すいしきったような顔で佇たたずんでいた。

「もうかえりたい、つかれた。スキーなんて、くるんじゃなかった」

　平坦な中に深い悲しみを漂わせながら、西堀は言った。

「どうした、神明さんは？　何か悪いことでも……」

　俺が慌あわてて問うと、西堀は首を横に振った。

「お昼食べた後、どっかにいっちゃった。迷子じゃなくて、単独行動で……宿で、合流するって」

「そうか……じゃあずっと、お前ひとりだったのか」

　西堀はこくり、と頷うなずく。

「スキーはすこし滑すべれるようになって、最初は楽しかったけど……独りだし、リア充たくさんいるし……子供に間違えられて、迷子かと勘違いされるし」

　たしかにこの近辺にはスキー合宿の生徒たちがうじゃうじゃいて、奴やつらが楽しそうにやっているなか独りで滑るのは辛つらそうだ。

「……このガキ、何」

　西堀は女児を見て、冷たくそう言い放った。一方、女児の方は西堀に強い親近感を抱いているみたいで、ベタベタと西堀の胸を触って笑みを浮かべている。

「ああ、これは……俺の妹で」

「すき！」女児はそう言って、西堀にすがりつく。自分が設計したものに限りなく忠実な個体を前に、テンションが上がっているのだろう。

「……ガキは嫌い」

　不機嫌な声こわ音ねでそう言い放ち、西堀は女児を引っぺがした。しかし女児は全くめげる気配がない。

「すき！」「……離れろ」「なかよくして」「……たかさご、なんとかして」

　結局俺が女児を引き離したが、その後も女児は西にし堀ぼりに対してにこやかに笑いかけ、それを西堀は無視し続けていた。
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　着替えてバスに乗り、宮みや前まえから提供を受けた宿へと向かった。

　宿は、外観からして明らかに豪華だった。

　敷しき地ちの入り口には格調高い看板が掲げられ、庭には大きな松が雪ゆき吊づりにされている。灯とう籠ろうには橙だいだい色いろの柔らかい明かりが灯ともり、今日降ったばかりの新雪を暖かく照らしていた。

「……これは、凄すごいな」

　領りよう家けは若じやつ干かん引いたようにそう言って、建屋を眺め回して感嘆に呻うめいた。俺も同じ心持ちだった。はっきり言って、落ち着かない。

　瀬せヶが崎さきは慣れているのか平然としており、西堀は疲れているのと女児を睨にらみつけるのとで、それどころじゃなかった。




　中に入ると、和服を着た女性による丁重な挨拶があり、その後部屋に通された。

　隣となり合った二つの部屋、一方が俺と瀬ヶ崎、もう一方が女子三人の部屋だ。大浴場が別にあるのに、部屋の奥にも温泉を引いた露ろ天てん風ぶ呂ろがついているらしい。本当に豪華だ。

「……これこそ恋愛至上主義の行き着いた先にある、極限までの豪ごう奢しやだ。深く研究しつくし、今後の参考にするのでなくてはならない……」

　その領家の言葉は、内容こそいつもの通りだが、生気を欠いた口調だった。完全に雰囲気に吞のまれてしまっているようだ。




　とりあえず部屋に荷物を置いた後、男子の方の部屋に集まってゆっくりしていると、少しして神しん明めいさんがやってきた。

「お待たせ！　それにしても……すごい旅館だよね」

　なんだかほくほくした顔をした神明さんは、そう言って鞄かばんからなにやら紙を取り出して作業を始めた。

　覗のぞきこむと、それは何らかの線が描画された白地図で、その線のうち幾らかは赤で上から塗りつぶされていた。

「なにやってるんですか？」

「えっとね、これは鉄道の線が描かれていてね……まだ乗ってなかったこの路線に乗ってきたから……」

　そう言って神明さんは指し示した線を、赤いマーカーでなぞっていく。

「これで、よし」「もしかして……この赤く塗ってあるの、全部乗ったんですか？」

　俺が問うと、神しん明めいさんは当然、といった顔で「そうだよ？」と応こたえた。

「こうして見ると、まだまだ乗ってない所がたくさんあるなぁ……がんばらなきゃ！」

「全部、乗るつもりなんですか」

　その問いに、またしてもしれっと、「そうだよ？」と応えた。当たり前、みたいな風に言われても困る。

　つまり神明さんは、乗りつぶしを行うために途中でスキー場を抜けたということだ。一日自由に乗車できる切符があるのだから、たしかに朝使っただけでは勿もつ体たい無ない、のかもしれない。

　西にし堀ぼりはそのために置いてけぼりにされたわけだが……今はテレビの前で女児とチャンネル争いをしていて、俺らのやりとりには気付いていない。ずっと知らないでいた方が、もしかしたら幸せかもしれない。




　と、チャンネル争いに敗れた女児が悔しげな顔でこちらにとことこやって来た。西堀は腕を枕にし足を変なふうに曲げたおっさんスタイルでテレビを見ている。一いつ瞬しゆん、女児の方をチラッと見て勝ち誇った顔をした。今日のことで余程ストレスが溜たまっていたのだろうが、西堀もかなりガキだった。

「仲良くしたいのに、優ゆうちゃんがいじわるする！」

　女児は俺にそう告げ口してきた。というかなぜ人類の創造主でありながらチャンネル争いで負ける？

「なにこの……可愛い子！」

　神明さんは女児を見ると、目を輝かがやかせてそう訊きいた。

「ああえっと……これは俺の妹で、ついてきてしまって」「かわいいっ！」

　そう言って神明さんは、女児を抱きすくめた。女児のまな板に、神明さんの大きなブツが当たり、たわむ。その柔らかさ──思わず視線は、その押し付けられた隙すき間まに吸い込まれていく。

　他方、女児は明らかに不機嫌になっていた。親の敵かたきのごとく憎んでいた乳が、いま自分に押し付けられているのだ。その怒りは計り知れない。

　しかし神明さんはそんなことなど全く気付かずに、女児の頭をほっぺでスリスリしていた。

「かわいいよー……ね、高たか砂さごくん、今日この娘こといっしょに寝てもいいでしょ？　ていうかずっとウチにいてもらっていいかな？　ね？」

　半分壊こわれていた。神明さんは西堀も愛あい玩がん動物として溺でき愛あいしているところがあるから、女児にもそうなんだろう。テレビの前でだらけきっていた西堀は、こちらの騒ぎを訝いぶかしんだのか目線を向けてきた。女児が神明さんの柔らかいお身体に包まれているのを認めて、その目に冷たい嫉しつ妬との炎を燃やした。

　神明さんがゆるみきった顔で女児の頭をなでなでしていると──女児がキレた。

「いやっ!!」

　そう言って神しん明めいさんを両手で押して無理やり引き剝はがすと、手を上から下へブンッ、と振った。倒れかけている神明さんの大きな胸に、女児のその手がぶつかって撓たわみ──ぶるん、と震ふるえた。

「きゃっ！」

　そんな小さい悲鳴と共に、彼女は両手で胸をおさえる。女児はわざとらしく舌を出し下まぶたを指で引っ張って「べーっ！」と言い放つと、テレビの前に居座る西にし堀ぼりのもとへ小走りで駆けていってしまった。

「……嫌われちゃった？」

　神明さんは小さい声で、そう問うた。かなり凹へこんでいる。

「あー気にしないでください。気まぐれな奴やつなんで」

　女児は西堀のところへ行き、また無む下げに扱われながらも一緒にテレビを観ていた。

　神明さんはその様子を見て、ぐっ、と歯を嚙かみしめる。

「私……ぜったいに諦あきらめない！　いつの日か絶対、懐なつかせてみせるね!!」

　そう言って彼女は握りこぶしをつくった。だが、努力でなんとかなるものではなく、アレのボリュームが減らないと多分、分かり合える日は一生来ない。
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　やはり豪華な夕食を終え、少し休きゆう憩けいした後、旅館内の大浴場に向かった。温泉地にある旅館だ、当然浴場には温泉が引かれている。

　平日だけあって泊まっている人は少ないらしく、男湯には誰も入っていないみたいだった。俺と瀬せヶが崎さきは脱衣所で服を脱ぎ、浴室へと向かう。

　石の敷しき詰められた床ゆかは溢あふれ出る湯に濡ぬれ、てらてらと光っている。立ち込めた湯気は、高い天井から投じられた光を散乱して、あたりを朧おぼろにかすませていた。むせ返りそうなほど濃密な湿気と木の香り。入るものが誰も居らずとも滔とう々とうと湯が流れ続け、その水面を叩たたく音が心地よく響ひびいていた。

「またこれは、立派だな」「露ろ天てん風ぶ呂ろもあるらしいね、後で見に行こう」

　身体を洗って湯船に浸つかると、壁を挟んだ隣となりから、戸を引くカラカラという音が聞こえてきた。それに続き、聞き慣れた声が飛んでくる。

　どうやら女性陣もやってきたらしい。

　顔を見合わせているわけでもないのに、なんだか気恥ずかしい感じがする。いや、むしろ見えないからこそ、想像がかきたてられるのかもしれない。

「もうつかれた、帰りたい」

　西にし堀ぼりのそんな声が聞こえてくると、神しん明めいさんの柔らかい声が応こたえた。

「元気出して。ごめんね、今日は途中で抜けて。明日はいっぱい遊ぼうね！」

「もう何も、できない。私だけ、新幹線で、先にかえる」

「そんなこと言わないで……ほら、背中流してあげる。元気出して？」

「身体なんて洗っても、元気なんか、でないし……私、温泉とか、あんま好きじゃ……ぅおっ！」

「え、優ゆうちゃん、どしたの？　私、なにかした？」

「せ、せな、背中、あ、あたって、その、大きいのが……柔らかくて」

「もう、女の子同士なんだから、そんなこと気にすることないでしょ。ほら、シャンプーしてあげる。目、つぶって」

「うん……くふっ、ふっ」「くすぐったい？」「うん……その、背中が」「本当にこれ、不便。なくなったらいいのに」「ぜったい、だめ」

　…………

「……ほら、流せたよ！　元気出た？」「うん、元気でた……私も、流す」

「えっ、そんな、悪いよ」「いいの、元気でた、お返し。……ふひっ」

「じゃあ、お願いしちゃおっかな。私、誰かにこんなことしてもらうの、はじめてかも」

「は、はじめて……ま、まかせて」

「ひゃっ！　なんか……他ひ人とに触られるのって、くすぐったいね？」「すぐ慣れて、気持ちよくなるよ。マッサージでもそうでしょ」「……そうかも、んっ……んっ」「力抜いて、痛くしないから」「うん、でも……んっ！」「びんかんなんだね、かわいい」「もー馬鹿にしないで。やっ、そんなとこ、自分で洗えるから」「もののついで」「やっ……」

　西堀、なにやってるんだ、けしからん。

「あっちは楽しそうだね」

　温泉に足を差し入れながら、瀬せヶが崎さきがそう言った。運動をやっているだけあって、身体の締りがすごい。無駄のない肉体というのは、それだけで美しいものである。同性ながら惚ほれ惚ぼれしてしまった。

「まぁ、はしゃいでは居るな」

　頭にタオルを載のせて湯に肩まで浸つかった俺が言う。このままずっと聞き耳をたてていると、のぼせてしまいそうだった。けしからん。

「そういえば領りよう家けさんと……君の妹さんの声は聞こえないね」

　そんな噂うわさをしていると、領家の声が聞こえてきた。

「お、お前ら……仲が良いんだな」

「ふふ……なかよし、する？」「わ、私は別にっ……んあっ、く、くすぐったい！」

「けっこう、大きいよね」「わー薫かおるちゃん、きれい」「おいやめ、やっ……んぁっ！」

　なんか毒どく牙がにかかっていた。

　一方、女児の声はいつまでたっても聞こえてこない。もしかして広い旅館の中で、迷子になってしまったのだろうか。

　俺が若じやつ干かん心配になっていると──こちらの男湯の、浴室と脱衣所とを繫つなぐスライドドアが、カラカラと音を立てて開いた。

「わー広い！」

　女児だった。生まれたままの姿で、家の風呂とは比べ物にならないサイズの大浴場にテンションをあげていた。

「おい！　女湯に行けよ!!」「だってあっち、おっぱいいるもん！」

　神しん明めいさんのことを「おっぱい」と呼称していた。酷ひどいやつあたりだった。

「それにほら、いつも一緒に入ってるでしょ」「それはそうだが、今は公共の施設だ」

「ちっちゃい女の子が保護者と一緒に男湯に入るのはいいんだよ、知ってるもん」

「そりゃそうだが……」

　女児は勝ち誇ったように笑うと、いきなり湯船に入ろうとする。

「こら！　まずは身体を洗いなさい！」「えー」

「ほら、いつもみたいに洗ってやるから！」「ちえっ」

　俺は湯船から上がると、女児をつれて洗い場ヘ向かい、いつものように洗ってやった。女児は慣れた調子で俺の洗うのに任せきっていた。少しは自分でやることを覚えてほしいものだ。




　頭からシャワーを浴びせかけて泡を落とす。

「ほら、これでよし！」「わーい」

　女児ははしゃいで湯船にざぶんっ、と身を沈める。

「こらっ、静かに入りなさい」「えーだって、お兄ちゃんと瀬せヶが崎さきさんしかいないし」

　瀬ヶ崎──

　完全に失念していた。ここには瀬ヶ崎がいるのだ。そして『妙齢』の女児、全裸だ。

　女児はそんなことなど何も知らずに、広い湯船の中で泳いでいる。

　その浴よく槽そうの片隅に、瀬ヶ崎はいた。

「高たか砂さごくん……君は……君は……」

　俺の方を見て、白いその肩を震ふるわせる瀬ヶ崎。と、女児は泳いでその前まで行き、にっこりと笑った。

「だめだ……だめだ……」

　瀬ヶ崎はうつろな目になってブツブツとつぶやいていた。ヤバい。

「おい、瀬ヶ崎──」

　俺がそう声をかけるのとほぼ同時に──女児が両手で湯を掬すくい、いたずらでザバッ、と瀬せヶが崎さきの顔にかけた。

「ねー鬼ごっこもできるよ」

　女児はそんなガキみたいなことを言っている。

「お、お嬢じようちゃん、お風呂で、そんなにはしゃいじゃ、駄だ目めだよ。公共の場なんだから……」

　瀬ヶ崎はなんとか理性を保っているが、口調からしてもう限界だった。

「えーだってお兄ちゃんと、瀬ヶ崎さんしかいないんだよ。遊べるよ」

「だ、駄目だよ、誰か他に人が来るかもしれないし、走り回ると滑すべって危ないし……それに、は、裸だし、もっと恥じらいを持たなきゃ。そういうのはぼくたちが結婚した後でも遅くないからね……いや、むしろ裸の付き合いということは、結婚同然の仲なのか。お義に兄いさんもいることだし、これはもう公認ということになって……」

　ヤバい。完全にイカれてしまっている。俺は瀬ヶ崎の暴走を止めるべく、駆け寄った。

　と、女児に手をのばそうとした瞬しゆん間かん──

　唐突に、瀬ヶ崎は倒れた。女児はきょとんとして、不思議そうに瀬ヶ崎の真っ赤な身体を眺めている。

「お、おい！　瀬ヶ崎、しっかりしろ!!」

　手で顔を叩たたいても覚醒しない。完全にのぼせてしまっていた。

　隣となりで女性陣がきゃっきゃと嬌きよう声せいをあげる中、俺は瀬ヶ崎の身体を何とか搬はん送そうし水気を拭き浴衣ゆかたを着せて、部屋まで運んでいった……。
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　しばらくすると瀬ヶ崎は回復して喋しやべれるようになったが、まだ大分具合が悪そうだった。彼には布団で寝てもらうことにして、俺と女児は夜の散歩へ出掛けた。




　まだ道路の端にところどころ残った雪が、暗いなか街灯に照らされてぼんやり光っている。

　あちこちで、雪を残さないための散水が行われていた。埋め込まれたノズルから幾いく条じようも水が放射されて、十数センチの短い弧こを描きまた路面に落ちていく。普段見慣れぬ光景に、女児もはしゃいでいた。

　春は近づいているものの、夜はまだ寒い。息を吐くとすぐに白く曇くもった。見回すとそこかしこから、温泉の出す湯気が立ち上っていた。

　知らない街に来て知らない路みちを夜に歩くのは、心細さがあると同時に妙な嬉うれしさがある。自分の生活圏けん内ないから遠く離れたこの異郷にも、人がいて、夕食を用意したり、団だん欒らんしたり……そんな日々の暮らしが行われており、その生活の匂いが漂ってくる。当然のことなのだが、そのことを直に突きつけられると新鮮な驚きがある。

「……なんだか不思議な気分ですね、二人でこんな所を歩いて」

「ああ、大変おもしろい。人間というものは随ずい分ぶん創意工夫をこらして環境に順応し生きているのだな。私にしてみれば、こんな大雪の降る所に住むなんて馬鹿げていると思ってしまう。もっと南の、あたたかくて住みやすい所に暮らせばよかろう」

　楽しそうにそう言うと、女児は屈かがんで散水ノズルから水が噴出する様子を眺めた。

「こうは思わないか？　なまじ環境に適応する能力があるだけにそこにとどまってしまい、それが故に苦しめられる。この構図は、君たち人類を苛さいなむ多種多様な問題に色々なレベルで共通して現れるように思うね」

「でも、そう作ったのはあなたでしょう」「その通りだな」

　女児はそう言って、カラカラと笑った。

「そしてだからこそ、私は驚かされるのだ。楽しい。君たちにはもっと苦しんで、もっともっとおかしな解決策を案出し、奇妙な自じ縄じよう自じ縛ばくの芸術を作り上げていってほしいね」

「悪趣味ですね」「今更何を言っている、それは人類にもちゃんと引き継がれているだろう？」

　今、こうして高みから俺を嘲ちよう弄ろうするような言葉を放つ女児が、昼間のスキーができなくて半べそをかいていた女児とはとても思えなかった。

「これから、どうするんですか。一応、バレンタインで俺と領りよう家けをくっつけようとする作戦は、打破してみせたわけですけど……」

「はは、あれは面白かった。君はつくづくおかしな個体だね、自分になんの利益ももたらさない選択をするなんて。……まぁ、気長にやるさ。色々、次の方策を考えてはいるんだけどね」

「次も、絶対に阻そ止ししてみせます」

「せいぜい頑張ってくれたまえ。だが、私を毎回出し抜けると思うのは、傲ごう慢まんにすぎる」

　俺は何も言えなくなる。結局、彼女が何を考えているのか、何をやっているのかはわからない。俺によく見せるのは見た目相応の女児っぽい一面だけだが、その裏でどのような考えが巡らされているかなんて、知る由よしもないのだ。最初に見せつけられたあの抗いがたい力──ともすれば忘れてしまいそうになるが、女児には人智を超えた力が備わっている。その思考力も我々の想像を遥かに超えるものなのだ。

「ほら、そんなしょぼくれた顔をするな。土産みやげ物ものを見ていこうじゃないか」

　女児はそう言って、俺の外がい套とうの袂たもとを引き店に入っていく。店内のお菓子の試供品を片っ端から食べ、おいしいものに関してはこっそりおかわりしたりして、土産選びを楽しんでいた。そういうところは、やはり女児だ。

　そんな光景を見てまた彼女というものが分からなくなるが、なんだか和なごんでしまった。
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　部屋に戻ると、瀬せヶが崎さきは上体を起こしてカメラをいじっていた。

「もう大丈夫なのか」

　俺が問うと、瀬ヶ崎は薄く微笑んだ。

「すまなかったね、倒れたりして。ゆっくり温泉を楽しめなかっただろう」

「謝らなくていい。それに、温泉はそこの、部屋の奥の個室風呂にも引いてあるんだ。そこでゆっくり楽しむさ」

　瀬ヶ崎はまだ少し本調子ではないみたいだ。はだけた浴衣ゆかたから見える肌が、ほのかに桃に色づいている。浮き出た鎖さ骨こつに汗が伝うのを、彼は首にかけたタオルで拭ぬぐった。

「女性陣ももうあがったそうだよ。頃合いを見て、またこちらに来ると言っていた」




　ぼんやりと過ごしていると、じきに領りよう家けたち三人がやってきた。

　浴衣だ。

　西にし堀ぼりは、スキー直後のあの憔しよう悴すいはどこへ行ったのか、つやつやした笑顔でお菓子を抱えていた。

　浴衣と神しん明めいさん、それはある種の暴力であった。そもそも和服の設計が彼女には対応できていないのだ。その光景を堪たん能のうできるのが俺一人だという事実は、なんだかとても贅ぜい沢たくな気がした。……まぁ、西堀もいるか。

　領家。長い黒髪に和装は、よく映える。湯に入っていつもの硬さがほぐされたのか、表情に微かすかな放ほう恣しがうかがえる。薄く染まった頰ほお。時折眠たげに狭められるまぶたが、匂い立つような色気を醸かもし出していた。

　鼓こ動どうが早くなった。

「さぁ、会議を始めるぞ。今日は地形の把握や来きたるべき戦せん闘とうに備えた訓練に各自取り組んでいた訳だが、これを明日の成果へと繫つなげなくてはならない」

　実際にはほとんど遊んでいたようなものだったが、誰も口を挟まない。

　ドサ、ドサ、と卓にお菓子やジュースなどが置かれる。

「定番のトランプも持ってきてるよ！」

　神明さんはそう言って、袂たもとからトランプの箱を取り出した。完全に遊ぶ気満々だった。
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「お泊まり、といえばリア充の人たちはこういうのでワイワイ遊ぶもの。その心情を理解して穴を洗い出すことが、今後の戦線を有利に進めていく鍵なんだよ！」

　神明さんの言葉に、領家はほぅ、と頷うなずく。

「なるほど、一理あるな。中学の頃など修学旅行の時、リア充グループが集まってはしゃいでいたな。そんな騒さわがしい部屋の空気に耐えられず旅館を抜け出し、夜の拝観などしていたことを思い出す。それが見つかって教師にこっぴどく叱しかられた。その後、部屋に戻ってみると布団の敷き方が悪かったのか、ひとつ空あいていた私が入るべき布団は、部屋と窓の間にあるあの微妙な空間に敷かれていたのだ……季節は秋、夜はもう冬の訪れを感じさせる寒さで、私は震ふるえながら一夜を耐えた──今でも奴やつらリア充に対する怒りは収まらない。どうすればあの時あいつらを散らすことができたのか、それさえわかっていれば、私はあんな惨みじめな思いをせずにすんだのだ！」

　悲しい過去だった。楽しげだった場が一瞬で静まり返ってしまう。

「薫かおるちゃん、なんか……ごめん」

「どうして謝る！　さぁトランプ遊ゆう戯ぎを行い、リア充への対策を考えていこうではないか!!」




　卓を囲みトランプに興じていると、女児も寄ってきて参戦した。大富豪をやっていたのだが、神しん明めいさんがやたら強く女児は常にビリで涙目になっていた。

「ほら、俺と一緒にやるか？」

　目に涙を浮かべて唇を震わせている女児にそう言うと、嬉うれしそうに俺のあぐらをかいた足に飛び乗ってきた。

　女児を両手で包み込むような体勢になり、ゲームに興じる。瀬せヶが崎さきの視線が痛い。だがそれは、彼が不調からある程度回復したということも示しているから、少し安心できた。

　女児はだんだんトランプに興味がなくなってきたのか、卓のお菓子をパクついていた。普段、夜は厳しく言ってお菓子を食べさせていないから、この時間にこういうものが食べられるということが楽しいのかもしれない。

「これ、おいしい」

　スポンジにクリームを挟んだ菓子を何個も自分のところに確保しながら、女児はそう言った。

　と、隣となりに座った西にし堀ぼりがそれを強奪、目にもとまらぬスピードで食べてしまう。

「本当だ、おいしい」

　余裕の笑みを浮かべて、西堀は女児に言った。完全にガキの喧けん嘩かだった。女児の肩が、怒りにわななく。

「……おかわり、ないの」

　持ってきた神しん明めいさんが、残念そうに応こたえる。「もうそれで最後なの」

　女児は西堀を睨にらむ。西堀はニヘラと笑った。

　泣くか、と思ったが、女児は急に思いついたようにぱっ、と明るい顔になると、俺の足の上から降り、自分の荷物のところまでたったかと駆けていく。

「まだあるもん！」

　女児は遠くでそう言ったかと思うとなにやらガサガサとやり、戻ってくる。なんらかの箱を両手に持ってきた。

「それお土産みやげじゃねえか！　なんでいま開けるんだよ!!」

「だって今、たべたいもん！」

　女児はそう言って、箱から黄色いお菓子を取り出すとぱくりと一口で食べてしまう。

「おいしい！　みんなも食べていいよ」

　女児はそう言って、皆にひとつずつそのお菓子を配って歩いた──西堀を除いて。

　とりあえず配られた菓子を頰ほお張ばる。黄色いスポンジケーキの中にカスタードクリームが入っている、観光地ならほぼどこにでもある、例のアレだった。

「んふ、優ゆうちゃんはいじわるするから、あげないんだよ」

　女児は持てるものの優越を顔に浮かべながら、座る西堀を睥へい睨げいした。無視しておけばいいのに、西堀も、ぐぬぬ、と女児を睨にらみ返してしまう。女児と触れ合うことによって、完全に精神年齢が引き下げられてしまっていた。

「そうだなー。私、大人だし、優ちゃんがちゃんと謝ってくれたら、あげてもいいよ」

「……ごめんなさい」

　西堀は不服そうな顔をしながらも、頭を下げた。女児はにっこりと笑い、菓子を彼女に分け与える。地球外生命体による住民征服の図であった。

　個別包装を解き、西堀はそれを口に運んだ。

「……『萩はぎの月』か……うん、やっぱり、おいしい。ありがと」

「おい西にし堀ぼり、お前のその認識は間違っている。……いいか、『萩の月』は仙せん台だい銘めい菓かだ、ここは仙台ではない、そして包装を見ろ、『越えち後ごの名月』とちゃんと印字されているじゃないか！　訂正しろ、『萩の月』ではない！」

「……なんで怒ってるの、『萩の月』でしょ、パクリ」

「パクリではない！　『越後の名月』という全く別の商品だ、味は似ているかもしれないがな、独立に開発されたのがたまたまかぶってしまっただけだ、そう考えろ」

「どう見てもパクリ。いいじゃん、おいしいし」




　こうして侃かん々かん諤がく々がくの議論を行おこなっているうちに、夜はしだいに更ふけていった。
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　たいして会議らしいこともせず楽しく遊んだだけで、夜も遅くなったのでその場はお開きとなってしまった。女性陣は隣となりの部屋に引き払い、こちらには俺と瀬せヶが崎さき、そして女児が残される。

　なにか飲むものが欲しいと女児に言われて俺が瓶びんの牛乳を買ってくると、もう畳たたみの上に転がって寝息を立てていた。いつもならもう寝ている時間だ、無理もない。

　瀬ヶ崎がその寝顔に、熱心にカメラを向けていた。

「ぼくの技術は拙つたないが、被写体の素晴らしさがすべてをカバーしてくれる。良い、本当に良い」

「……おい、もう布団に運ぶぞ」

「畳たたみで寝てしまい布団に運ばれていく様子を、しっかり収めておこう」

　俺が女児の身体の下に腕を差し入れ持ち上げようとすると……その小さな手から、ころん、と何かが転がった。

『越後の名月』だった。かなり食べていたから、もう箱は空からかもしれない。なんのための土産みやげか分からなかった。

　そんなことを思っていると、瀬ヶ崎が急に厳しい顔になった。

「……一句詠よめた。

　一ひとつ家やに

　　　　幼女もねたり

　　　　　　　萩はぎの月」

　芭ば蕉しようのパクリだった。二文字しか変わっていない。あと何度でも主張するが『萩の月』ではなく『越後の名月』だ。

　幼女がいて変なテンションになっているのか、何故かいきなり句作しだす瀬ヶ崎だった。

「しかし寝てしまったから、牛乳と『越えち後ごの名月』は俺が消費しておくか」

　瓶びんの蓋ふたを開け、菓子の個別包装を開く。

　と、そんなタイミングで丁度女児が目を覚ました。

「んん……あ、のみもの」

　そう言って女児は瓶に手を伸ばすが、寝ぼけていて行き先が定まらない──

「おい、危ない！」

　俺は女児の手を摑つかもうとするが、遅かった。彼女の手が触れると瓶は倒れ、牛乳が中からこぼれだす。同じ机の上に置いていた『越後の名月』もその直撃を受けてびしょ濡ぬれになった。俺はそれをすかさず女児の口に放り込んだ。

「んふっ……おいひい」「味わってる場合じゃねえ！」

　幸い、女児の太ももに少しかかっただけで畳たたみの上などにはこぼれていなかった。俺は手ぬぐいで卓と女児の太ももとを拭き、それをしっかりと洗い、また拭いた。女児はぼけっとしているし、瀬せヶが崎さきはずっとカメラを回して、「凄すごいものが撮とれた……」とぶつぶつ言っているだけなので殺意が湧わく。その不健全なデータは、後でこっそり削除しておくことにしよう。俺は固く心に誓った。
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　電気を消し布団に入る。十一時を回る頃合いになると、瀬ヶ崎も女児も深い眠りに落ちていた。いつも十時くらいに寝ている女児は言うまでもないが、朝早かったし運動で疲れていたのか瀬ヶ崎も寝息を立てていた。俺ももうまぶたを開いているのに限界を感じていた。

　しかし俺にはひとつ、やっておきたいことがあった。それは部屋に備え付けられている、専用の露ろ天てん風ぶ呂ろに入ることだ。大浴場もかなり豪華で満足していたのだが、瀬ヶ崎が倒れてしまってゆっくり浸つかっていられなかったし、なにより個室に温泉を引いた露天風呂、という贅ぜい沢たくを味わっておきたかった。

　そんな貧乏根性が眠気に勝って、俺は寝ね床どこを抜けだして部屋の奥にある風呂へと向かった。

「うー……さむっ、寒い！」

　冬の夜、外気は身を切るように寒かった。真っ暗ななか裸で、なんだか阿あ呆ほうなことをしているような気持ちになるが、湯につま先を入れ身体を滑すべりこませると、気分は一気に晴れた。

　衝つい立たての上からは山が覗のぞいていた。もうあたりは真っ暗で細かくは見えないのだが、それでも山の表面を雪が覆おおっているというのは、月光を青白く反射することで知れた。




　まどろみながら遠くの雪山を見ていると──カラカラ、と乾いた音が近くで鳴った。

「さ、寒い……えっと、こっちか……暗くてよく分からないな」

　足音はこちらへ近づいてくる。俺が反応し行動する前に、その人影はもう目の届くところまで来ていた。寒さに震ふるえる身体が、ざぶんっ、と湯船に入り、その波がこちらに押し寄せてくる。

　領りよう家けだった。俺と領家、ふたりとも湯から首だけ出した無防備な状態で、目と目が合う。

「なっ……な、なんで、おまえが！」「……あぁ、ベランダ、繫つながってんのか」

　隣となり合った二つの部屋、ベランダが繫がっていて露天風呂が共用になっているらしい。なんでこんな構造になっているのかは分からないが、明らかに生徒会長の「粋いきなはからい」により、この部屋が意図して割り当てられていた。そしてまんまとその策略に嵌はまってしまったわけだ。

「で、出る！」「待て、温まらないまま外に出たら、風邪を引くぞ」

　風ふ呂ろ桶おけの縁ふちに手をかけた領家を、俺がそう言って制した。

「安心しろ、見ないように……心掛ける」「そんなのっ……信用出来るか」

　領家は言うが、しかし外に出ようとはせずに湯の中で体育座りをして諸々を隠した。

「このまま湯から上がると……その、見られてしまうからな。出るなら、お前から」

「……わかったよ」

　大して広くはない風呂桶の中、俺と領家は互いに目線を合わせないようにして、黙って座っていた。

　滔とう々とうと水面に落ちる湯の音だけが聞こえるなか、どちらも話を切り出せないでいる。

　月は静まり返った青黒い空の中に浮かび、冴さえかえっていた。俺はふと、土産みやげの菓子のことを思い出して、噴ふき出してしまう。

「……どうした、いきなり笑ったりなんかして」

「いや、あの土産の菓子のことを思い出してな」「ああ、萩はぎの…」「『越えち後ごの名月』、な」

　領家も笑った。

「お前の妹は、その……元気な奴やつだな」「元気すぎて困っている」

「驚いたよ、こっそりついてくるなんて。健けな気げだ」

　そう言って領家は、ひざの前で指を組み合わせた。

「今日はその……いろいろなことがあった」「そうだな、出掛けからして大変だった」

　座りすぎてお尻と腰が痛い。神しん明めいさんは今日よりもずっと長い時間列車に乗り続けることもあるそうで、よくそんなことができるものだと感心する。

「うん……それでスキー場について、いろいろあって、リフトで……」

「お前が演説したんだよな、あれは面白い趣向だった。よく考えたものだ」

　俺が褒ほめると、領家はなんか微妙な顔をした。

「それも、あるがな。その……もうちょっと後」「そう、俺の妹が来て、大変なことに」

「その、前だ」

　領りよう家けはそう言って、少し恨みがましく俺を見た。湯気に潤うるおった頰ほおは血色よく桃に染まっている。水気をはらんだ彼女の長いまつ毛が、静かに閃ひらめく──綺き麗れいだった。

「お前が、その……ホワ、イトデーの、お返しをだな」

　領家は尻すぼみにそう言うと、視線を下に落とした。流れてくる湯で水面はたゆたい、照明から投じられた光をゆらゆらと反射していた。

「ああ、ネックウォーマーだな、どうだった、役に立ったか」

「役に、立った。その……」

　口を閉じ、しばらく言いよどむ。それから唇を微かすかに動かして、領家は目線を上げた。

「……ありがとう」

「どう……いたしまして」

　面と向かって改めてそう言われると、こちらの方まで照れてしまう。

「その、あれだ。渡した時にも言ったよな。俺は、チョコレート、投げ捨ててしまったからな。領家も、投げ捨てたりしたらいい」

　領家は、しかし首を横に振った。

「そんなことは、しない。まず第一に、そこらへんに投げ捨てたら、ゴミになって迷惑だ。そして有用なものを捨てるのは、私の主義ではない。勿もつ体たい無ないからな。それに……」

　領家は持ち上げた手でいたずらに水面を押した。そこで作られた波が伝わり、俺の胸板をか弱くくすぐった。

　唇の両端を少しだけ上げ、彼女は微かに笑った。

「ずっとこれを持っておけば……高たか砂さごに対して、常に有利だろう？　お前は捨てたことに負い目があるが、私には、それはないわけだ」

「それは……ちょっと、困るな」

　率直に俺が言うと、領家は小さく声を立てて笑った。

「ネックウォーマー、大切にする」

「……どうも」

　なんだか照れる。

　じっとしていられず、頰を搔こうと腕を動かす──その途中で指の先が、柔らかい領家の肌をかすめた。

「あっ……すまん」

　引っ込めようとする俺の手を、領家が摑つかんだ。白くて細い指、力は弱く、やろうと思えばすぐにでも振り切れただろう。だけど俺は、しなかった。

　揺らめく水の中を、二つの手は静かに沈んでいき、やがて桶の底で重なった。

「あの時、お前は私の告白を断った。私とは付き合えないと。我々は恋愛至上主義を打倒するために、闘たたかうべきだと」

「……ああ、そうだ。今も、その結論は変わらない」

「分かっている。私も同じだ、何としてでもこの地上から恋愛を放ほう逐ちくしなくてはならない。だけどな……気持ちはそう簡単に整理がつくものではない。それは多分、お前にも分かるはずだ」

「ああ……分かる」

　領りよう家けの指が少し力をもって俺の手の甲を押した。

「そこでな……私たちがその、上手くやっていく……矛盾しない方法を考えたんだ」

　そこで言葉を切ると、領家はさらにぐっ、と手に力を込めた。

「高たか砂さご、私とお前が付き合うことはできない。だけど、これなら、できるんじゃないか。高砂、あのな、逆に……、

　私以外の、誰とも、付き合わない。

　そういう約束をしてくれたら──それなら、矛盾はしないし、私も……少し、安心できる」

　そう言い終えると、彼女は湯の中にちゃぷん、と顔の下半分を浸つけてしまった。水面の上に浮かんだ双そう眸ぼうが、上うわ目め遣づかいに俺を見ている。

　領家の言葉の意味を嚙かみ締めているうちに、だんだんと身体の奥が熱くなってくった。

「ああ……約束、する。領家以外とは、その……付き合わない」

　俺が応こたえると、領家は水面の上に口をだした。
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「……ありがと」




　それから俺らは一言も交わさずに、湯に浸つかった。重ねられた手は、しばらくそのままだった。










　　　　◯




　湯から上がる。興奮して、眠いんだか眠くないんだかよく分からない、不思議な感覚に包まれていた。

　と、薄暗い部屋の中央に、何やら人影が立ち尽つくしている。一いつ瞬しゆん心臓が跳ねるが、なんのことはない、女児だった。

「……どうしたんですか、こんな時間に」「きみ、どこいってたんだ。困るよ。おしっこ、連れてって」

　どこまでも子供だった。

「トイレ、部屋にあるじゃないですか」「いなくならないか、みてて」

　寝ぼけているのか、よく分からないことを言っている。

　仕方がないからトイレまでついていき、終わるまで待って、一緒に布団に入って寝た。
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　　　　１




　翌朝、風紀委員用として使っているメールアドレス宛に、依頼主の女子・上うえ峰みねから連絡が届いていた。

『案あんの定じよう、先せん輩ぱい三人から文化部発表会後に体育館裏に来るよう言われてしまいました……。なんとか穏おん便びんに終わらせたいです、風紀委員の皆さん、宜よろしくお願いします』

　旅行気分で浮かれていた心が、引き締まる。なんとしてでも反恋愛プロパガンダ映画を完成させ上映し、告白前の彼らに見せて、恋愛にうつつを抜かそうとするその気持ちをしぼませなくてはならない。




　朝食を終え、反恋愛主義青年同盟部でその情報を共有する。

「そうか……やはり『恋愛』という共同幻想に侵おかされた彼らは、告白という愚挙に……必ずや、阻そ止ししなくてはならない！　いいか、皆、昨日の行動を振り返ってみて欲しい。個人的なことを言えば、正直に言って私はあまり活動家としての本分を全まつとうできずにいた。それは慣れない場所であったこと、そしてなによりも、皆がバラバラに行動していたことが原因だ。

　我々、個人個人は儚はかなく、脆もろく、弱い。だからこそ、我々は集つどい、結束することでその弱さを補い、革命闘とう争そうに耐えうるだけの強度を獲かく得とくしたのだ！　バラバラに行動していたのでは、何かができる道理などなかった──その反省を踏ふまえ、今日は一丸となって撮影に取り組もうではないか!!」

　領りよう家けのその言葉に一同頷うなずき、すぐさま行動を開始した。




　その日、俺らはただただストイックに、撮影に打ち込んだ。俺と領家は昨日の撮影で障害となった恥を捨て、ひたすら役になりきって仲なか睦むつまじいカップルを演じた。昨晩、二月以来のわだかまりを解消できたのも、その成功を助けたのかもしれない。

　監かん督とくの神しん明めいさんからはところどころ厳しい指摘が入った。消去法的に選ばれた監督だったが、かなりはまっていた。ふわふわした外見上そうは見えないが、ちょっと一般人には理解の及ばない言動の数々といい、芸術家肌なのかもしれない。

　瀬せヶが崎さきはプロ並みの滑すべりの技術で、撮影を支えていた。休きゆう憩けいの時に女児に視線を向けることはあったが、それ以外の場面では完全に仕事に集中していた。よく耐えた。

　スキー場のシーンには関わらない西にし堀ぼりは暇かと思いきや、今回一番の功労者だった。女児の相手──最も骨の折れるその仕事を、西堀は担当したのだ。昨日の撮影でもあったが、女児に邪魔をされてしまうと捗はかどらない。そこで女児を何か別のことに夢中にさせ、現場から引き離す必要があった。西堀は自分がスキーをうまくできないことを活用し、女児に自分を馬鹿にさせ、そのことで作業中ずっと俺らから遠ざけたのだ。

　女児は最初こそ馬鹿にしていたものの、母性があるのか知らないが昨日習得した技術を西堀に伝授しはじめた。二人はいがみ合っていたようだが、遠目から見ると非常に仲良くスキーを楽しんでいるように見え、和なごんだ。




　そうしているうちに、すぐに日は暮れた。一泊二日のスケジュール、なんだかあっという間に過ぎさってしまった。二つの目的のうちのひとつ「スキーを楽しむリア充を教きよう誨かいする」方に関しては、最初のリフトからの演説以外に特になにもできなかったことが悔やまれるが、もうひとつの方、映画撮影に関してはなかなか良いものができたと思う。




　帰りも鈍行で戻ることを主張する神明さんをなんとか抑えこみ、俺らは新幹線に乗って帰った。最初は不服そうにしていた彼女も、いざ乗ってしまえば二階建ての車両を楽しんでいたようだった。

　列車が動き出すやいなや、まぶたが急に重くなって、泥のように眠った。




　　　　◯




　春休み前の浮ついた学校の中にあって、反恋愛主義青年同盟部は極めて実直に映画の制作をすすめた。

　そのことは、他の発表を控えた文化部も同じで、学校の中は部室棟と教室とで全く雰囲気が違っていた。もう何日も家に帰っていないような者、自制心が壊こわれて下着姿で部室棟廊下をうろつく者、度々発せられる怒ど号ごう、奇声。清潔ではないが、間違いなくひとつの青春だった。

　俺らにしても休日に集つどったり、夕食を部室で一緒にとって夜まで作業したり、あるいは泊まりこんだりもして、完成に向けて邁まい進しんしていった。




　我々の撮とっているプロパガンダ映画は、仲の良かった女子二人が、領りよう家け演じる一方に恋人ができることで疎そ遠えんになっていくところから始まる。

　それに続くシーンは順調に撮れていったのだが、一番最初のシーン、女子二人が仲良くしているところがまだ撮影できていなかった。

　教室を使うという予定だったのだが、学校のある日はなかなか放課後になっても人が減らず、人がいなくなる夜では不自然な画面になってしまう。

　そんなわけで、発表会を直前に控えた日曜に、こっそりと教室を借りて撮影することになった。場所は俺と領家のクラスだ。




「なんだか……授業のない日の教室というのは、変な感じがするな」

　領家は自分の席に座って、そわそわしていた。俺もなぜか自分の席に着いてしまう。

「いつもの場所に他人の机があるのって、ちょっと気持ち悪いね」

　神しん明めいさんはそう言って、机をカタカタと前後に動かした。ハンチング帽をかぶりメガホンを持った出いで立たちで、教室の雰囲気から完全に浮いているのが可お笑かしかった。

「はやく撮りましょう。日曜に部活をやっている生徒が、もしかしたら来てしまうかもしれません。ぼくもたまに部活のついでに忘れ物を取りに来たりしますから」

　瀬せヶが崎さきがそう言うのを区切りに、みな撮影に集中していった。




「うーん……なんか、自然な感じが出ないなぁ……」

　神明さんからダメ出しが飛ぶ。女子二人が放課後、仲良く会話しているシーンだ。俺は蚊か帳やの外で、領家と西にし堀ぼりの演技を見ているが、たしかになんだか硬い感じがする。あまり仲良くは見えなかった。

「そうは言ってもな」「うん、むずかしい」

　演じる二人は口々にそう言う。

「まず、だな。私はクラスに友人がいたことなどないのだ。想像だけでこのシーンを演じるのは、極めて難しい」

　自信満々で、領りよう家けが言う。あまりにも悲しい自信だった。

「えっ……中学校のときも？」「ああ、居なかった。何故か知らないが私はクラスメイトから避さけられていたからな。お陰で勉強が捗はかどった」

　領家はカラリと言ってのけるが、問うた側の神しん明めいさんは目にうっすらと涙を溜ためていた。

　確かに傍はたから見ると領家は「近寄るな」というオーラを発しているように見えてしまいがちだ。自分から積極的に話しかけていくタイプでもないので、友人ができにくいのかもしれない。

「これからは私がいるからねっ！」

　神明さんはそう叫んで、領家の腰元に抱きついた。領家の方は友人が居なかったことを大して気にしてなかったみたいで、怪け訝げんそうな顔をしている。

「そうだ、別に演じる必要なんかなくて……いつもの感じでやればいいんじゃないのか」

　外野から俺がそう口を出す。

「何を聞いていた。だいたい、お前も知っているだろう？　私にはクラスに友人などいないのだ。『いつもの感じ』だとずっと椅子に座って本を読んでいることになるぞ、それでいいのか！」

　居い丈たけ高だかに領家はそう反論する。あまり威張ることではない。

「そうじゃない。いつもの、地下で寛くつろいでいるときみたいにすればいいだろ。お前ら、いつも普通にやりとりしているぞ」

　神明さんが机をメガホンで叩たたく。

「そうだよ！　それだ!!」

「いつも……普通に、出来ているだろうか」

　領家が少し呆あつ気けにとられたようにそう弱々しく言うと、西にし堀ぼりは頷うなずいた。

「うん。別に、おかしくない、と思う」




　それから、領家と西堀は他愛のない話をした。最初は少しカメラを意識していた二人だったが、だんだん話にのめり込み始めると、いつもと同じように自然体へ戻っていった。




「……はい！　今ので、バッチリ撮とれたと思います」

　そう言う瀬せヶが崎さきの方へと神明さんが駆けて行き、軽く確認する。満面の笑みで、ＯＫのサインが返ってきた。




　　　　◯




　文化部発表会二日前の深夜、俺と瀬せヶが崎さきは部室に籠こもり作業をしていた。この分だと明日も居残りで、最悪徹夜ということもあり得る。

「瀬ヶ崎、俺はちょっとコンビニに買い出しに行ってくるが、何か買ってくるものあるか？」

　ノートパソコンに向かい編集作業をしていた瀬ヶ崎が、顔を上げる。

「そうだね……さすがに眠くなってきたから、コーヒーと……それから」

　少し言いにくそうに、彼はこめかみを人差し指でカリカリと搔かいた。

「甘いものを、ああ、君が買いにくかったら、いいんだけど」

「なんだ、甘いもの好きなのか」

　俺の問いに、瀬ヶ崎は曖あい昧まいに微笑を作った。

「俺もそうなんだ、買ってくる」「そうなのか……見えないね」「お前もあまり、そうは見えないぞ」

　そんなことを言い合って、二人して笑った。




　コンビニから帰ってくる途中、ふと部室棟を見上げると、まだ明かりの付いている部屋がたくさんあった。おそらく俺らと一緒で、発表会に向けて追い込みを行おこなっているのだろう。

　その中に、映画研究部の部室があることに気がついた。少し気になったので、戻る前にそこに立ち寄ることにした。

　扉をノックすると、中からはくぐもった「ぁーい」という返事が戻ってくる。ちょっと怖おじ気けづきながらも、ドアノブを回し中へ入った。

　上うえ峰みねがＰＣ机に向かって作業している──その上半身はジャージで、下半身は下着一枚だった。

　回転椅子をくるりと回し、彼女は俺に対面する。

「……えっと……た、たか」

「高たか砂さごです。先せん輩ぱい、下、なんか着てください」

「別にいいじゃないですか、これが一番落ち着くんだよ……ふふ」

　上うえ峰みねはちょっと怪あやしい笑声を漏もらした。疲労で大分やられている。

「……三人の先輩たちは、残っていないんですね」

「あの人らがいたら、こんな格好で作業するわけないですよ」

　彼らの話題になると、上峰はさっと顔色を冷徹なものにした。空気が重くなる。

　俺はそれ以上そのことに立ち入るのをやめ、何か別の話題を探っていく。

　卓の上に目線を落とすと、人形が置いてあった。特撮ヒーローの、ソフトビニール人形だ。

「……これ、うちにもありました」「うちにもあったよ。大たい抵てい、どこの家にもある」

　上うえ峰みねは疲れているからか、少しぶっきらぼうにそう返答する。

　ちょっとひるんでしまうが、俺は敢あえて突っ込んだ言葉を継いでいく。まだ何か、彼女について本質的な部分の理解が欠けている気がした。

「……この造形の、お尻のラインって……その、すごい、綺き麗れいですよね。なんというか」

　俺が語を選びながら言っている最中、上峰は凄すごい勢いで寄ってきて、ガシッと俺の肩を摑つかんだ。華きや奢しやなその身体からは信じられないほどの握力だった。

「ご、ごめんなさい、すみません、変なことを……」

「キミ！」

　大声でそう言うと、上峰は俺の肩をガクガクと揺すった。その顔は──疲れているはずなのに、とびきりの笑顔だった。

「分かるのか！　分かってくれる人、はじめて見た！　こんなこと、誰にも言えないし……そうだよね！　綺麗だよね!?　美しいよね!!」

「え、ええ……ちょっ、痛いです」「……ご、ごめん、取り乱した」

　上峰はそう言って、乱れた俺の服を軽く直してから、椅子に座った。

「俺の家にあるやつは、小さいころしきりに触ってたんで、そのラインだけなんかテカテカしてますよ」

「わかる、私はむしゃぶりついてたから、母親にとりあげられてしまったんです……懐なつかしいな」

　彼女は遠くを見るような目つきで、静かにそう語った。割りと狂気だが、俺も他人の事は言えない。

　上峰は卓の上に置いてあったそのソフトビニール人形を取り上げると、持った方の腕をぐっと伸ばし、片目をつぶってそいつを見た。

「特撮が好きだった。子供の頃、子守代わりに見せられてたんです。それで、ハマっちゃって……周りの女の子なんかはあんまり興味がなくて、話は合わなかったな。それでも好きなのはやめられなくて。映像に興味があったのは、それがきっかけなんです。それで小学校の頃もらった父親のお古のデジカメに動画撮影の機能があって撮とり始めた。で、映画全般に興味が出てきて……中学校に入ると『名作』って呼ばれる映画を意識的に観だしたりして。中二病、ってやつですかね。

　それで高校に入って……本当は映研、入るつもりは無かったんですけど。三年の先せん輩ぱいに凄すごいひとがいて。あ、高たか砂さごさんも、会いましたよね。それで、入ったんです」

　上峰は、少し切なげに目を細めた。

「……自分のその憧あこがれが、だんだん何か別のものに変質していくのが、嫌で、嫌でたまらなかった。うまく、隠し通せたと思います。あの人は鈍にぶいから、きっと、分からなかったと思う……って、なんで私、こんなことまで話してるんだろ」

　ぼりぼりと頭を搔かいて、彼女は赤面した。

「誰かに聞いて欲しかったんじゃないですか」

「……そうかもね。君たちに今度のことを頼んだのも、たぶん、そうなんです。解決して欲しいっていうより……すごい、自分勝手だ。ごめん」

「いいんです。きっと、俺たちのやってることって、そういう活動なんですよ」

「きっと、って……あなたにも、分かってないの」「ええ」

　上うえ峰みねは笑った。

「自分勝手だけど……でも、ちょっと、期待していいですか？　あなたたちが、何をしてくれるのか」

「あまり、期待しないでください」

　俺が苦笑しながら言うと、上峰はニッ、と笑みをつくった。

「期待してるよ。あなたたちのやることに、純粋に興味があるの」

　そう言う上峰の顔は、俺が最初に抱いていたか弱いイメージからはかけ離れた、いきいきと自分の道を突き進む強い人のものだった。
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　いよいよ本番を明日に控え、反恋愛主義青年同盟部の面々は泊まり込みで作業をすることになった。俺と瀬せヶが崎さきに関しては二泊目だ。




　部室棟の三階、風紀委員会の部屋にガスコンロを持ち込んで、夕食代わりに鍋をやる。本当は火気厳禁だが、そんなルールを守っている部活などひとつも無い。

「結局、顔が出る問題には解決案が出なかったな」

　俺が言うと、領りよう家けはつみれ団子をはふはふと慌あわただしく食べてから、応こたえた。

「覚悟するしかあるまいな──留保し続けた反恋愛主義青年同盟部と生徒会＝大たい性せい欲よく賛さん会かいとの正面衝しよう突とつ。しかし結局はその闘たたかいに勝つことなくしては、運動を本格的に広めることなどできない。それが後になるか、今この時になるかの違いしかないのだ……おい高たか砂さご、肉ばかり食うんじゃない」

　鶏とり肉にくとつみれだけをよそっていた俺の取り皿に、人参や春菊が無理やり投入される。

「革命戦士として闘争を戦いぬくためには、まず強きよう靭じんな肉体が肝心だ。そのためには好き嫌いをせず、野菜もしっかりと摂取することが必要となる」

　苦手な春菊を、息を止めて顔をしかめながら食っている、その時だった。

　ドアに取り付けられたベルが、ちりん、と鳴る。

　皆、いっせいに入り口の方を振り向いた。表の活動場所だからヤバいものは置いていないが、火気厳禁のところで鍋をしているところを生徒会にでも見つかったら、大目玉を食らうことは確実だ。

　が、入ってきたものは、明らかに背が低かった。

「お兄ちゃん、なんでお家うちかえってこないの！」

　女児だった。半べそをかく演技をしながら、俺に抱きついてくる。

「あー……よく、ここが分かったな」

「お兄ちゃんのことはなんでも分かるもん！　だって妹なんだから!!」

　よく分からない論理だったが、瀬せヶが崎さきはその兄を思う健けな気げな妹の姿勢に感動したのか目を涙で潤うるませていた。

「高たか砂さご、お前……お家の人に連絡はしていなかったのか」

「……あぁ、面倒くさくてな」

　連絡しなかったのは『お家の人』が人類の起源であり大たい性せい欲よく賛さん会かいのボスだからなのだが、そうとは言えない。

「お前の家も……その、いろいろあるのか」「あぁ、まぁな」

　先月から妹ができたり、両親が洗脳されていたり、色々ありすぎるのだが、それも言えるはずがない。

「薫かおるお姉ちゃん！」

　今度は領りよう家けに抱きついて、甘えだす。ちらりとこちらを見る眼光が、何やら鋭するどい。

「こ、こら……甘えん坊だな」

　領家はやはり子供が苦手なようで、扱いに困っている。

「だってお兄ちゃんがかまってくれないし……やっぱり結婚して、ほんとのお姉ちゃんになってよ」

「ま、前にも言ったが、そ、そういうことを軽々しく口に出すもんじゃないぞ！」

「冗談じゃないもん、本気だもん」

　女児がそう言って駄々をこねていると、神しん明めいさんが両手をひらいて優しく語りかけた。

「ね、私にならたくさん甘えてもいいよ？　ほら、おいで」

　その言葉を聞くと、女児は急に不機嫌になる。

「いやっ！」

　女児の手が、神明さんの胸を横からぱちん、と弾はじく。揺れる。すごい。

「おっぱいおばけ、きらいっ！」

「お、おっぱ……おばっ……」

　神しん明めいさんはショックを受け、へたり込んでしまった。

「これだから、ガキは」

　西にし堀ぼりは吐き捨てるように女児に言うと、神明さんを抱かかえおこし椅子に座らせた。

「ガキには、女の子の魅み力りよくが、分かっていない」

　見下すように言う西堀に、女児は怒りを顕あらわにした。

「優ゆうちゃんだって、体型、私と同じようなもんでしょ！」「身体は未成熟でも、心は大人」「ずるい！　私もそれになる!!」「ずるくない、お前にはなれっこない」

　そうして子供の喧けん嘩かが繰り広げられる中、俺らは今のうちに、と鍋をつついたのだった。




　騒さわぐだけ騒いでちょっと鍋を食べると、女児はすぐパイプ椅子のベッドで寝てしまった。

「高たか砂さご、どうするんだ……担いで、一いつ旦たん帰るか？」

　女児の寝顔を眺めながら、領りよう家けはそう言った。隣となりにいる神明さんは、女児のほっぺをぷにぷにと人差し指でつついている。起きていると嫌がられて近づけないからと、寝ているこの隙すきにここぞとばかりに触っているのだ。ノートパソコンに向かっている瀬せヶが崎さきは、時折目線をこちらの方へ投げかけ、うらやましそうにしていた。西堀は壁によりかかり、よだれを垂らして半分寝かかっている。

「いや、このままそっとしておこう。毛布もあるし……親には、俺から連絡しておくよ」

「そうか……なんだか最近、この子と一緒に過ごす時間が多いな。六人目の部員、という感じがしてきた。高砂、どうだろう、反恋愛の戦士として英才教育を施ほどこしては」

「いや、それはちょっと……」「そうか、本人の意志もあるしな」

　というより、我々が倒すべき敵そのものなので、味方になるはずがなかった。

　領家は少し落ち着いた口調で、続けた。

「本人にそれとなく聞いておいてくれ、もし反恋愛に興味があるのなら、我々は心より歓迎すると」「ああ、伝えるだけ伝えておく」

　そんな中、神明さんは無心に女児のほっぺたをぷにぷにし続けていた。相当ストレスが溜まっていたらしい。




　作業はほとんど終わっていた。あとは皆で集まって試写し、簡単にできそうな修正点を上げていく。

　二回、三回とその作業を繰り返すうちに、一人、また一人と睡すい魔まに倒れていく。最後に残った俺も、いつの間にか意識を失って──




　気がつけば、朝日はとうに昇っていた。
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「たかさごっ！　我々の番は何時からだ!?」

「えっと……早いな、十時半からだ」「あと十分しかないぞ!!」

　完全な寝坊だった。

　こんな時間まで誰も起きなかったのは、昨日遅くまで作業していたのが災いしたんだろう。目覚まし時計をセットしていたのだが、こんな時に限って電池切れで動かなくなっている。

「いそげっ！」

　領りよう家けの掛け声で、みな講堂へ向けて走りだす。




　──なんとか、間に合った、らしい。現在、現代落語研究会による新作落語の演目「高速増殖炉もんじゅ怖い」の最中だった。まんじゅうと違って物々しすぎるだろ。

「なにやってたんですか！　スケジュール、空あく所だったんですよ！」

　実行委員会の女子に叱しかられ、平謝りする。

「すみません、本当に、申し訳ないです……このパソコンで、ファイルは……」

「分かりました、後は私たちがやるので、客席へ」

　俺たち五人は再度深々と頭を下げて、謝る。

「あの……『反恋愛主義青年同盟部』、ということでいいんですよね？」

　委員会の女子が、不安げにそう確認する。俺たちはヘルメットも手ぬぐいも装備していなかった。時間がなかったから、というよりも、上映されてしまったが最後、俺と領家、西にし堀ぼりが反恋愛のために戦っていることは明らかになってしまうからだ。今更隠してもしょうがない。

「ええ、そうです。反恋愛主義青年同盟部、です」

　領家は凛りんとしてそう言った。

　それは静かな言葉だったが、これから来る激烈な闘とう争そうの火ひ蓋ぶたが切られた瞬しゆん間かんだった。

　身体が震ふるえた。それは怯おびえというよりも、武者震いだった。




　客席に着くと、見知った顔が見えた。まずは依頼主の女子、上うえ峰みね。そしてその三人の先せん輩ぱい。さらには大学の構内で会った上峰の二つ上の先輩──そしてその、彼女。

　また、生徒会の面々、とくに生徒会長・宮みや前まえの姿があった。一触即発だ。上映後すぐここで血みどろの闘とう争そうが始まる可能性すらある。

　──壇だん上じようでは落語が終しゆう盤ばんに差し掛かっていた。最初から聞いていなかったためよく分からないが、『山やま吹ぶき色いろのお菓子』を『イエローケーキ』と言い間違えたがために問題が大きくなっていき、最後に主人公の枕元にもんじゅが届けられることになった。アバンギャルドすぎてちっとも分からないが、観客の中には落涙している者すらいた。

「お後がよろしいようで」

　そう言って演者が立ち上がると、盛大な拍手が鳴る。理解できなかったが、俺もとりあえず拍手をしておく。

　横を見ると、神しん明めいさんだけは強く頷うなずきながら熱烈な拍手を送っていた。やはり分かり合えるところがあるのかもしれない。




　拍手が収まると、司会のアナウンスが入る。

「えー次は……『反恋愛主義青年同盟部』さんによる、映像作品、だそうです」

　周囲がどよめく。無理もないことだ、部活としてこんな場で発表するような団体とは思われていない。

　前に座る生徒会の面々は、身体を強こわばらせた。宮みや前まえが短く指示を出すと、何人かが席を立って出入口付近へと向かっていく──おそらく、会場内にいるかもしれない反恋愛主義青年同盟部の面々を、そこで捕えるつもりなのだろう。強行突破以外の手段では、もはやこの講堂から出ることすらままならなくなった。

　覚悟を決める。他の四人を見渡すと、みんなもそれぞれ目配せを行おこなっていた。闘たたかう意志を、共有する。




　──何かが、足りない。漠ばく然ぜんとしたその違和感は、昨晩の様子を思い浮かべればすぐに判然と形になった。

　女児だ。昨晩あの部屋に泊まったはずの女児が、どこかへ消えている。

　俺たちより早く起きて家に帰ったのだろうか。きっと、そうだろう。でも──

　何かが起こる予兆が、心をざわめかせた。しかしその正体を、どうしても突き止めることができない。




　映写が始まる。

　その瞬しゆん間かん、何かがおかしいことを悟った。




　最初はまず、西にし堀ぼりと領りよう家けが教室で仲良くしているシーンから始まるはずだった。その後に領家の方に恋人が出来たことを示すシーン、遊び呆ほうける俺と領家、たゆまぬ努力を続ける西堀、と続いていき、最後にリア充の方が受験に失敗し恋愛関係も壊こわれるところを描く。そういう流れだった。

　しかし今、最初に流れたのは、俺と領家が会話しているシーン。領家が赤面したり、逆に俺のことをからかったり──こんな場面を撮とった覚えは……

　やたらと揺れるカメラで、分かった。買い物に行った別れ際、神しん明めいさんに盗撮されたものが使われているのだ。




　──何者かに、改変されている。




　何者か……そんなことが出来る奴やつは、ひとりしかいない。

　女児だ。




　その後は本編にも使われていた、俺と領りよう家けがいちゃつくシーンが続く。分かりやすさを目指したから、観ていて胃もたれするほど甘い。

　その中、途中に領家が受験で失敗する場面が挟まれるが、その後に俺と一緒にいて楽しそうにしている場面が続くことで、「失敗の傷を恋愛の力で癒いやした」みたいな感じになってしまっている。




　身体が汗でびっしょりだった。上映を止めてもらおうにも、力が抜けてしまって立てない。精一杯の力で横を向き領家を見ると──完全に放心してしまっていた。




　まだまだ映像は続いていく──

　スキーに行く俺と領家。自分をぶん殴りたくなるほど幸せそうだった。

　そして──そして、宿、風呂。

　露ろ天てん風ぶ呂ろだ。あの、部屋の奥にあった露天風呂。

　あれに浸つかる、俺と領家。その背中だけが見える。

　俺と領家とは仲なか睦むつまじく手を取り合っていた。空には月。




　なぜ、その映像がある!?

　──女児。部屋に戻ったあと、トイレに連れて行った。女児は起きていた。なぜなら──俺と領家のそのシーンを、撮とるために……？

　胃が痛い。今にも戻してしまいそうだった。観客からは口笛なんかが飛んでくる、やめてくれ。




　そして次のシーンは──ミルクがこぼれて、萩はぎのつ……『越えち後ごの名月』を浸ひたしてしまうところが、スローで再生される。これはたしかに偶然、瀬せヶが崎さきが撮っていた。

　だが、どんな意味でこれを配置する？

　その疑問は、次の場面で氷解した。




　少し長い暗転の後、スキー場のシーン。

　俺と領りよう家けの間に、女児。二人の手を左右それぞれの手に握って、楽しそうにする女児。

　俺らの──子供、ということだろう。裸の仲なか睦むつまじい男女を映した次に来た先ほどのシーンは、隠いん喩ゆだったのだ。

　脳が煮えたぎる。本気で、消えてしまいたかった。




　それから、瀬せヶが崎さきがしきりに撮とっていた女児のシーンをいくつか挟み、またしても長い暗転があった。

　登場したのは、西にし堀ぼりだった。先ほどの演出からすれば、何年かの後、女児の成長後の姿なのだろう。西堀はひたむきに勉強し、大学に合格する──それは俺らが撮った通りだ。だが対比がなされていないから、西堀が恋愛をしていないかどうかは分からない。

　最後に、冒頭に来るはずだった領家と西堀が仲良くしているシーン。少し霞かすんだエフェクトをかけられ、現実感が薄れている──親と子、受け継がれる血、自分では出来なかったことを世代を跨またいで達成すること、それを可能にする愛、「恋愛」。




　それで、終幕だった。

　観客からは、普通に拍手が起こる。

「楽しそうだったな……恋愛って、こんな良いものだったのか」「だだ甘だった……私もこんな風に恋愛したい」「女の子が可愛かった」「まったく……リア充爆発しろ！」

　などの声が漏もれ聞こえてくる。

　十五分間の休きゆう憩けいが告げられ、講堂に明かりが灯ともった。




　シーンの配列が入れ替えられ、予定外のカットが挿そう入にゆうされ、意味が百八十度反転してしまっていた──。




　ただただ、俺は打ちひしがれていた。

　こんなことが、あっていいものなのか。一晩にして、すべてがひっくり返されたのだ。

　彼女を甘く見ていた。最近とみに子供じみた一面を見せることが多かった──それはもしかしたら、俺を油断させるための布石だったのかもしれない。

「私たちが寝ているあいだに……改かい竄ざんされた、ってこと？」

　神しん明めいさんの言葉に、瀬ヶ崎が頷うなずいた。

「そうでしょうね……そういえば、皆さんが寝る前に閉めておいたはずの鍵、起きたら、開いてました」

「鍵を持つ何者かに、侵入された……そして、改かい竄ざんされた」

　西にし堀ぼりは勝手に女児の成長後にされた怒りがあるのだろう、震ふるえた声でそう言った。

「鍵は、もしかしたら生徒会も持っているかもしれない……明け渡す際に合鍵を作る隙すきなど、いくらでもあった……おのれ！」

　領りよう家けはそう言って、ギリギリと歯を嚙かみ締めた。

「泳がされていたんだ。そして最大の打撃を与えられる、このタイミングで我々に……道理でことがあまりにもスムーズに運ぶと思った。私たちに部屋が与えられたり、あの宿が提供されたりしたのも……こうして、逆に活用するためだったのか！」

　領家ががっくりと項うな垂だれる──そんなタイミングで、彼女の前に立つ人影があった。

　宮みや前まえだった。領家が顔を上げ、くっ、と睨にらむ。

　しかし宮前の顔は嘲ちよう弄ろうでも侮ぶ蔑べつでもなく──純粋な喜びに輝かがやいていた。

「領家さん、凄すごいですわ！　風紀委員の皆さんで恋愛を、家族を称しよう揚ようする映像を制作されたのですね！　それを、しかも『反恋愛主義青年同盟部』名義を偽って上映する──これ以上、彼らに打撃を与えられる方法は考えられません!!　奴やつらがこそこそしていること、表に出て弁明できないこと、この性質を巧みに利用したのですね！」

　領家は、ぽかん、としていた。無理もない。犯人だと目していた人間が全く何も知らないどころか、自分を褒ほめているのだから。

「やはりあなたには『反恋愛』の輩やからと闘たたかっていく才覚がありますわ。ぜひ……」

「わ、私は……そんなっ……」

　領家がわなわなと震える。

　ここで全てを詳つまびらかにし闘いを始めてしまうのは、明らかに下策だった。

　俺は領家が何か口走りそうになる前に、遮さえぎる。

「わかってもらえたようで、なによりです」

「高たか砂さごさん、あなたもすごかったですわ。恋人としての深い結び付きが映像にも現れていて、大変説得力がありました」

「お褒めいただき光栄です」

　必死に声が震えそうになるのをひた隠しにして、俺はそう言って頭を下げた。




　宮前はそれからしばらく楽しそうに話した。こちらの動揺を悟られないようにするのが、大変だった。

「……あら、そろそろ休きゆう憩けいが終わってしまいますわ。ね、領家さん、考えておいて頂ちよう戴だい」

　手を握られた領家は、力なくコクリと頷うなずく。なんのことか分かってはいないだろう。

　宮前は笑いながら手を振り、元の席へと戻っていく。




　……結局、俺らが「反恋愛主義青年同盟部」だということは露ろ呈ていしなかったものの、そもそもの目的を遂すい行こうできなかったばかりか、そのまったく逆の効果を出してしまった。上うえ峰みねにどんな顔をして会えばいいのか分からない。

「それでは続きまして、映画研究会の発表です」

　司会がアナウンスするとともに、また講堂内が暗くなった。




　映像が流れ始める。

　動揺していて内容に集中できない──と思いきや、スクリーンを眺めているとすぐに引きこまれてしまった。

　俺らがいい加減な付け焼き刃の知識を総動員して撮とったものとは、全くの別物だった。まがりなりにも映像制作に手を出していたから、一段と際立ってそう感じられた。

　学生であるがゆえの拙つたなさはあるのだろうが、いたるところに才気あふれる工夫がちりばめられ、見るものを飽あきさせない。徹底的なこだわりが感じられ、ただただ圧倒されてしまった。




　内容は、主人公である少女の感情が揺れ動くのを描いた、私小説的、とでも言えばいいのか、そういった性質のものだった。アクションがあるわけでも、何か最後に目的に到達するでもなく、ただ等身大の少女を映していた。

　彼女はぼんやりとした、恋とも言えぬ恋をして、そしてまた失恋とも言えぬ失恋を経験する。そんな曖あい昧まいな日々、曖昧な感傷がひどく心に響ひびいた。

　少女はしかし、一歩を踏ふみ出す。何もかも、と欲張ることはできない──その決意。ぼんやりとしたまま終わった恋を清算し、それを思い出に封じ込めて、いま自分が追い求めることに集中していく。

　自らの身体を燃やして何か新しいことに挑んでいく少女には、恋愛にかまけている暇などない。




　……俺の解釈が間違っていなければ、そんな内容だ。少女を演じているのは、上峰の友人か誰かだろうか。他の登場人物は背中や手の一部などが映るのみだった。

　終演後、一いつ瞬しゆん会場は静まり返った。その後、誰かが拍手を始めると次第にそれは大きくなっていき、最後には割れんばかりの大きな喝かつ采さいが講堂を満たした。

　前に座っていた上峰はきょろきょろと周りを見渡し、嬉うれしそうにしていた。

「良かった、本当に」

　隣となりに座った領りよう家けは拍手をしながら、そんな飾らない言葉で感想を漏もらした。

「……私たちが、作る必要なんてなかったんだな」

　上峰は立派に、恋愛以外に打ち込むこと、その意志を描いていた。少し寂しそうな顔でそう言った領りよう家けに、俺は笑いかける。

「ああ、結果的に、そうなった」

　俺の言葉を聞くと、領家もまたため息まじりに笑った。

　上うえ峰みねが立ってぺこり、とお辞じ儀ぎをすると、会場はより一層大きな拍手でそれに応こたえた。




　　　　◯




　文化部発表会が終わり、生徒たちが講堂から出て行く。

　その中に上峰の姿を見つけ、俺と領家は駆け寄った。

「……あぁ、高たか砂さごさんと、風紀委員長さん」

　上峰は力の抜けきった笑顔を見せた。かなり疲労があるが、同時にやりきったという満足感も見えた。

「あの……どうですか、告白の方は」

「やっぱり、校舎裏に来るように、いま、念を押されちゃいました。いろいろ、頑張ったんだけどなぁ……」

　俺が訊きくと、上峰はやるせなさと諦あきらめの入り混じったようなため息を漏もらし、苦笑した。

「すみません……力になれなくて」

「いや、何をやっても無駄なのかもしれない」

　シニカルにそう笑って、上峰は領家の方を向いた。

「それよりあなた、とてもいい演技でした。思わず、本当に高砂さんのことが好きなのかと思った。あとあの……越えち後ごの名月に牛乳がかかるシーン、あれは面白い趣向だった」

　上峰はなぜか『萩はぎの…』ではなく本当の商品名を言い当てていた。やはり目が凄すごいのかもしれない。

「今度撮とるときは、領家さんにやってもらおうかな」

　そう言って笑ったあと、上峰はゆるやかに表情を硬くしていき、静かな声で続けた。

「それじゃ、行ってきます。決着、つけに。もし良かったら……陰から見守っていてくれますか。無いとは思うけど、こっちは私、一人だから」

「少しでもお役に立てるなら」

　俺が少し強こわばった口調でそう言うと、上峰は硬い表情のまま不器用に笑みを作って、歩みだした。




　校舎裏には、もう三人の先せん輩ぱいがスタンバイしていた。

　恋こい敵がたきだというのに、なぜかみな和わ気き藹あい々あいとしている。

「……行ってきます」

　上うえ峰みねはそう言って、先せん輩ぱいたちのもとへと向かっていく。俺たち五人は、物陰でその様子をじっと眺めていた。

「おぅ、上峰。きたか」「待ってたぞ～」

　そんな言葉に、彼女は短く「どうも」と言うだけで応こたえた。

「いやー映画良かったよ」「なんつーか、高尚な感じだったな」「まぁちょっと分からない所はあったけど、二年にしちゃ合格点でしょ」「そうそう、俺たちの教えることはもう何もない、って奴やつだ」「はは」

　上峰は全くの無表情で、それを聞いていた。

「今回俺らは敢あえて手を出さずに上峰の成長を見守ってたわけだけど……まぁなんとかやっていけそうな感じだな」「あんまり根こんを詰めるなよ。厳しい時は俺らも手伝いにきてやるから」「なんつーか、まぁ、全員浪人だからな」

　ハハハ、と三人が笑う。上峰は無表情だった。

「激げき励れい、ありがとうございます。それで……呼び出した用事っていうのは、何なんですか」

　淡々とした口調のなかに、彼女の凍いてつくような怒りが込められていた。しかし三人はちっともそんなことは意に介さず、続ける。

「ハハ、相変わらず急せかすな、上峰は。……ま、ちょっと言いにくいことなんだが、なんつーか、そろそろお前も報われてもいいのかな、と思ってな。映画制作ばかりに打ち込んで、楽しいことひとつ知らずに青春を終えるのは、なんつーか、不ふ憫びんに思ってな」「そうそう『青春』といえば恋愛はつきもんだ。恋の妙味ってやつを知れば、映画にも深みが出ると思うのよ」「ロマンスはつきものだからな」

「……何が言いたいんです」

　上峰は鋭するどくそう言った。

「お前は、相変わらず鈍にぶいなぁ」「まあそういうところも、上峰の良さなんだけどな」

　先輩たちはしばらく顔を見合わせ、合議していた。じゃんけんをはじめて、負けた一人が悔しがった後、上峰に向かった。

「まぁ、なんつーかな、お前の周りにいる男って、ほら、俺ら三人なわけだろ？　俺らもあまり勧誘できなかったことに、責任感じてるわけよ。だから、なんつーか、まぁ、俺ら三人の中から選んで、付き合えばいいんじゃねーの、って思うわけ」

　ゲームなのだ、そう思った。女がいて、男と付き合う。これは彼らにとっては決まりきったルールで、それに基づいて皆がゲームを行う。近くに居る者同士は結びつきやすく、近さが同程度の者から何らかの選択を行い、結ばれる。彼らはそんなゲームのプレイヤーなのだ。

「まぁ、俺らも上峰のこと、大切に思ってるからな」「お互いよく分かってるわけで……」

「お断りします」

　酷ひどく怜れい悧りに、短く、上峰はそれだけ言って、踵きびすを返した。

「お、おい待て」先せん輩ぱいのひとりが、上うえ峰みねの手をつかむ。「お前の気持ちも分かるよ。なんつーか、ストイックなんだよ、お前は。何をそんな本気になってるんだ。もっと楽しんでいいだろ、一度しかない、青春なんだぞ」

　上峰はその手を振りほどくと、身体を彼らの方へ向け直した。




「ふざけんな!!」




　彼女の絶叫は、澄んだ青空に吸い込まれていった。三人の先輩がびくっ、となるが、続けて上峰はまくしたてた。

「お前らに私のなにが分かる！　分かってたまるか!!　『先輩』だ？　お前らが何をした？　文化祭のときも、今回だって、三人で駄だ弁べってたまに私の作ったものを偉そうに批評して……それで、先輩気取りなんて、反へ吐どがでる。私には、先輩なんてひとりしかいないんだ。

　ただ何もせず、自分のやりたいこともなく、世間の目を気にして、流行に流されて、『常識』を無批判に受け入れて……それのなにが青春だ！

　私は、そんなのは、絶対に嫌だ──そんな居ても居なくても変わらないような空気のような存在になるくらいなら、死んだほうがマシだ!!

　私は、これからすごい映画を撮とる。今はまだ、ぜんぜん技量が足りないけど……だからこそ、頑張る。頑張って、良い映画を撮るんだ。世界一の、映画監督になるんだ。賞なんて、なんだって獲とってやる。そうしたら……先輩だって、褒ほめてくれるかもしれない。

　だから、私にはそんなことにかまけている暇なんて無いんです。すみません、

　さようなら」

　上峰はそう言って、駆け出した。

　若さ、潔けつ癖ぺきなまでの青さに、傍ぼう観かんしているこちらまで揺さぶられてしまう。

　残された先輩たちは、ただただ呆ぼう然ぜんとしていた。




　　　　◯




　風紀委員の部室に上峰を呼び、力になれなかったことを平身低頭して謝罪すると、彼女はなんだか晴れ晴れした顔で言った。

「やっぱり……言えて良かったと思います。決着がつけられた。自分の心にも、言い聞かせることができました。いつまでこうして意地を張ってられるかは分からないけど……出来る所まで、やってみようと思うんです」

　それを聞くと領りよう家けは少し目を潤うるませて、上峰の肩をがしっと摑つかんだ。

「感動した！　『恋愛』という決まりきった当て嵌はめをそのまま受け入れ押し流される彼らに浴びせかけたあの言葉──この世界がどれだけ変わろうとも、あの言葉は不滅の真実として輝かがやき続けるだろう！　我が同志よ!!」

「……風紀委員会さんがやってることとは真逆かもしれないけど、そうやって褒ほめてもらえると嬉うれしいです。なんだか『反恋愛』のあの人みたいな口ぶり」

　領りよう家けは素すで間違えたのか、額ひたいに汗をうっすら浮かべてニコリと笑った。




「これからは、一人でやっていくことになるんですね」

　俺が言うと、上うえ峰みねは首を横に振る。

「すぐに新しん歓かんの時期がやってきますから、そこでなんとか、映画制作に興味がある人を見つけたいですね」

　新歓、か。そういえばもうすぐ四月、俺らは学年が上がり、新入生がやってくる。反恋愛主義青年同盟部も……新入部員を、獲かく得とくすることができるのだろうか。

「どうしても見つからなかったら、高たか砂さごさんに手伝ってもらいますよ」

「なんで俺」「ちょっと趣味が似ているから。それに誠実に働いてくれそう」

　上峰がそう言うと、領家が口を挟んだ。

「……そんなわけには、いかない。た、高砂はここで、新年度に押し寄せる激務をこなさなければならないからな」

　押し寄せるのか、激務。俺がそのことにげっそりしていると、上峰は笑って付け足した。

「あともう一つの理由は……高砂さんは私のこと、ぜんぜん異性として見てなかったから、ですね。きっと他に好きな人でもいるんです。それがなにより、面倒臭くなくていい」

　上峰は晴れやかな笑顔を見せると、「じゃあ」と残して部屋を出て行った。最後に爆弾を置いて行かれて、俺は領家の方をしばらく見ることができなかった。




　　　　◯




　なんだか結局きれいに収まったかのように見えたが、俺には、俺だけには、最後にやらなければならぬことがあった。




　女児を、なんとかしなければならない。

　大した邪魔立てもしないからと等とう閑かん視ししていたが、今回完全にそれが災いした。我々の部屋に立ち入られ、挙句の果てに映像を改かい竄ざんされたのは、他でもない俺に原因がある。

　闘たたかう意志をみなぎらせ、手のひらに汗をにぎり、半分死を覚悟しながら、俺は女児がいると目される自室へと入った。

　そこで女児は──寝ていた。

　ぽっこりとしたお腹なかを半分出して、寝ていた。もう夕暮れで窓から西日が差し込むという時間帯に、すやすやと眠っていた。

　きっと徹夜で改変作業をしていたため、眠くなってしまったのだろう。

　事前に考えていた言うべき言葉も、取るべき行動も、すべて頭から抜け落ちた。完全に毒気を抜かれてしまったのだ。

　俺は女児のシャツを直して出ているおへそを隠し、風邪を引かないように毛布をかけた。




　　　　◯




　それから散歩に出て缶コーヒーを買い、公園のベンチに座った。

　何を考えるべきかも分からずただ茜あかね色いろに染まる空を眺めていた。何もかもが分からぬままだが、ただひとつ言えることがあった。

　今回も、楽しかった。

　刹せつ那な的てきだということは、言われずとも分かっている。だが、そうでないことなんて世界にどれだけあることだろう。言い訳がましいが、今の俺に信じられるのはその刹那的な感情だけだった。

　とりあえず──このままにしておこう。そう思った。「とりあえず」と保留できることは、もしかしたらなによりの幸せなのかもしれない、ぼんやりとそう感じた。




「高たか砂さご、こんな所にいたのか」

　公園の入り口のほうから、そんな声をかけられた。見ると、そこには領りよう家けが佇たたずんでいた。

「……どうした、領家。なぜ、ここにいる」

「お前が怖い顔をして帰ってしまうからな……心配して見に来たんじゃないか。家の方へ行って呼び鈴を押しても、誰も出ないし」

　領家はそう言って、俺の隣となりに腰掛けた。その首には、俺がプレゼントしたネックウォーマーがつけられている。

「それ、使ってるんだな」「使えるものは、限界まで使う主義だ」

　彼女は小さくそう言うと、それをたくし上げて唇を隠した。

「……なにかあったのか、高砂」「いや、なにもなかった……ことにした」

　俺の言い草に、領家は首をかしげる。が、それ以上追及してこなかった。

「しかしあの改変は……誰が行おこなったのだろうな。これは私の推察だが、おそらく大たい性せい欲よく賛さん会かいの、宮みや前まえより権力の強い上部の人間が我々を脅きよう威いに思い、まかせてはおけぬと彼女に知らせず行動したのだ。宮前から大性欲賛会の情報が我々に漏もれていることを考えたのだろう。なかなか慎重にして狡こう猾かつな作戦と言える。だが、我々がそれだけ強い影響力を持つと奴やつらに評価されていることは、朗報ともいえるかもしれない」

　ものすごい陰いん謀ぼう論ろんに見えるが、半分正しかった。実際は最高幹部の仕業なのだから。

「まぁ……そうかもしれないな」

　俺はそう言って適当にお茶を濁にごして領りよう家けの方を見た。

　すると彼女の顔には、いつもの自信に満ちた様子からは想像のできない、消しよう耗もうを感じさせる翳かげりがあった。

「誰の介入によるものかは定かではないが、結局……私の立案した、活動写真によるプロパガンダ作戦は、もののみごとに粉砕されてしまった。その責任はひとえに、立案者でありしかも議長でもある、私に存する」

「おい、領家……あまり、自分を責めなくてもいいんじゃないか。あの場にいる誰もが気付けなかったんだ。誰もお前に非があるなんて思って……」

「高たか砂さご、そんな言葉は私には勿もつ体たいないものだ。すべての失敗は私に端たんを発はつしている。

　──そもそも今回、本当に自分が無私の心で反恋愛活動に勤いそしむことができたのか、それすらも怪あやしく思う。色々と理由を並べ立てて取り繕つくろってはいたが、例えばあのスキーの時、楽しんでいなかったと言えば、それは噓うそになるだろう。全く、意志薄弱も甚はなはだしい。そしてそれに、私は、お前と……その、そういった、弱さも見せた。

　二・一四の失敗に引き続き、この体ていたらく──私には、この反恋愛運動を率いていく資格など無いのだ」

　訥とつ々とつと紡がれる領家の言葉は、最後になると震ふるえていた。

「高砂……もしかしたらお前のほうが適任なのかもしれない。皆からの信頼も篤あつく、大局を能よく見通す。私など、皆を強引に引っ張るだけで、目先のことばかりにとらわれて……だから、もう私は……」

　その弱音は、しかしそこで止まった。

　いや、俺が止めたのだ。聞きたくなかった。考えるよりも先に、俺はベンチから立ち上がると彼女の襟えり首くびをぐいと摑つかんで引き寄せていた。

「領家同志!!」

　俺の叫びに、虚きよを突かれた領家がぶるっ、と震えた。

「何度も言わせるな、お前以上の適任者など存在しないのだ！　貴様は今、相次ぐ失敗を受けて神経衰すい弱じやくを起こしているにすぎない!!」

「……そうは言うがな、こういう、心の弱さが、駄だ目めなんだ。バレンタインの時も……そうだったじゃないか。あれから結局、私は成長できていない」

　領家はそう言って、ふぃと顔を背そむけた。その瞬しゆん間かん、目に溜たまっていた涙が流れて頰ほおを伝った。

　俺はしかし、続けた。

「人はそんなに、簡単に強くはなれない。だからこそ、俺らは寄り集まったのだろう。前もそう言ったはずだ、自分の中に閉じこもるな！　我々が、お前の弱さを支える。

　いや、他の誰かがやらなくとも、俺だけは──お前を支えてみせる」

　俺がそう言い終えると、しばらくの沈黙があった。

　それから、領りよう家けは背そむけていた顔を遠慮がちに戻して俺を見た。その大きな目には涙が溜たまって、夕日にきらめいていた。

　彼女の頰ほおを横に流れた涙の跡を、俺は静かに親指で拭ぬぐった。領家はくすぐったそうに、目を細める。

「泣き言は、こうやって俺に言えばいい。だから──これからも、俺らの議長でいてくれないか」

「……おまえが、そんなにいうなら……わかった」

　領家はしゃくりあげながらそう言うと、襟えり首くびを摑つかんだままだった俺の手を丁てい寧ねいに外し、乱れた服を整えて、ベンチに腰をかけた。俺に見せないようにして残っていた涙を拭い去ると、きまり悪そうに小さく咳せき払ばらいをした。

　俺も熱くなっていた頭が冷め、何を言っていいやら分からなくなる。

　気まずい……。

「……そうだ、お前も何か、コーヒーでも買ってきたらいいんじゃないのか？」

　誤ご魔ま化かすように俺は話題を逸そらした。ベンチに置いていた缶を持ち上げ、見せる。

「私は、別にいい」「金なら、俺が出すからさ。元はといえば俺のことを心配してきてくれたんだろ、そのまま帰すのも、なんだし」「いや……」

　そうやって押し問答をした末、領家はネックウォーマーを下ろしてから、つぶやくように小さく言った。

「じゃあ、一口……それを、くれるだけでいい」

　そう言って領家は俺の手からコーヒーの缶を取ると、ぐびりと一口飲んだ。

「帰る」

　領家は赤くなって、ベンチから腰を上げた。

　立ち上がった彼女の頭の少し上に、後ろにある大きな木から張り出した枝があった。

「あ……」「どうした、高たか砂さご、なにか……」

　領家はそう言って、俺の視線の先を追う。

　黒々とした木の枝先に、ごく薄く色づいた花弁が五枚、開いて見えていた。

「桜だ」「……もう、そんな時期になるのだな」

　まだ他に開いている花はなく、無数にあるつぼみが膨ふくらんで開くときを待っていた。

「……暖かくなると、リア充は発情しはじめるからな。我々も気を引き締めていかねばならない。まずは『花見中止闘とう争そう』を以もつて、年度初めに我々の存在感を示していこうではないか！」

　まだ少し声は震ふるえているが、領家はいつもの調子を取り戻しつつあった。

　桜花舞まい散るなか演説する領りよう家けを、思い浮かべる。

「そうだな、早速都内の花見スポットを洗い出しておこう」

「花見にかこつけて、花などには一いち瞥べつもくれず酒に溺おぼれ、挙あげ句く恋愛関係を進展させんと目もく論ろむリア充共を、徹底的に叩たたき潰つぶしてやらねばならない!!」

「桜の木の下に奴やつらの亡なき骸がらを埋めてやろう、そうすればきっと来年はより綺き麗れいに咲くことだろう」

　厳しかった冬が終わり、春がすぐそこまできている。うっとうしいまでに本領を発はつ揮きする夏へ向けて、我らが敵、リア充の活動も活発になってくることだろう。

　俺らの運動も、これまでにもまして忙しくなるはずだ。




　だがひとつ、俺は信じていることがあった。これからも、きっと楽しくなる。

　反恋愛主義青年同盟部の面々と一緒に、なによりも領家と一緒にいればきっと──必ず。

　茜あかね色いろの夕日を浴びて、俺と領家はこれからのことを語り合った。


（了）
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あとがき




　本文を書いている際にはあまり筆が止まらないのですが……後書き、何を書いたら良いのでしょうか。一読者としては、私は後書きを結構楽しみに読んでいます。しかし、いざ自分で書くとなるとその題材選びは極めて難しい。

　一番オーソドックスなのはその巻の概要や見どころを纏まとめることです。それは購入に際して後書きを読むことを想定しての行為ですが、あらすじはカバーのところに既に書いてあります。さらに、最近はフィルムで包装されて中が見られなくなっていることが多く、後書きでそんなことを書いてもあまり効用があるとは思えません。

　身辺雑記にしようにも、面白いことを全くやっていないので何も書くことがありません。がんばって捻ひねり出そうとすると、「最近はキャベツが高くて、もやししか買えません……」みたいな生活苦が漏もれてくるだけで、何ら華やかなことを書くことが出来ないのです。安かったときの四倍かそれ以上に及ぶキャベツ価格の高こう騰とうは生活者にとって大事件ですが、メイン読者層の中高生に受けの良い話とは到底思えません。

　こうなったら他の本をパク……参考にするしかありません。過去に読んだ後書きを思い出してみると……一番印象に残っているのは実はライトノベルではなく、川かわ端ばた康やす成なりの『古こ都と』のような気がします。高校時代、普段は読まない難しい文章をがんばって読み進めたあとに、後書きで、

「これ書いてる期間、睡眠薬でベロベロだったからなんかおかしくなってるわ、メンゴメンゴ」

　というような言い訳が書いてあり、思わず壁に叩たたきつけそうになりました。

　しかし、読んでから十年ほど経たった今でもそのことを思い出すのは、やはり大文豪が書いた後書きだからなのでしょう。いつかは自分もそのような、読者に強い印象を残せる後書きを書く作家になれるよう、今からどんな薬物に依存したら良いか検討を重ねていこうと思います。




　謝辞です。編集の和わ田ださん、平ひら井いさん、いつも的確なアドバイスありがとうございます。初稿が遅れてしまい大変申し訳ありませんでした。小学生レベルの計算ミスで、一日に書くべき文量を誤っていたのが原因でした。

　イラストレーターの憂ゆう姫きはぐれさん、素晴らしいイラストをありがとうございます。書店で１巻を見かけると、やはり表紙が際立って見えます。感謝です。

　そして何よりも、読者のみなさま。ファンレターなどで励はげましの言葉を頂き、本当に元気づけられる毎日です。これからも皆さんのご期待にお応こたえできるよう日々研けん鑽さんしていきます。

　また近いうちにお目にかかることができるのを心から願っております。それでは！


椎しい田だ十じゆう三ぞう
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椎しい田だ十じゅう三ぞう

第21回電撃大賞小説部門で銀賞を受賞。まだ知人の誰にも小説を書いているとカミングアウトできずにいる。先日、友人の結婚を祝ってきたのだが、この本の内容が知られていたら呼ばれなかったかなと思い、ますます打ち明けづらくなった。
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イラスト／憂ゆう姫きはぐれ

１巻の時に作画資料として東○ハ○ズでヘルメットを買ったんですが、無事２巻の資料としても活用できてよかったです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「椎田十三先生」係

「憂姫はぐれ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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